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１．推薦地の概要 

1．a．国名   日本 

1．b．地域名  鹿児島県、沖縄県 

1．c．遺産名  奄美・琉球 

1．d．緯度経度 

緯度経度 中心 N 25°46′35″，E 127°10′41″ 

※構成要素 4 地域の緯度経度等は下記の別表に示す。表は推薦区域が確定後に作成。 

 

 推薦地の「奄美・琉球」は、日本列島の九州南端から台湾の間に、約 1200km にわたって弧

状に点在する、約 70 の有人島を含む大小 900 以上の島で構成される南西諸島の一部である（図

●）。 

また南西諸島は、地形学、地質学や生物地理学などの研究分野では、島弧を深く分断するト

カラ構造海峡と、約 250km にわたる顕著な無島海域である慶良間海裂を境界に、北から順に、

北琉球、中琉球、南琉球と呼ばれることが多い（図●）。 

推薦地「奄美・琉球」は、南西諸島のうちトカラ構造海峡を境に生物地理区が大きく異なる

北琉球を除き、奄美群島に属する奄美大島と徳之島、琉球諸島の沖縄諸島に属する沖縄島北部、

琉球諸島の八重山列島に属する西表島の、中琉球と南琉球の 4 つの島・地域で構成されるシリ

アル資産である（表●）。 

 

表● 推薦地の緯度経度と面積（※緯度経度は仮置き。推薦区域が確定後に作成） 

ID 
構成要素の名

称 
地域/地区 中央部の緯度経度 

各推薦要

素の面積

（ha） 

緩衝地帯の面積

（ha） 
地図番号 

001 奄美大島 
奄美群島 

（鹿児島県） 

N 28°19’39” 

E 129°26’04” 
   

002 徳之島 
奄美群島 

（鹿児島県） 

N 27°48’05” 

E 128°56’33” 
   

003 沖縄島北部 
沖縄諸島 

（沖縄県） 

N 26°42’57” 

E 128°13’05” 
   

004 西表島 
八 重山諸島

（沖縄県） 

N 24°20’47” 

E 123°49’47” 
   

総面積（ha） ha ha  
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○奄美・琉球の位置図（世界レベル，日本レベル） ※作業中 

 

 

 

 

 

 

図● 奄美群島及び琉球諸島の位置図 

※作業中仮置き（世界レベル，日本レベル） 
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図● 南西諸島の島嶼とその地域名称 ※作業中仮置き 

国土地理院による名称（黒字・線）に、地学・生物学等で用いる北・中・南琉球の区分（赤字・

線）を加えた。 

 

中琉球 

南琉球 

北琉球 

トカラ構造海峡 

慶良間海裂 宮古列島 

八重山列島 

沖縄諸島 

奄美群島 

吐噶喇列島 

大隅諸島 
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1．e．推薦地の範囲図 

 推薦地は、大陸島としての形成史を反映した生態系、多くの固有種や国際的な絶滅危惧種など優

れた自然環境を有する陸域を中心とした地域であって、厳正な法的保護規制のある範囲を推薦地と

した。推薦地の範囲を図 1-3～4 に示した。また、法的保護の規制状況を図 1-5 に示した。 

 

1．F．推薦地の面積 

○構成要素 4 地域の名称、地域、緯度経度、面積、緩衝地帯、合計面積（前掲の別表●） 

※推薦区域の決定後に具体的な面積や記述を追加して作成。 

 

推薦地の陸域の面積は、奄美大島が約●●km2㎡、徳之島が約●●km2、沖縄島北部が約●

●km2㎡、西表島が約●●km2㎡であり、これらの合計面積は約●●km2である。（1.dを参照）。 

いずれの島も有人島であるため、居住地等は推薦地に含めていない。奄美大島、徳之島、沖

縄島北部（やんばる 3 村）2、西表島における推薦地の占める割合はそれぞれ約●％、約●％、

約●％、約●％である。 

※以下、管理計画等の策定後に、緩衝地帯を設ける場合の範囲や管理計画が対象とする範囲等

について記述。 

 

 

                                                   
2 ここでは、推薦区域を含む国頭村、大宜味村、東村を指す。 
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○奄美・琉球の位置図（南西諸島レベル） ※作業中仮置き 

 

 

図● 南西諸島における推薦地 4 地域の位置図 
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○推薦地の範囲図（※図は仮置きで、今後の検討による。） 

 ※推薦区域等の決定後に具体的な区域線を表示して作成 

・遺産地域全体を示す 1/25,000 地形図（原図添付）。 

・遺産推薦地の境界と緩衝地帯を明確に示す。 

 

図● 推薦地の範囲（奄美大島、徳之島） 

（出典：国土地理院の数値地図 25000（地図画像）） 
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○推薦地の範囲図（※図は仮置きで、今後の検討による。） 

 ※推薦区域等の決定後に具体的な区域線を表示して作成 

・遺産地域全体を示す 1/25,000 地形図（原図添付）。 

・遺産推薦地の境界と緩衝地帯を明確に示す。 

 

図● 推薦地の範囲（沖縄島北部、西表島） 

（出典：国土地理院の数値地図 25000（地図画像）） 
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○法的規制状況図（※図は仮置きで、今後の検討による。） 

 ※保護担保措置の決定後に具体的な区域線を表示して作成 

・奄美大島及び徳之島にかかる保護担保措置の種類と区域を示す。 

 

図● 法的規制状況（奄美大島、徳之島） 

（出典：国土地理院の数値地図 25000（地図画像）） 
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○法的規制状況図（※図は仮置きで、今後の検討による。） 

 ※保護担保措置の決定後に具体的な区域線を表示して作成 

・沖縄島北部及び西表島にかかる保護担保措置の種類と区域を示す。 

 

図● 法的規制状況（沖縄島北部、西表島） 

（出典：国土地理院の数値地図 25000（地図画像）） 
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○管理計画の主な対象範囲（※今後の検討による） 
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2. 推薦地の説明 

2. a. 遺産の説明 

推薦地「奄美・琉球」を含む中琉球と南琉球の島々は亜熱帯海洋性気候に属し、いくたびか

の地史的な変遷をへて世界的にみても比類のない多様性に富んだ自然環境を呈している。 

中琉球と南琉球の島々は、推薦地の奄美大島や徳之島、沖縄島北部や西表島などに代表され

る新生代第三紀以前の古い地層を含み山地森林の発達した島々と、喜界島や沖永良部島、宮古

島などに代表される新生代第四紀琉球石灰岩に被われた比較的平坦で鍾乳洞や地下水系、海成

段丘などが発達した隆起サンゴ礁の島々で構成されている。 

近傍を黒潮が流れるこれらの島々は造礁サンゴに囲まれ、サンゴ礁生物の遺骸を起源とする

砂浜、河口域のマングローブ林、海浜植生、低地林、山地林などの多様な生態系で構成され、

さらには毎年通過する台風3による影響も加えて、それぞれの島や環境に応じた多様な自然的

景観を形成している。そして，北方系と南方系の動植物が混在し、多くの固有種、固有亜種が

生息する生物多様性に富んだ地域を形成している。  

  

 

2．a．1．地質・地形 

2. a. 1. 1. 奄美・琉球の地質・地形の概要 

推薦地を含む奄美群島と琉球諸島は、九州と台湾の間に位置し、北東から南西方向に弧状に

つながる長さ約 800km の島嶼群である。最も面積が大きいのが沖縄島で、以下、奄美大島、

西表島、徳之島と続く。 

推薦地は、奄美群島に属する奄美大島と徳之島、琉球諸島の沖縄諸島に属する沖縄島、琉球

諸島の先島諸島に属する西表島の 4 つの島である。最も面積が大きいのが沖縄島で、以下、奄

美大島、西表島、徳之島と続く。 

 

この弧状列島は琉球弧と称される島弧でユーラシアプレートの東端、フィリピン海プレート

との接点に位置し、フィリピン海プレートのユーラシアプレート下方への沈み込みに伴う地殻

変動などにより誕生した。琉球弧は奄美大島、徳之島、沖縄島及び西表島を通る外弧隆起帯と、

火山フロントに相当するトカラ火山列の 2 列の島列を持つ。外弧の東側には陸棚（前弧斜面）

が広がり、さらに東側には琉球弧に平行する琉球海溝があり、ここではフィリピン海プレート

が北西から西北西方向に年 4～6cm の速度でユーラシアプレートの下へと沈み込んでいる。琉

球弧の西側には背弧海盆である琉球内弧斜面がある。琉球内弧斜面は幅約 200km、長さ約

1,100km の海盆で、フィリピン海プレートの沈み込みにより生じたリフト帯である。琉球内弧

斜面の西側は東シナ海大陸棚となっている。これら平行的に分布する構造帯は典型的な島弧－

海溝系を形成している。 

                                                   
3 日本の気象庁では、南太平洋や南シナ海の熱帯海域に発生する熱帯低気圧のうち、中心付近の最大風速が秒

速 17.2m（34 ノット）以上に達したものを「台風」と呼ぶ。なお、世界の熱帯低気圧の名称は、「タイフー

ン（typhoon）」や「ハリケーン」などのように地域ごとに異なるが、その基準はいずれも秒速 64 ノット

（32.9m/s）以上であり、これは気象庁の「強い台風」以上に相当する。 
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琉球弧は、ジュラ紀～古第三紀にはユーラシア大陸の東縁にあり、太平洋プレートの沈み込

みにより形成された付加体が琉球弧の基盤を作っている。その後、中期中新世頃にフィリピン

海プレートがユーラシアプレート下方に沈み込むようになり、それによりリフト帯（琉球内弧

斜面）を生じて琉球弧が成立した。その後、琉球内弧斜面がさらに拡大し、台湾と琉球弧の間

に与那国海峡が形成された。その一方、琉球弧が南西方向へ引っ張られ、それにより、琉球弧

の一部が横ずれを伴う正断層により沈降し、トカラ構造海峡（トカラギャップ）とケラマ慶良

間海裂（ケラマギャップ）を形成した。 

 

トカラ構造海峡トカラギャップと慶良間海裂ケラマギャップの水深は 1,000m 以上、幅は

50km 以上あり、琉球弧を地質構造的及び生物地理学的に分断している。これにより琉球弧は

北から南へ北琉球、中琉球、南琉球の 3 地域に区分される。 

中琉球は、トカラギャップトカラ構造海峡から慶良間海裂ケラマギャップまでの地域で、奄

美群島と沖縄諸島が含まれる。主に、ジュラ紀から古第三紀の付加体や古第三紀の前弧海盆堆

積物、白亜紀から新第三紀の深成岩、後期中新世以降の海成層やサンゴ礁石灰岩、新第三紀か

ら第四紀の火山岩からなる。 

南琉球は、慶良間海裂ケラマギャップから与那国海峡までの地域で、先島諸島が含まれる。

主に、中生代の変成岩やジュラ紀の付加体、古第三紀の深成岩、中期中新世以降の海成層やサ

ンゴ礁石灰岩が堆積する。 

北琉球は大隅海峡とトカラギャップに囲まれる範囲で、推薦地外の屋久島や種子島等が含ま

れる。主に中新世の深成岩、古第三紀の付加体とオリストストローム、中新世の浅海成堆積物、

第四紀火山からなる。生物相は九州と共通する部分が多く、推薦地とは異なる。 
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図● 「奄美・琉球」周辺の海底地形図 

出典：「地震調査研究推進本部地震調査委員会（平成 16 年 2 月 27 日）、日向灘および南西諸島

海溝周辺の地震活動の長期評価について」より。日本近海 30 秒グリッド水深データ

（MIRC-JTOPO 30）を使用。 

 

ユーラシアプレート 

フィリピン海プレート 

トカラ構造海峡 

慶良間海裂 
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2．a. 1. 2.中琉球と南琉球の地形発達史 

 

＜図● 琉球弧の発達史を示す図を挿入＞ 

 

1）白亜紀（145～66Ma）～古第三紀（66～22.03Ma）～前期中新世（22.03～15.97Ma）4,5 

琉球弧の基盤岩は、主に白亜紀～前期中新世にかけて海洋プレートの沈み込みに伴って形成

された岩石である。この時期には、現在の琉球弧はユーラシア大陸の東縁にあり、大陸の一部

であった。南東側からは海洋プレートであるクラプレートが、続いて太平洋プレートが、ユー

ラシアプレートの下に沈み込んでおり、それに伴って付加体が形成された。また、この間に海

洋プレートの沈み込みに伴う変成岩の形成や花崗岩の貫入、火山活動等も起きた。 

なお、始新世（49-40Ma）にはフィリピン海盆が拡大し、フィリピン海プレートが接するよ

うになったが、プレートの沈み込みは起きず、地殻変動は静穏であったと考えられている。 

 

2）中期中新世（15.97～11.62Ma） 

中期中新世には、当地域はまだ大陸縁にあり、南琉球の周囲に浅海が広がる環境であった。

西表島などには、この頃に堆積した礫岩、砂岩、泥岩、砂泥互層を主体とし石炭層、砂質石灰

岩などを挟む八重山層群が地表や海底に分布する。八重山層群は、大陸棚上の内側陸棚以浅で

堆積を開始し、後期には汽水域から陸域へと浅海化したと推定されている。 

 

3）後期中新世（11.62～5.333Ma）～鮮新世（5.333～2.58Ma） 

この時期は、大陸縁から島弧へ移行する大規模な変動期である。 

当初、当地域は大陸縁にあり、現在の東シナ海から琉球列島一帯では沈降あるいは汎世界的

な海水準の上昇により、一部の陸地を残して海進が起きた。それにより、砂岩、泥岩、砂泥互

層からなる陸源性細粒堆積物を主体とする島尻層群が 9～2Ma 堆積した。その大半は鮮新世の

堆積物である。 

一方、この時期に、それまで大きな動きの無かったフィリピン海プレートが琉球海溝に沈み

込み始めた（6 あるいは 10Ma）。この沈み込みにより 6～3Ma 中新世後期～鮮新世には琉球内

弧斜面が開き始め、トカラ構造海峡トカラギャップと慶良間海裂ケラマギャップが形成され、

島弧が成立した。また、与那国海峡が形成されて与那国が台湾から分離したと推定されている。

6 

 

4）更新世（2.58～0.0117Ma） 

                                                   
4 Ma：地質年代の単位。1Ma＝100 万年前。 
5 （編注）各地質時代について、ISC による年代を記載。具体的年代を記すことで、記載した現

象がその年代に確実に起きたと読み取られる恐れがある。このように記載しても良いか、要確

認。 
6 各イベントについて地学的に確実に順序が判明していないので、ここでは順序を明確にせず、

2. a. 6. 地史と陸生生物の動向で推定として触れる。 
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更新世初期には、琉球内弧斜面の拡大がさらに進み、ユーラシア大陸からの土砂が琉球内弧

斜面にトラップされるようになった。また、与那国海峡の拡大も進み、黒潮が背弧側に流入す

るようになったと推定されている。このような環境の変化により、琉球弧周辺の海域では、泥

質堆積物（島尻層群）が堆積する環境から、陸源砕屑物供給量の減少と浅海化と共に浅海性生

物源堆積物の増加が起き、造礁サンゴの生育に適した環境へと変化したと推定されている。 

なお、奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島などの古第三紀より古い基盤岩の島は、この

時期は陸上であったと考えられる。 

約 1.8Ma 頃に背弧側に黒潮が流入するようになり、1.5～1.7Ma 頃から中琉球弧と南琉球弧

の多くの島にはサンゴ礁が形成されるようになった。 

この時期の堆積物はサンゴ石灰岩や浅海性砕屑物からなる琉球層群で、1.71～1.39Ma 頃に

堆積を開始した。更新世のうち 1.65～0.95 Ma 頃には、サンゴ礁の形成が局所的に始まり、そ

の後、琉球内弧斜面の拡大が進むにつれて形成域が広い範囲に拡大した。前期更新世の最後期

（0.95Ma）以降には、琉球弧の全域にサンゴ礁が広がり、海水準変動に応じて繰り返しサン

ゴ礁複合体堆積物が形成された。特に中琉球弧では中期更新世までの琉球層群が厚く堆積して

おり、中期更新世（0.41 Ma）以降の堆積物は、八重山列島を含めて広い範囲に形成された。 

 

2. a. 1. 3. 各島の地質・地形の特徴 

奄美群島と琉球諸島の島々は、形成過程、規模、形態などからいくつかのタイプに分けるこ

とができる。特に非火山性の外弧隆起帯の島に関しては、標高が比較的高く山地や丘陵地から

なる島と、標高が比較的低く島の頂部までサンゴ礁段丘が発達する島に大きく分けられる。こ

のうち、前者は島の形成年代が古く、島弧成立以前の生物群集の特徴を残している。推薦地の

4 地域島はいずれもこのタイプの島である。 

 

1）奄美大島 

奄美大島は、北北東の屋久島からトカラ構造海峡を挟んで約 200km、南西の徳之島から約

45110km の位置にある。 

奄美大島は、面積が 713km2で7、琉球弧の中では沖縄島に次つぐ大きな島である。最高所の

標高が 694m（湯湾岳）で起伏が比較的大きく、谷が入り組み、地形が複雑であるが、山稜部

には標高300m前後の浸食小起伏面が広がっている。島の周囲はリアス海岸が発達して複雑で、

海成段丘と低地はわずかに分布するのみである。海成段丘は島の北東部に分布しており、後期

更新世以降に東側が隆起して傾動している。 

奄美大島は主に中生代の付加体の岩石からなり、中新世以降の海成層やサンゴ礁石灰岩は殆

ど分布しない。島の西部はジュラ紀の付加体で、チャート、玄武岩、石灰岩、砂岩の岩塊と泥

岩基質からなる混在岩相の堆積物である。中部から東部は、泥岩、玄武岩類、砂岩、砂岩泥岩

互層、タービダイト等からなる白亜紀の付加体が広く分布する。笠利半島には始新世のタービ

ダイトを主体とする前弧海盆堆積物が分布する。 

                                                   
7 国土地理院の H25 全国都道府県市区町村別面積調より引用。以下各島同様。 
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2）徳之島 

徳之島は奄美大島の南西約 45km に位置し、南西の沖縄島から約 110km 離れている。その

間には沖永良部島（面積 94km2）があるが、最高所の標高は 246m と低い。 

徳之島の面積は 248km2で、最高所の標高は 645m（井之川岳）である。島の中部から北部

が山地で、その周囲の南部から西部にかけては低平な斜面が広く分布しており、海成段丘がよ

く発達する。 

山地とその周囲は、粘板岩や砂岩、玄武岩等を主体とする白亜紀の付加体と、それに貫入し

た白亜紀末～暁新世の花崗岩類が露出する。付加体の大半は花崗岩類の貫入により接触変成作

用を受けており、浸食されにくく島として残ったと考えられている。山地の周囲を取り囲むな

だらかな地域には、基盤岩のほか、標高 210m 以下には主に中期更新世に堆積したサンゴ礁複

合体堆積物（琉球層群）が分布する。 

 

3）沖縄島 

沖縄島は、徳之島の南西約 100km に位置し、南西の宮古島西表島からケラマ海裂を挟んで

約 400270km にある。 

沖縄島は面積 1,208km2の琉球弧最大の島で、北東から南北に細長く延びる形状をしている。

島の北部は山地と海成段丘が広く分布し、古第三紀までの基盤岩が露出するのに対し、南部は

主に島尻層群や琉球層群などの海成段丘からなり、北部に比べて標高が低く、離水時期が新し

い。 

推薦地は沖縄島の塩屋湾－平良湾を結ぶ線以北の地域である。 

沖縄島北部（やんばる）の地形は全体に起伏が大きく、谷が入り組んで複雑である。標高 400m

前後の主稜線が北東－南西方向に延び、最高所は中央に位置する与那覇岳付近で標高

503498m であり、沖縄島の最高所でもある。標高 240m 以下には数段の海成段丘が発達する。 

沖縄島北部やんばるの基盤岩の大部分を占めるのは主に白亜紀の付加体で、黒色片岩や千枚

岩、あるいは砂岩や砂岩泥岩互層からなる。また、北端北西側の辺戸岬や大宜味村の一部には

ジュラ紀の付加体である石灰岩ブロックなどが分布する。島南部や徳之島とは異なり、中新世

以降の海成層やサンゴ礁石灰岩は発達しない。 

 

4）西表島 

西表島は、北東の沖縄島から約 400km に位置し、東の石垣島から約 15km、日本の最西端

西側の与那国島から約 65km 離れた位置にある。 

西表島の面積は 289km2、最高所は標高 470m の古見岳で、東端の一部を除くほぼ全域が標

高 300～450m の小起伏面となっている。浦内川、仲間川等の河川は小起伏面の発達する山地

を削って樋状の深い谷を形成しており、その河口は潮の干満の影響を受け汽水域が発達し、マ

ングローブ林が分布している。島全体は山地で南岸は海食崖となっているが、河口付近の低地

のほか、島の北部から南東部には海成段丘が発達する。 
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地質は全般に東から北西方向に新しくなる。島の北東隅にはジュラ紀の変成岩や始新世の浅

海層と火山岩類が小規模に露出する。西表島の表層地質の大半を占めるのは、中新世（前期～

中期中新世）の浅海成～陸源性砕屑岩からなる八重山層群である。この他に、島の北部から南

東部にかけて段丘構成層として琉球層群が分布する。 
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2. a. 2. 気候 

 「奄美・琉球」の気候は、“亜熱帯海洋性気候”という亜熱帯地域としては稀な、いわれる湿

潤な気候が特徴である。夏は太平洋高気圧に支配された蒸し暑い晴天が多い一方で、く、熱帯

夜8が 3 ヶ月内外も続く。赤道付近の海上で発生する台風の主要経路にあたるため、多量の雨

がもたらされる。冬はシベリア高気圧の張り出しによって北～北東のモンスーンが卓越し、小

雨を交えた曇りがちの日が多い。夏と冬のモンスーンの交代が明瞭であり、その交代期には梅

雨と秋雨と呼ばれる長雨の時期が現れる。また、周囲を海洋に囲まれているため、気温の変化

が小さく、湿度が高い。台風の主要経路に当たっており、しばしばその影響を受ける。そのた

め推薦地は、亜熱帯地域に位置しながらも降水量は年平均 2,000mm を越え、が多いかなり多

い。また、周囲を海洋に囲まれているため、気温の変化が小さく、湿度が高い。このような気

候は、緯度的に亜熱帯に位置すること、長大なヒマラヤ山系を有するユーラシア大陸の東に位

置すること、年平均で陸地より 2～3 度高温な黒潮海流が周辺を流れている地理的条件を反映

している（山崎ほか編,1989; 沖縄気象台編,1998）。 

 

2. a. 2. 1. 湿潤な亜熱帯－モンスーンと黒潮の影響 

 地球上の気候帯は一般的に、熱帯、亜熱帯、暖温帯、冷温帯、寒帯に区分される。そのうち、

亜熱帯地域は熱帯から温帯へ移行する亜熱帯に位置し、温量指数9が 180～240 の間に分布する

といわれ、熱帯より高緯度側の南・北緯 20～30 度の間に位置する地域が含まれる。さらに、

降水量によって湿潤気候と乾燥気候に分けられるが、世界の亜熱帯地域の多くは中緯度乾燥帯

に相当し、降水量が少なく乾燥し、大部分が雨緑樹林、サバンナ、ステップ、砂漠などの乾燥

感想系列の植生森林に乏しく草原や乾燥帯となっている（清水，2014）（図 2-1）。 

 ユーラシア大陸の東岸は熱帯から亜熱帯、暖温帯を経て、寒帯までほぼ途切れることなく森

林が続いている。ユーラシア大陸東岸では、屋久島とトカラ列島の間で温量指数が 180 になり、

ここが亜熱帯の北限といえる。また、台湾とその南東の蘭嶼島の間で温量指数が 240 となり、

亜熱帯の南限といえる。奄美・琉球はこの温量指数が 180～240 の間に位置するとともに、年

間降水量が 2000mm 以上ある（図 2-1）。そのため、奄美・琉球では「温暖で湿潤な亜熱帯地

域」を反映して、世界的には稀な亜熱帯多雨林が発達している。これには近傍を流れる暖流の

黒潮とモンスーンが大きく影響している。 

「奄美・琉球」は温量指数が 180～240 の間に位置するが、近傍を流れる暖流の黒潮とモン

スーンが大きく影響し、年間降水量は 2000mm 以上に達する（図 2-21）。そのため、亜熱帯域

に多雨林が発達する、世界的にも稀で特異的な地域である。 

 

 

                                                   

 

 
9 植生の変化と気温との相関関係を表すための指標として、吉良（1945）が提唱した。月平均気温 5 度を基準

として、各月の平均気温の 5 度との差を累積する。平均気温が 5 度より高い月の累積が「暖かさの指数」で

あり、5 度より低い月の累積が「寒さの指数」である。これらを合わせて「温量指数」と呼ばれる。 
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図 2-1 推薦地と同緯度の世界の亜熱帯地域の植生景観（作成中） 

 

 

図 2-21 地球上の温度環境と降水量の分布（出典：堀田,1997 より作図） 

 

 「奄美・琉球」はユーラシア大陸の東側に位置し、夏は太平洋高気圧から吹き出す南寄りの

モンスーンが、冬は大陸高気圧から吹き出す北寄りのモンスーンが卓越している地域である

（図 2-2）。これは、ユーラシア大陸から北太平洋にかかる地域の気圧配置を見ると、海陸の熱

容量の違いにより、夏は大陸が早く暖まって低圧部となり、海洋からの風が吹くが、冬になる

と大陸が早く冷えて冷たい気団ができ、高気圧となって海洋へ冷たい気団が吹き出すためであ

る（高橋・宮澤,1980）。 

夏には、太平洋上を広く覆う北太平洋高気圧が発達し西太平洋方面へ張り出してくる。「奄

美・琉球」はこの高気圧の西の縁にあり、南東から南寄りのモンスーンが吹き、暖かく湿った

空気を運ぶため、夏には高温・多湿な気候となる（沖縄気象台（編）,1998）（図 2-2 右）。ま

た、太平洋の南の海上で発生した台風は北太平洋高気圧の南縁に沿って西へ進む。「奄美・琉

球」は、夏には北太平洋高気圧の西端にあたるため、台風の通り道になりやすい。日本本土の

台風接近数の平年値 5.5 回に対し、「奄美・琉球」は 7.6 回となっている（気象庁データ，1981

年～2010 年）。 

 一方、冬には、シベリア地方で激しい放射冷却によって冷やされた空気が溜まり、寒気団が

形成される。シベリアの南には東西に連なるヒマラヤ山系があり、これが障壁となって寒気を

滞留させ、強いシベリア高気圧が発達する。また、カムチャツッカ地方周辺海域ではアリュー

奄美・琉球 
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シャン低気圧が発達し、この両者が相まって西高東低の気圧配置が強まり、北寄りのモンスー

ンがもたらされる（沖縄気象台（編）,1998；山崎ほか（編），1989）（図 2-2 左）。 

 「奄美・琉球」では、島々の西側（東シナ海側）に暖流の黒潮が流れており、北寄りのモン

スーンが海洋上を渡る間に黒潮で暖められるため、冬も比較的暖かく最低気温は 10℃以上に

なり、ほぼ同緯度の福州と比べると 5℃近くも高く、より南に位置する香港と同程度になって

いる（沖縄気象台（編）,1998；山崎ほか（編）,1989；高良・佐々木,1990）（図 2-2）。 

さらに、春から夏への移行期に現れる特徴的な季節現象として、梅雨が挙げられる。「奄美・

琉球」では例年 5 月中旬から 6 月にかけての約 40 日間続く（山崎ほか（編）,1989）。5 月に

なると北太平洋高気圧の勢力が次第に弱まり、高温多湿な南西のモンスーンがインド洋から中

国南東部を経て「奄美・琉球」付近に流入するようになり、北の冷たい気団との境界に梅雨前

線が形成される。また、前線上を進む低気圧が東シナ海に進むと北太平洋高気圧の縁を回り込

んでくる暖かく湿った南東の気流も加わり、大雨がもたらされる（沖縄気象台（編）,1998）。 

      

図 2-2 「奄美・琉球」における夏季・冬季の気圧配置とモンスーンの関係。左：冬の気圧配置、

右：夏の気圧配置（出典：上：Yi, 2011 に追記。下：高良・佐々木,1990 をもとに作成） 
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2. a. 2. 2. 奄美・琉球の気温・降水量 

 推薦地は南北約 800km にわたり、東シナ海と太平洋の間に点在する 4 つの島からなり、い

ずれも亜熱帯気候に属する。 

 

表 2-1 推薦地の気温・降水と日本本土（東京）との比較 

 奄美大島 徳之島 沖縄島北部 西表島 
日本本土
（東京） 

年平均気温（℃） 21.6 21.6 20.7 23.7 16.3 

最暖月平均気温（℃）※1 28.7 28.2 26.7 28.9 27.4 

最寒月平均気温（℃）※1 14.8 14.9 14.5 18.3 6.1 

年平均降水量（mm） 2837.7 1912.3 2501.5 2304.9 1528.8 

年平均相対湿度（％）※2 74％ - - 79％ 62 

出典：気象庁データ，1981 年～2010 年 より作成。 

※1：最暖月は、推薦地は 7 月、日本本土（東京）は 8 月の値。最寒月は 1 月の値。 

※2：気象観測所の種別によって実施していない観測項目がある。 

 

推薦地内の奄美大島の年平均気温（気象庁データ，1981 年～2010 年）は 21.6 度であり、

最暖月（7 月）の平均気温が 28.7 度、最寒月（1 月）の平均気温が 14.8 度である。同様に、

徳之島の年平均気温は 21.6 度、最暖月（7 月）の平均気温が 28.2 度、最寒月（1 月）の平均

気温が 14.9 度、沖縄島北部の年平均気温は 20.7 度、最暖月（7 月）の平均気温が 26.7 度、最

寒月（1 月）の平均気温が 14.5 度、西表島の年平均気温は 23.7 度、最暖月（7 月）の平均気

温が 28.9 度、最寒月（1 月）の平均気温が 18.3 度である。 

推薦地の気温の特徴として、月平均気温が 20 度を超える月が 6～8 ヶ月あり、年平均気温は

約 21～24 度、真夏は平均約 27～29 度、真冬でも平均約 15～18 度と温暖で、気温の年較差が

少ないことが特徴（山崎ほか（編）,1989）である（表 2-1, 図 2-3）。また、海に囲まれた島嶼

の気象特性として、気温の年較差と同様に日較差が小さく、夜になっても気温が下がらないこ

とも特徴であり、る夏には熱帯夜10が 3 ヶ月程度続く。（山崎ほか（編）,1989）。 

推薦地の降水の特徴として、年間を通して平均的に降水があり、年平均降水量は約 1,900mm

～2,800mm であり、温暖多雨な日本本土（東京 1528.8mm）と比べても 380～1,300mm も多

い。そのうち特に、5 月中旬から 6 月下旬にかけての梅雨期と、7 月から 10 月にかけての台風

期に降水量が多く、梅雨期と台風期の合計降水量は、年間降水量の約 60％を占める（沖縄気

象台（編）,1998）。相対湿度は奄美大島で年平均 74％、西表島では 79％であり、日本本土（東

京 62%）と比べて 10％以上も高い（表 2-1、図 2-3）。 

 

推薦地内の降水量は、奄美大島が年平均 2837.7mm（1981 年～2010 年）で、同様に徳之島

が 1912.3mm、沖縄島北部が 2501.5mm、西表島が 2304.9mm と、日本本土（東京 1528.8mm）

                                                   
10  夕方から翌日の朝までの最低気温が 25℃以上になる夜のこと。 
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と比べて 380～1300mm も多い。相対湿度は奄美大島で年平均 74％、西表島では 79％であり、

日本本土（東京 62%）と比べて 10％以上も高い（図 2-3）。 

推薦地の降水の特徴として、年間を通して平均的に降水があり、そのうち特に、5 月中旬か

ら 6 月下旬にかけての梅雨期と、7 月から 10 月にかけての台風期に降水量が多く、梅雨期と

台風期の合計降水量は、年間降水量の約 60％を占めることである（沖縄気象台（編）,1998）。 
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図 2-3 4 地域奄美・琉球の月別平均気温（折れ線グラフ）と月別平均降水量（棒グラフ） 

出典：過去の気象データ検索 http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php から作

成。統計期間：1981～2010 年。島名横の（ ）は島内の測候所または地域気象観測所の名称。 

 

2. a. 2. 3. 台風の常襲地域 

 南太平洋や南シナ海の熱帯海域に発生する熱帯低気圧のうち、発達して中心付近の最大風速

が秒速 17.2m（34 ノット）以上に達したものを日本では「台風」と呼ぶ11。図 2-4 は 1850 年

代以降に記録された世界の全ての熱帯低気圧の発生地と移動経路を示したものである。世界の

熱帯低気圧のうち、フィリピンの東の海上からマリアナ諸島近海で最も勢力の強い（Scale4-5）

熱帯低気圧が発生し、その移動経路は日本の南海上に特に集中しており、「奄美・琉球」は世

                                                   
11 日本の気象庁は最大風速が秒速 34 ノット（17.2m/s）以上の熱帯低気圧を「台風」と呼ぶが、国際的には

最大風速が秒速 64 ノット（32.9m/s）以上の熱帯低気圧を「タイフーン（typhoon）」と呼び、これは気象庁

の「強い台風」以上に相当する。なお、世界の熱帯低気圧の名称は、「台風」や「ハリケーン」などのように

地域ごとに異なるが、その基準はいずれも秒速 64 ノット以上である。 
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界的にも強い勢力の熱帯低気圧（強い台風=typhoon）の常襲地帯の１つといえる。 

 図 2-5 は、1951 年以降の台風の年間発生・接近件数12と「奄美・琉球」への接近割合を示し

たものである。台風の発生件数は年により変動するが年間平均 26 件（最大 39 件，最小 14 件）

発生し、年間平均 12 件（最大 19 件，最小 4 件）が日本に接近する。「奄美・琉球」には発生

件数の約 30％（最大 52％，最小 13％）を占める、年間平均 7.6 件（最大 15 件，最小 3 件）

と、毎年高頻度で台風の来襲に晒されている。 

 

図 2-4 1850 年代以降に記録された世界の全ての熱帯低気圧の発生地と移動経路 

出典：Global Warming Art. 2006 年 10 月 7 日作成 http://www.globalwarmingart.com/ 

熱帯低気圧の移動経路のデータは、北大西洋と東太平洋は National Hurricane Center（アメ

リカ）、インド洋と北西太平洋は Joint Typhoon Warning Center（アメリカ）、南太平洋のハ

リケーン・カタリーナは Gary Padgett's April 2004 Monthly Tropical Cyclone Summary 及

びグアム大学の Roger Edson による。 

TD(Tropical Deplession)：風速 0-38mph（0-約 17m/s）, TS(Tropical Storm)：風速 39-73mph(約

17-33m/s)，Category1：風速74-95mph(約33-42m)，Category2：風速96-110mph(約33-49m/s)，

Category3：風速 111-130mph(約 49-58m/s)，Category4：風速 131-155mph(約 58-69m/s)，

Category5：風速>155mph(約 69m/s 以上) 

 

                                                   
12 気象庁では、台風の中心が鹿児島県の奄美地方、沖縄県のいずれかの気象官署から 300km 以内に入った場

合を「沖縄・奄美に接近した台風」としている。 
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図 2-5 台風の年間発生・接近件数と「奄美・琉球」への接近割合 

出典：気象庁・台風の統計資料より、台風の発生件数、全国の接近件数、沖縄・奄美への接近

件数をもとに作成。 

 http://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/statistics/index.html 

 

2. a. 2. 4. 雲霧帯の形成 

推薦地内の島々においても、標高や風向きの違いにより、様々な気候特性が局地的に表れる。

例えば、比較的標高の高い奄美大島などの山頂部では、雲霧帯林が成立する。これは、山地の

斜面には、斜面上昇流に伴って一定高度以上で空気中の水分が凝結して霧がかかりやすい地帯

が現れるからである。雲霧帯の下限高度は島嶼では比較的低く（岡，2004）、奄美大島（湯湾

岳，標高 694m）、徳之島（井之川岳，標高 645m）、沖縄島北部（与那覇岳，標高 503m）、西

表島（古見岳，469.5ｍ）が雲霧帯を形成する条件を有している。雲霧帯では常習的な霧の発

生を見るため湿度が高く、蘚苔類が多く、着生植物や木生シダが繁茂した、雲霧帯の独特な雲

霧林景観が形成されている。このような、個々の島の局地的な気候特性も、「奄美・琉球」の

特有な環境といえる。 
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○コラム：世界屈指の暖流・黒潮 

「奄美・琉球」の西側、ユーラシア大陸との間の東シナ海海域には、黒潮が流れている。 

黒潮は赤道の北側を西向きに流れる北赤道海流に起源を持ち、フィリピン諸島の東で北に向か

った北赤道海流が、地球の自転に伴うコリオリ力の緯度変化の影響を受けて強化されたもので

ある。その後、黒潮は台湾と西表島の間を抜け、東シナ海の陸棚斜面上を流れ、九州の南西で

方向を東向きに転じトカラ海峡トカラ構造海峡を通って日本南岸に流れ込む（図）。 

黒潮は北太平洋の北西部分に形成される世界屈指の強い海流であり、暖かい南方の海から暖

かい海水を運ぶため、代表的な暖流に分類される。黒潮の幅は日本近海では約 100km で、最大

時速は最大で 4ノット（約 2m/s）にもなる。正確な流量の見積もりは現在も困難であるが、概

算で一秒間に 2000 万～5000 万㎥の海水を運ぶとされている。黒潮は貧栄養であるため、プラ

ンクトンの生息数が少なく、透明度が高い。 

 

図 「奄美・琉球」の位置と周辺を流れる黒潮の流路（出典：環境省・日本サンゴ礁学会

（編）,2004） 

注：太い矢印線は黒潮の流路を表す。また、台湾北部から「奄美・琉球」の西側を経て九州・四国の南側にか

かる黒線は、サンゴ礁の発達に必要と考えられている、最寒月の平均水温 18℃の等水温線を表す。 
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2. a. 3. 植物 

※分かりやすくなるよう図を挿入することを検討中。 

推薦地は、熱帯から温帯へと移行する亜熱帯という気候条件、大陸島としての成立過程、ユ

ーラシア大陸の東縁に島が弧状に連なり、黒潮が近傍を流れ、渡り鳥の移動経路や台風の通路

の上にある等の地理的条件を反映して、植物の由来が多様である。推薦地の植物相は本来の琉

球要素（奄美群島及び琉球諸島が大陸の東岸をなしている時代から既に存在していたもの）に

加え、日本本土から南下した旧北区系の植物、ユーラシア大陸南東部要素（南中国地方から台

湾を通って侵入したもの）、マレーシア要素（マレーシア方面から台湾特に東海岸沿いに北上

してきたもの）が加わっており、さらに一部にオーストラリア要素、太平洋諸島要素が加わる

等、多様な由来を反映して植物の種数が多く、推薦地 4 地域島を含む中琉球と南琉球にはシダ

植物 300 種、種子植物 1,633 種が在来分布している（傳田・横田 2006）。うち固有種は 101

種、固有変種は 26 種とされ（初島 1975,1980；横田 2015）、南限種や北限種が多いことも特

徴である（堀田 2003）。 

また推薦地は、日本において植物の絶滅危惧種が最も集中する地域の 1 つとして保全上の重

要性が高い。 

 

2. a. 3. 1. 植生の特徴 

 推薦地の主要な自然植生は、湿潤な亜熱帯に成立した常緑の亜熱帯多雨林である。それらの

主体をなす山地の森林は、の上層を占める樹木にはブナ科のシイ類・カシ類、リュウキュウマ

ツのほかをはじめ、クスノキ科の高木もが多くみられ、日本本土の照葉樹林に似ている（相場

2011）。しかし、その林内には多くのヘゴやオニヘゴ、ルリミノキの仲間、それに亜高木的な

高さにまで生長するヤブコウジ属のいくつかの種が生え、イヌビワ属、オオバギなどの熱帯的

な高木も有していて、林内の植物景観はきわめて熱帯的である。一方、この地域の海岸ではマ

ングローブをはじめ、アダン、モモタマナ、テリハボク、サガリバナ、モクマオウ、オオハマ

ボウといった海岸性樹種が生育し、東南アジア熱帯の植生と似ている（堀田 1974, 吉良 1989）。

このように、低地では熱帯多雨林を特徴づける様々な種類（ヤシ類、木生シダ、絞め殺し植物、

マングローブ植物等）を含みながら、山地ではスダジイやオキナワウラジロガシを主体として

多くの常緑広葉樹を混成した照葉樹林が発達する本地域の森林を、ここでは「亜熱帯多雨林」

と呼ぶ。 

これら低地林内や海岸の熱帯系の植物は、海流によって運ばれるものか、鳥や風によって散

布されるものなど分散する速度が比較的速いものが多い。逆に山地のブナ科のシイ・カシ類の

高木はドングリなど海を越えたての種子散布移動がしにくい種はであり、低温で大陸や日本本

土と陸続きであったの古い時代から残っている植物と考えられており、オキナワウラジロガシ、

リュウキュウナガエサカキ、コバノミヤマノボタンなど固有種も多いいる（堀田 1974、吉良

1989、清水 2014）。 
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2. a. 3. 2. 各地域の植生 

1）奄美大島 

比較的標高の高い山をもつ島、高島で山地の多い奄美大島は、常緑広葉樹林が 60％を占

める。、20％近くを占めるあるリュウキュウマツ群落は、伐採後に植林されたものと天然

更新したものの割合はほぼ半々である（米田，準備中）。を加えると、島の 8 割以上が森

林であり、る。その内訳は薪炭や用材、パルプ用に伐採された後に成立したシイ・カシ萌

芽林などの二次林や、植林由来または伐採跡地等で更新したリュウキュウマツ林の割合が

高いが 7 割以上の面積を占めており、自然林はわずかである（表●）（林野庁九州森林管

理局 2012， 鹿児島県 2012）。ただし、中南部の山地にはスダジイ林を中心に自然林に

近い大面積の森林が集中しているおり、その代表的な森林はスダジイ林である。山地には

ケハダルリミノキ－スダジイ群集があり、それより標高の高い場所にはアマミテンナンシ

ョウ－スダジイ群集がみられる。島で最も標高の高い湯湾岳の山頂部では、アマミヒイラ

ギモチ－ミヤマシロバイ群集というこの地域特有の森がある。また、湧水のしみ出るよう

な岩礫地には木本性シダのヒカゲヘゴの群落があり、谷沿いや山麓の適潤地にはオキナワ

ウラジロガシの群落が点在している（宮脇編 1989, 501p）。 

 

2）徳之島 

徳之島は、高島に属しながらスダジイ林の山地を取り巻くように隆起サンゴ礁の台地が

あり、耕作地が発達している。常緑広葉樹林が約 30％を占める。で、16％を占めるリュ

ウキュウマツ群落はの 16％、伐採後に植林されたものと天然更新した自然林の割合はおよ

そ 3：7 である。を加えると島の 5 割近く約 45％が森林であり、耕作地の（45％）とほぼ

同割合となっている。また、奄美大島と同様、常緑広葉樹の自然林はわずかであり、森林

の大半は常緑広葉樹またはリュウキュウマツの二次林であり、一部が植林地である（表●）

（林野庁九州森林管理局 2012， 鹿児島県 2012）。 

奄美大島と同様に、低い山地にはケハダルリミノキ－スダジイ群集があり、それより上

にアマミテンナンショウ－スダジイ群集がみられ、最高点の井之川岳山頂にはアマミヒイ

ラギモチ－ミヤマシロバイ群集の森がある。また北部の天城岳付近や、井之川岳と犬田岳

の西側にはオキナワウラジロガシ群落があり、丘陵地の隆起石灰岩上にはアマミアラカシ

群落がみられる（宮脇編 1989 505p）。 

 

3）沖縄島北部（やんばる）地域 

沖縄島北部は、地元では古くから「やんばる（山原）」と呼ばれは、「山々が連なり森の広が

る地域」を意味する言葉だとされる。その範囲について明確な定義はないが、ここでは、ヤン

バルクイナをはじめとする多くの固有種が生息する森が比較的健全な状態で残っている沖縄

島北部地域の国頭村、大宜味村、東村の 3 村をやんばる 3 村と呼ぶ。やんばる 3 村地域の森林

は、温帯に特徴的な樹種と熱帯に特徴的な樹種が混生しており、スダジイが優占している（表

●）。 
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脊梁山地を中心とした山間部、中でも脊梁部東側の山域には、多くの固有種を育む林齢 50

年以上の森林が広く分布し、特有の森林景観を呈している。 

やんばる 3 村の植生区分をみると約 80％が森林となっている。面積的にはヤブツバキクラ

ス域自然植生の亜熱帯常緑広葉樹であるオキナワシキミ－スダジイ群集が全体の 41.6%を占

めており、やんばる 3 村中、面積が最大の国頭村に広く分布しているのが特徴である。次いで、

ヤブツバキクラス域代償植生のギョクシンカ－スダジイ群集(18.9％)、常緑針葉樹二次林のリ

ュウキュウマツ群落(12.3％)が占める。 

植生でみると、自然林はオキナワシキミ-スダジイ群集が大半を占めている。 

 

4）西表島 

西表島は島の約 90％が森林である。スダジイを中心とする亜熱帯常緑広葉樹林に広く覆わ

れ、河口に発達したマングローブ林とあわせると島の 70%がヤブツバキクラス域の自然植生に

覆われている。面積的には亜熱帯常緑広葉樹林であるケナガエサカキ‐スダジイ群集が全体の

67％を占めている。常緑広葉樹二次林が 8.3％、リュウキュウマツ群落は 9.6%である。 

「奄美・琉球」の島々の中では最も自然性が高く、マングローブも発達している。、海と陸

との生態系が連続して残っている貴重な島である。 

 

 

表● 奄美大島、徳之島、沖縄島北部（やんばる 3 村）、西表島の植生面積割合 

 
面積

（ha) 

植生による区分（％） 

常緑広

葉樹自
然林 

マング

ローブ
林 

常緑広

葉樹二
次林 

リュウキ

ュウマツ
群落 

落葉広

葉樹二
次林 

二次草
原 

タケ・サ
サ群落 

植林地 耕作地 市街地 その他 

奄美大島 81,255 6.5 0.0  55.2  19.9 5.0  0.5 0.0  0.8 5.6  2.4 4.1 

徳之島 24,777 3.5 0.0  25.2 16.4 0.9  0.1 0.0  0.2 45.0  6.0  2.7 

沖縄島北部 33,971 41.6 0.0  21.8 12.1 5.8  1.6 0.0  0.9 10.4  1.8 4.0  

西表島 28,927 66.6 3.0  8.3 9.6 3.4  0.3 0.3 0.3 2.7 0.6 4.9 

出典：第 6 回・7 回自然環境保全基礎調査（環境省）結果より GIS を用いて面積比を算出。 

奄美大島は、加計呂麻島、請島、与呂島等の周辺島嶼を含む。 

 

＜図 奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島の植生図を挿入＞ 

 

2. a. 3. 3. 特徴的な植生 

1）常緑広葉樹林 

推薦地で最も面積の広い植生は、高木層にスダジイの優占する常緑広葉樹林の自然林と二次

林である。これらは植物社会学的にはボチョウジ－スダジイ群団にまとめられ、自然林として

はケハダルリミノキ－スダジイ群集やオキナワウラジロガシ群集等があり、二次林にはギョク

シンカ－スダジイ群集がある（宮脇編 1989）。これらのスダジイの優占する植生は非石灰岩地

に成立しており、石灰岩地にはオオバギやアカギ等の多い別の特異な植物群落が形成されてい

る（宮脇編 1989）。やんばるのスダジイが優占する森林で行われた研究によると、このタイプ
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の森林は樹種の多様性が比較的高く（Ito 1997）、また谷や斜面と比較して尾根で木本種の多様

性と生産力が高いことが知られている（Kubota et al. 2004）。その理由として、この地域で頻

繁に通過する台風により（2. a. 2. 3.：図○参照）、尾根では頻繁にかつより強く攪乱を受ける

ため、高木層と亜高木層で樹種間の光をめぐる競争が回避され、多様な樹種が共存できるため

と考えられている（Kubota et al. 2004）。また徳之島の自然林を対象とした研究では、谷部の

林床植生は木本よりも草本、シダ植物、つる植物によって特徴付けられており、尾根と比べて

台風時の大雨による撹乱が谷でより大きいことが関係していると推測された（Yoneda in 

press）。 

 

 

2）雲霧林（奄美大島：湯湾岳、徳之島：井之川岳、沖縄島北部：与那覇岳） 

推薦地の中で、最も標高の高い奄美大島の湯湾岳（標高 694m）や徳之島の井之川岳（標高

644m）の海抜 600m 以下の山腹は、雲霧林的な森林であるアマミテンナンショウ－スダジイ

群集が見られる。この群落の群集構造は高木層に 13～20m 前後のスダジイが優占し、亜高木

層、低木層、草本層にショウベンノキ、フカノキ、モクタチバナ、シシアクチ、ボチョウジ、

ホルトノキ、コバンモチ、タブノキ、ヒメユズリハなど多数の常緑広葉樹林構成要素からなる

4 層構造を示している。この付近は雲霧帯のため林内の湿度が高く、樹上にアマミヅタ、アマ

ミアオネカズラ、コゴメキノエラン等の特殊な着生植物を産する。草本層はカツモウイノデ、

コバノカナラワラビ、リュウビンタイ等のシダ植物やアオノクマタケラン、フウトウカズラ等

が高密度に生育している（宮脇編 1989）。 

 同様に、沖縄島で最も標高の高い与那覇岳（標高 503498m）の山頂付近も、年間 3000mm

以上の豊富な降水量に恵まれた雲霧林がある。高木層はスダジイが高い植被率で優占し、空中

湿度の高さを反映して、蘚苔類や着生、地生のラン科やシダ植物が大変に豊富な森林となって

いる（宮城 1990、蒔田 1998）。 

 また、奄美大島の湯湾岳と徳之島の井之川岳の頂上付近では、気温条件は暖温帯であるため、

少数だが屋久島や本州・九州とも共通する温帯系の種が生育している。ヒメカカラやヤクシマ

スミレはどちらも屋久島と湯湾岳に見られ、ヤクシマスミレは徳之島の井之川岳にも分布する

（堀田 2002）。京都でただ１回だけ採られたカミガモソウが湯湾岳の頂上付近でも確認された

ことがあり、日本では紀州から九州に見られるシソバウリクサが湯湾岳と井之川岳の頂上付近

に見られる（初島 1975、初島 2004）。 

 

3）渓流植物 

湿潤熱帯では頻繁に雨が降るため、河川は周期的に増水と減水を繰り返す。増水時の高い

水位と減水時の低い水位との間にある川床と川岸は一時的にではあるが周期的に冠水する。

そのような場所は渓流帯と呼ばれ、水位の高低差は熱帯では 2～3m もある。推薦地には、集

水域が比較的小さい島嶼であるにも関わらず、頻繁に降る雨によって熱帯の規模に近い渓流

帯が存在する（加藤 2003）。 
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そこに生育する植物は渓流沿い植物または渓流植物（Rheophyte）と呼ばれる（堀田 2002、

加藤 2003）。これらは急激な降水時のときは激流にもまれ、減水すると乾燥する特殊な環

境に適応した植物たちである（堀田 2002）。渓流植物には、葉が細長くあるいは小さくなっ

て水流の抵抗を少なくしたり、根や根茎でしっかりと岩に付着したり、泥水が早く乾くよう

に葉の毛が少なくなるなど、渓流の環境で生活するのに適した特徴をもつものが多い（横田

1997）。 

渓流帯の植生として、沖縄本島北部と西表島ではやや被陰された岩上に張りつくように小

型で短茎なサイゴクホングウシダ－ヒメタムラソウ群落が知られる。その他にも西表島の滝

や断崖でみられるシマミズ－ヒナヨシ群集、国頭山地の川岸の岩上にツツジ科や常緑の低木

からなるケラマツツジ－リュウキュウツワブキ群落等が知られている（宮脇編 1989, 宮城 

1990）。 

 また、奄美大島の住用川流域は渓流型植物であるアマミスミレ、ヒメミヤマコナスビ、ア

マミアワゴケ、アマミクサアジサイ、ヒメタムラソウ、コビトホラシノブ、アマミデンダの

生育地となっている。これらの植物は生育地が住用川流域のみ、またはその他数ヶ所に限ら

れ、絶滅が危惧される植物である（堀田 2002）。その他にも推薦地琉球列島には渓流型植物

のには固有種が多く知られている。沖縄島北部のオリヅズルスミレやクニガミトンボソウは

遺存固有種であり、ヤエヤマトラノオ、リュウキュウツワブキ、ナガバハグマ、テリハヒサ

カキは祖先種が渓流帯に侵入してこの地域であらたに渓流型植物として進化した種と考えら

れている（横田 1997）。 

 

4）マングローブ林、湿性林（サガリバナ、サキシマスオウノキ） 

 マングローブとは熱帯や亜熱帯の海岸や河口で、泥湿地で塩水の影響を受ける場所に生育す

る特殊な植物の集団を意味する（中須賀 1995）。マングローブは熱帯アジアに中心のひとつ

があり、東南アジアから東アジアを北上して琉球列島奄美群島及び琉球諸島まで分布する。奄

美大島の住用川河口にあるマングローブ林は、まとまった面積のものとしては、北限のマング

ローブ林と言える。また西表島の仲間川、浦内川、後良川等の河口にもマングローブ林が発達

している。琉球列島奄美群島及び琉球諸島のマングローブ林は、熱帯アジアのものと比較して、

種組成の単純化、構造の矮小化が認められるが、細かな立地や動的な影響に対応した多様な変

化が見られる（宮脇 1989）。 

 奄美大島の住用川河口のマングローブは大部分がメヒルギ群落であり、部分的にオヒルギの

優占する群落も見られる。一方、西表島のマングローブはヤエヤマヒルギ群集が流水辺に位置

して帯状に分布し、その背後にオヒルギ群集が連続した林冠を構成している。マングローブ林

よりも陸側にある湿地では、熱帯から亜熱帯までの湿潤な沖積低地に分布するサガリバナ（サ

ガリバナ科）や巨大な板根を伴ったサキシマスオウノキ（アオギリ科）の群落がある。西表島

においては、河川の満潮時や降雨時に林床が冠水するような凹地にはサガリバナ林が、常に水

面から突出した微高地にはサキシマスオウノキ林が生育するといったモザイク状の配置をみ

ることができる（宮脇 1989）。 
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図● 推薦地の植生（奄美大島） 

出典：環境省，第 6 回・7 回自然環境保全基礎調査（植生調査）
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図● 推薦地の植生（徳之島） 

出典：環境省，第 6 回・7 回自然環境保全基礎調査（植生調査） 
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図● 推薦地の植生（沖縄島北部） 

出典：環境省，第 6 回・7 回自然環境保全基礎調査（植生調査） 
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図● 推薦地の植生（西表島） 

出典：環境省，第 6 回・7 回自然環境保全基礎調査（植生調査） 
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2. a. 3. 4. 植物相 

1）植物の種数と由来 

琉球列島の奄美群島及び琉球諸島以南の島々に産する植物の目録（初島・天野 1994）から、

この地域にはシダ植物 300 種、種子植物 1633 種が在来分布するとされる（傳田・横田 2006）。

この地域の植物相の主体をなすものは、①「奄美群島及び琉球諸島」が大陸の東岸をなしてい

る時代から既に存在していたもの（本来の琉球要素）と、②南中国方面から台湾を通って侵入

したもの（ユーラシア大陸東南部要素）である。これに、③一部、③日本本土から南下したも

の（特に旧北区系の植物）と、④マレーシア方面から台湾とくに東海岸沿いに北上してきたも

の（マレーシア要素）が加わっており、さらにごく一部に、⑤太平洋諸島要素および、⑥オー

ストラリア要素が関与していると考えられる（初島，1975）。 

 これらのうち、②ユーラシア大陸南東部要素としては、中国南部から日本本土まで分布する

サツマイナモリ（アカネ科）は、分子系統地理学的研究により、台湾から南琉球を経て遺伝子

を変化させながら九州を通って本州まで到達したことが明かになっている（Nakamura et al. 

2010）。同様な傾向はアセビ属（Setoguchi et al. 2008）、オカトラノオ属コナスビ類

（Kokubugata et al. 2010）、シシンラン属（Kokubugata et al. 2011）などでも見られる。 

 ③日本本土から南下した旧北区系の植物は、氷期の気温低下時に南下してきた種が、後氷期

の気温上昇後も奄美群島及び琉球諸島に遺存したものと考えられる。ユズリハ（ユズリハ科）、

ヒメカカラ（サルトリイバラ科）、オオシマノジギク、シュウブンソウ、コメナモミ（キク科）、

オオシマガンピ（ジンチョウゲ科）、ナンバンキブシ（キブシ科）、アマミヒトツバハギ（ミカ

ンソウ科）、シラキ、アマミナツトウダイ（トウダイグサ科）、アオヤギソウ（シュロソウ科）、

ヌスビトハギ（マメ科）、サイヨウシャジン（キキョウ科）、ヤエヤマネコノチチ、ナガミクマ

ヤナギ（クロウメモドキ科）、ウケユリ（ユリ科）などがある（初島,1975：堀田,2003b）。 

④マレーシア要素には、コウトウシュウカイドウ（シュウカイドウ科）、ニッパヤシ（ヤシ

科）、ヤエヤマヒルギ、メヒルギ（ヒルギ科）、エナシシソクサ（ゴマノハグサ科）、ヤエヤマ

ハマゴウ（クマツヅラ科）、ヤナギニガナ（キク科）、サキシマハブカズラ、ヒメハブカズラ（サ

トイモ科）、ハナシテンツキ（カヤツリグサ科）、ナンバンカモメラン（ラン科）などがある

（Nakamura et al. 2014， Sugai et al. 2015， Ng W. L. et al. 2015，Sheue et al. 2003，Giang 

et al. 2006, 沖縄県自然保護課 2006） 。 

また、陸地や大陸島に沿った分布の拡大ではない⑤太平洋諸島要素にはハテルマカズラ（シ

ナノキ科）、ヒロハサギゴケ（キツネノマゴ科）等がある（初島 1975）。また⑥オーストラリ

ア要素には、コケタンポポ（キク科）、アマミカタバミ（カタバミ科）、マルバハタケムシロ（キ

キョウ科）、イトスナヅル（クスノキ科）、ケスナヅル（クスノキ科）、イゼナガヤ（イネ科）

等、赤道を挟んで同種あるいは近縁種が琉球列島奄美群島及び琉球諸島とオーストラリアとの

間で隔離分布を示すものがある（Nakamura et al. 2012）。そのうち、コケタンポポとマルバ

タケムシロについては、最近になって分子系統学的分析によりオーストラリアに固有な近縁種

との間で単系統であることが証明された（Nakamura et al. 2012, Kokubugata et al. 2012）。

琉球列島奄美群島及び琉球諸島とオーストラリア東部は、渡り鳥の飛行ルート上に位置してお
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り、渡り鳥により種子が付着散布されたと推測されている。 

 このほか、沖縄島北部固有の腐生植物のホシザキシャクジョウ（Oxygyne shinzatoi）が属

する Oxygyne 属（ヒナノボンボリ属）は、アフリカと日本に極端に隔離分布する 3 種で構成

される。分子系統学的研究や染色体数の知見から、ホシザキシャクジョウはタヌキノショクダ

イ族の単型族（monophyletic group of tribe Thismieae）に属し、その中でも祖先的な状態で

あることが分かってきた（Yokoyama et al. 2008）。 

 

2）南限種と北限種 

 また、奄美群島及び琉球諸島は亜熱帯からと暖温帯への気候上の移行する亜熱帯帯に位置し

ているため、この地域内で分布が終わる南限種や北限種が多く（表○）、生物分布の地理的移

行帯となっている（堀田 2003b）。宮古・八重山列島及び奄美大島が北限となっている植物が

多く、南方から北上した植物の多くが宮古・八重山列島と奄美大島で止まっている。逆に沖縄

島はが南限の植物が多く、日本本土から南下した植物が沖縄島で止まっている。そのため、分

布の障壁となる線が宮古・八重山列島と沖縄島、奄美大島と屋久島・種子島の間に想定されて

いた（島袋 1990）。 

 

 

表○ 「琉球諸島」における北限種と南限種の種数（島袋、1990） 

地域 地域 種数 

北限種 

奄美大島 132 

沖縄島 54 

宮古・八重山列島 127 

南限種 

奄美大島 20 

沖縄島 73 

宮古・八重山列島 26 

初島（1975）琉球植物誌（追加・訂正版）から集計 

 

3）植物相に地史と環境が及ぼした影響 

 九州のすぐ南にある屋久島・種子島から奄美群島及び琉球諸島奄美・琉球地域にかけて連な

る琉球列島南西諸島は、中新世後期以降に生じた 2 つのギャップ、すなわち悪石島と小宝島の

間にあるトカラ構造海峡、及び久米島と宮古島の間にある慶良間海裂（以下、トカラギャップ

及びケラマギャップ）により、北琉球、中琉球、南琉球に区分される。列島内の主要な 26 島

に分布する 1,815 種の種子植物の有無に基づいて、植物相の分化パターンパタンがこれら 2 つ

の地史的なギャップにより説明されるか解析したところ、大局的には北琉球、中琉球、南琉球

の間で植物相の分化が認められた（Nakamura et al. 2009，中村 2012）。また一方で、地理

的に遠い島間では種の類似度が低く、面積差の大きな島間では種の類似度が高いことが示され

た。（距離が遠い島間では環境の違いが大きく、また生物が島間の障壁を超えて拡散すること

が難しくなるため。また、狭い島では環境が単純で特殊な環境に生育する植物が分布しないこ
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とから、近隣の広い面積の島の植物相の部分集合になるため）。そのため、琉球列島奄美群島

及び琉球諸島の植物相の種分化パターンパタンは、ギャップ形成の地史だけではなく、現代の

環境要因も考慮すれば、より理解しやすいとされた（Nakamura et al. 2012）。 

 さらに、26 島に生育する 513 種の木本植物を用いて、過去に植物の分散を妨げた地理的な

障壁が系統関係を考慮に入れた島嶼間の種組成の違い（系統的な β 多様性）に及ぼした影響に

関する解析が行われた（Kubota et al. 2011）。各々の植物が有する分散能力や環境耐性等の特

性は種の系統により決定されており、過去に植物の分散を妨げた生物地理学的なイベントは、

島嶼内の系統的な β 多様性の構造に反映されていると考えられるためである。その結果、各島

嶼の系統的な β 多様性のパタンパターンは、トカラ構造海峡トカラギャップと島間の地理的な

距離に最も影響を受けており、それらが各島嶼における現在の植物相の系統的な構造に反映さ

れていることが示された（Kubota et al. 2011）。 

 

2. a. 3. 5. 進化の舞台としての琉球列島奄美・琉球 

 地史で説明したように、琉球列島奄美群島及び琉球諸島はかつて大陸の辺縁部を構成してお

り、島として地理的な独立は琉球内弧斜面が形成された後のことである。そのため、大陸から

多くの豊富な植物相を受取り続け、その一部は隔離された環境下でこの地域だけに生き残り

（残存・遺存固有）、あるいは分化して新しい固有種を生み出したと考えられる（堀田 2003a）。

琉球列島奄美群島及び琉球諸島の固有種や固有変種の数は、どの集団を別種、別亜種にするか、

あるいは区別しないかといった様々な立場があるためはっきりしないが、概算的に見れば、各

島嶼域に生育する植物の 7～10%が固有な分類群と考えられている（堀田 2003b）。 

 

１）遺存固有種 

 前述の「植物の種数と由来」で述べた、①「奄美群島及び琉球諸島」が大陸の東岸をなして

いた時代から既に存在していたものには、島嶼化に伴い地理的に長期間隔離されて固有化した、

近隣地域に近縁種が分布しない遺存固有種がよく見られる。 

例えば、奄美大島の固有種で小型のシダ植物であるアマミデンダ、奄美群島で特に種分化が

著しいウマノスズクサ科のカンアオイ類、沖縄島北部に固有なラン科のクニガミトンボソウと

オリヅルスミレ、サトイモ科のアマミテンナンショウ等が該当すると考えられている。アマミ

テンナンショウは付属体の形態から原始的なテンナンショウ属植物を代表する種と考えられ、

その近縁種は中国大陸南部にのみ知られ、著しい隔離分布をしている（堀田 2013）。この種は

奄美大島、徳之島、沖縄島にのみ知られ、それぞれ亜種として認められる 3 つの地理的分化が

存在する（邑田 1985, 堀田 2013）。近年は、スミレ科のアマミスミレ（Nakamura et al. 2015）、

アカネ科のアマミイナモリ（Nakamura et al. 2007）等が、分子系統学的解析によって遺存固

有種であることが明らかにされている。 
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○カンアオイ類の例13 

ウマノスズクサ科のカンアオイ属は東アジア照葉樹林帯、とくに日本列島で多くの種を分化

させている。その中でも琉球列島には特徴的な多くの種が分布している。各島に分布するカン

アオイ属は奄美大島及び近隣 2 島（加計呂麻島、請島）から 8 種、徳之島から 4 種、沖縄島か

ら 2 種、石垣島から 1 種、西表島から 3 種が知られている（堀田ほか 2005，前田 2012，

Sugawara 2012）。このうち、奄美群島はカンアオイ類の種数が特に多い地域と言える。奄美

大島と近隣 2 島にはオオバカンアオイ、フジノカンアオイ、ミヤビカンアオイ、カケロマカン

アオイ、グスクカンアオイ、トリガミネカンアオイ、アサトカンアオイ、ナゼカンアオイが分

布する。また、徳之島にはオオバカンアオイ、ハツシマカンアオイ、タニムラアオイ、トクノ

シマカンアオイが分布する。これらは全て奄美群島に固有な種で、オオバカンアオイを除くと、

近縁と推定される種が周辺地域には知られておらず、奄美群島に遺存的に生き残った固有種で

ある。堀田ほか（2005）は、奄美群島及び琉球諸島におけるカンアオイ類の種分化について、

島弧の形成史との関連から次のように考察している。 

 

第１段階：琉球内弧斜面形成以前 

更新世の初期（2～1.5Ma 頃）には、沖縄諸島地域には温帯系のスギが生育するような高い

山々があり、南方系の植物群も生育していたことが花粉分析の結果で知られている。この時期

には琉球内弧斜面の形成が開始されたが、現在の「奄美・琉球」はまだ大陸の東縁に位置し、

低地には亜熱帯環境を有する温暖で湿潤な海岸山脈が形成されていたと考えられる。 

 

第２段階：島嶼化に伴う分布の分断化 

琉球内弧斜面の形成とともに琉球弧が東へ押し出され、島嶼化が進行するとともに、当時の

大陸東縁に分布していたカンアオイ類は、各島嶼域に孤立した分布状態となった（図●）。こ

の地理的な分断により、各島嶼域に特徴的な種が分化したと考えられる。 

 

第３段階：各島内での分化 

奄美群島の中で、奄美大島、徳之島は島の標高が高く、面積も大きいため、島内で生態環境

の多様性がある。各島嶼に孤立化したカンアオイ類は島内で多様に異なる環境条件（例：標高、

湿度、風当たり等）に適応し、島内での種分化が進んだと考えられる。 

例えば奄美大島では島の西側と東側と特徴的な分布が見られる。奄美大島の中部の東側はグ

スクカンアオイやトリガミネカンアオイの分布圏になっており、カケロマカンアオイもこの地

域から請島にかけて分布している。これに対して、ミヤビカンアオイは島の西部が主な分布圏

                                                   
13 （編注）カンアオイ類の種分化については、堀田満先生が近縁種の分布や分散能力から推定したストーリー

なので、分子系統で研究している首都大学牧野標本館の菅原敬先生に 2 月 4 日にヒアリングを行った。国立科

学博物館筑波実験植物園の奥山雄大氏が RAD-seq 法を用いて日本と台湾、中国、北米のカンアオイ類の超高

解像度系統解析を行い、形態や地理的分布情報を含めて，その系統の全体像が見えてきたところ。琉球列島で

は、奄美大島と徳之島に生育するカンアオイ類は島で独自に分化した可能性が高い。系統樹を含む詳細は、日

本植物分類学会第 14 回大会（3 月 6～8 日、福島大学）で発表されており、今後、論文として発表予定。 
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になっている。またオオバカンアオイは奄美大島中部から北東部に分布し、住用川を隔てた南

東部に分布を欠いている（前田 2012）。フジノカンアオイは島の北部の低地から中部、西部の

山地を中心に広く分布し、花の形態や開花期について島内で多様な変異が見られ、地理的・生

態的な分化が進行しているように見え、現在も活発に進化していると考えられる。 

 

 

図● 上：琉球内弧斜面形成以前のカンアオイ祖先種の連続的な分布。下：琉球弧の島嶼化と

カンアオイの分布の分断による現在の分布状況（種名の下線は複数の島に分布する種）（堀田, 

2005 を元に一部改変） 

オオバカンアオイ祖先種の
東北方向への分布拡大

連続分布をしていた南西諸
島カンアオイ祖先種たち

中部琉球陸塊

南部琉球陸塊

琉球列島域の東方への移動
琉球内弧斜面の形成

屋久島・種子島
クワイバカンアオイ
ヤクシマカンアオイ

トカラ列島
トカラカンアオイ

奄美大島
ミヤビカンアオイ
フジノカンアオイ
グスクカンアオイ
オオバカンアオイ
トリガミネカンアオイ
カケロマカンアオイ

徳之島
ハツシマカンアオイ
タニムラカンアオイ
オオバカンアオイ
トクノシマカンアオイ

沖縄島
オナガサイシン
ヒナカンアオイ
未記載種1種

西表島・石垣島
オモロカンアオイ
エクボサイシン
モノドラカンアオイ
ヤエヤマカンアオイ
サイハテカンアオイ
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２）日本本土から南下した温帯系植物の固有化 

 琉球列島は鮮新世から更新世までの氷期・間氷期における海面の下降・上昇によって、陸橋

の形成と島嶼化を繰り返したと考えられており、同時に植物も分布の拡大と縮小、島内への隔

離を繰り返したとされる（瀬戸口 2001, 瀬戸口 2012）。島に隔離された植物は新しい環境に

適応し、独自の遺伝構造を蓄積することで種の分化が進む（瀬戸口 2012）。 

例えば、前述の「植物の種数と由来」で述べた、「③日本本土から南下した植物」は、寒冷

な時期（氷期）の海面低下に伴って分布が南下した温帯系の植物がは、温暖な時期には島に隔

離され生育場所も狭くなることから、生存競争にさらされ淘汰が進むが、氷期以降も標高の高

い島では山地が避難場所となってで温帯系の植物が生き残り、固有種として独自の進化を遂げ

たものと考えられる。りやすい。琉球列島奄美群島及び琉球諸島はこのような温帯系の植物が

亜熱帯環境に適応しつつある状況をみることができる地域である（大場私信）。例えば、奄美

大島群島の固有種であるオオシマノジギクは、瀬戸内地方から九州南部まで分布するノジギク

から分化した例、また、奄美大島固有種のアマミナツトウダイは、北海道から九州の鹿児島県

北部まで分布するナツトウダイから分化した例と考えられ、外見はよく似ているが染色体数が

異なっているた。こうした琉球列島内の固有種は温帯系の植物が固有種に進化した例と考えら

れる（堀田 2003b）。 

 

３）最終氷期以前に熱帯から北上していた植物の避難場所 

また、南西諸島の熱帯系の植物は、最終氷期以降に分布を拡大してきたと見なされるものが

多い中で、まだ事例は少ないものの、最終氷期以前に既に南琉球に分布を確立していた種が、

南琉球を避難場所として最終氷期を生き延びた可能性も示唆されている。Nakamura et al.

（2014）は、フィリピン北部のバタン・バブヤン諸島、台湾のランユウ島とルタオ島、南琉球

の西表島と与那国島の固有種であるコウトウシュウカイドウの DNA 塩基配列とマイクロサテ

ライトの遺伝子型の解析から、南琉球が最も遺伝的多型が高く、最終氷期にも島嶼間を移動（分

布の南下）せず、各島嶼で長期間にわたり個体群の生存が示唆されたと報告している。本種と

同様な分布パターンを示す熱帯系植物も多く、その背景として、近傍を流れる黒潮が最終氷期

の間も暖かく湿った空気をもたらし、熱帯系の植物種の生存に重要な影響を与えたと考えられ、

同様な研究の蓄積が、第四紀における熱帯アジアの島嶼生物群系の緯度勾配による変化や、東

アジアの植物相における熱帯系要素の起源について重要な知見を提供すると考えられる

（Nakamura et al.，2014）。 

 

４３）浸透性交雑 

 最近の分子系統学的解析により、別種間の交雑によって新しい種が生じている例が確認され

ている。推薦地の「奄美・琉球」のように面積が狭く閉鎖的な島嶼環境では、異なる生育環境

が隣接してモザイク状に配置していることが多い。こうした“箱庭的”環境下では、生育環境が

異なる等の理由で生態的に隔離されていたはずの種同士が二次的に接触する機会も多くなり、
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るしばしば雑種が形成される。その雑種が両親と戻し交雑して遺伝的交流が行われる浸透性交

雑による種分化が起こりやすい（傳田・横田 2006,横田 2015）。 

例えば、九州以北の地域では、海岸の砂浜に生育する海浜植物のハマニガナと田の畔や小川

のほとりに生育するオオジシバリが出会うことはない。しかし、奄美群島及び琉球諸島琉球列

島ではオオジシバリが海岸の砂浜に普通に生育している。両者の間で交雑した結果、雑種のミ

ヤコジシバリが生じたことが染色体数と分子マーカーを用いた検証によって明らかになった

（Denda & Yokota 2004, 傳田・横田 2006）。 

同様に、葉緑体 DNA と核 DNA を用いた分子系統学的解析から、奄美大島に固有なアマミ

ヒイラギモチと石垣島と西表島に固有なナガバイヌツゲが交雑したことにより、アマミヒイラ

ギモチからナガバイヌツゲへの遺伝子の浸透が生じた可能性が考えられた（瀬戸口 2012）。 

 

 

2. a. 3. 6. 絶滅危惧植物の保全において重要な地域 

推薦地は、日本で絶滅危惧植物が最も集中する地域の 1 つとして、保全上状の重要性が傑出

している。 

日本には約 6,000 種の維管束植物（亜種・変種を含めると 8,000 種以上）が生育しており、

そのうち約 36％の約 2,900 種（亜種・変種を含む）が固有種である（環境省生物多様性セン

ター，2010）。このうち奄美群島及び琉球諸島には 1,933 種が生育し（傳田・横田 2006）、初

島（1975）によると、121 種が「奄美・琉球」の固有種と考えられる。 

また、環境省（2012）のレッドリストでは、約 7,000 種（亜種・変種を含む）の維管束植物

を評価対象として、1,779 種（約 25％）が絶滅危惧種に選定されている。このうち、推薦地を

含む 4 島では 299 種（奄美群島以南の中琉球・南琉球で 361 種）が絶滅危惧種に選定されて

おり（表●）、日本の国土面積の約 1％に過ぎない地域にで絶滅危惧植物の約 17％が集中して

いる。 

環境省が国立環境研究所や九州大学等の研究グループと実施した、環境省レッドリスト掲載

種を対象とした絶滅リスク評価に関する研究では、推薦地の「奄美・琉球」は、日本の維管束

植物の保全上最も非代替性が高く、効率的な保全を行う際の重要性が高い地域として、既登録

地の小笠原諸島や屋久島とともに抽出されている（環境省，2011；Kadoya et al., 2014）。 

 

表● 推薦地の絶滅危惧種（環境省レッドリスト CR, EN, VU）の種数 

 日本全体 

 

中・南琉球 推薦地を含む4島 

  奄美大島 徳之島 沖縄島 西表島 

CR 519 194 146 50 25 62 72 

EN 519 87 77 29 16 40 40 

VU 741 80 76 29 22 44 49 

計 1779 361 299 108 63 146 161 
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図● 日本の全ての絶滅危惧種（維管束植物）の効率的な保全に寄与する地域（環境省，2011） 

環境省レッドリストに掲載されている維管束植物の内、分布情報が利用可能な 1,219 種につ

いて相補性解析を 100 回繰り返した場合に、優先的に保護すべき地域として選ばれた回数。2 

次メッシュ（10km×10km）の値は 100 回中選ばれた回数を示しており、回数が多い（紫色）

ほど、非代替性が高く、保全対象の効率的な保全を行う際の重要性が高い場所と考えられる。 

屋久島 

（既登録地） 

小笠原諸島 

（既登録地） 

推薦地「奄美・琉球」を含む 
奄美群島と琉球諸島 
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2. a. 4. 動物 

※分かりやすくなるよう図を挿入することを検討中。 

推薦地の「奄美・琉球」を含む奄美群島および琉球諸島は、ユーラシア大陸の東端が琉球内

弧斜面形成によって“大陸のかけら（continental fragments）”として14島嶼群が形成される

過程で、当時の陸生生物が島嶼内に隔離され独自の進化が進んでいる。なかでも飛翔力のない

陸生脊椎動物の多くは、遅くとも第四紀更新世の初期までに大陸からの隔離が成立しており固

有種が多い。特に、大陸や近隣地域にも分布していた系統群が、新たな捕食者や競争相手の出

現によって絶滅してゆく中、本地域にだけ残された遺存固有種が多く、アマミノクロウサギや

ケナガネズミ、3 種のトゲネズミ類のように推薦地の固有属も見られる。また、第四紀更新世

以降の気候変動に伴う海水準の変動で、近隣の島嶼間で分離・結合を繰り返して動物の分布が

細分化されて島嶼間の種分化が進み、新固有の状態の種も多いことも特徴である。 

このように、大陸島として形成された地史を背景に、推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島に

生息する飛翔力のない陸生脊椎動物種の多くは、ユーラシア大陸の南東部や台湾に進化系統上

の姉妹群,幹群を有する“亜熱帯系”の生物である（太田，2009）15。 

区系生物学的に見ると、旧北区と東洋区の境界として、哺乳類相、爬虫類相、両生類相では

トカラ海峡トカラ構造海峡に「渡瀬線」（徳田,1969）が、また、鳥類相では慶良間海峡慶良間

海裂に「蜂須賀線」（山階,1955）が、それぞれ提唱され、系統地理学的に俯瞰するならば「奄

美・琉球」は現在でも、大きく異なる動物相を有する地域の間にあって、地理的移行帯として

位置づけることもできよう（Motokawa，2000；Ota. 2000；高木，2009）。 

 

 

 

                                                   
14（編注）日本語では「大陸島」と一言でいうが、Whittaker. 2007. Island Biogeography 2nd ed.では、Oceanic 

islands、Continental fragment、Continental shelf islands に分けている。奄美・琉球の場合、地史的な背景

から Continental fragment として説明した方がよいと考える。下記参照 

Continental fragments are those islands that by their location would pass for oceanicis lands but in terms 

of their origin are actually ancient fragments of continental rock standed out in the oceans by plate 

tectonic processes. 

代表的例：ニューカレドニアやマダガスカル等 

Continentalshelf islands are those islands located on the continental shelf. Many of these islands have 

been connectes to mainland during the Quaternary ice ages (formally, the last 1.8million years), as these 

were periods of significantly lower sea levels. The most recent preiod of connection for these so called 

"land-bridge" islands ended following the transition from the Pleistocene into the Holocene. The Holocene 

began about 11500years ago, but seas took several thousand years to rise to their present levels. 

 
15 （編注）元文献では「現時点で利用可能な情報を最大現に活用しつつ見直してみると、少なくとも分類や分

布に関する基本情報にある程度信頼性のもてる、飛翔能力のない陸生脊椎動物に関する限り、現在、沖縄をは

じめとする琉球列島に生息する種のうち少なくとも 8 割近くについて、最近縁群の分布の中心が真の熱帯域に

限定できず、その大多数で、最近縁群は大陸の亜熱帯域や台湾を中心に分布していることが分かりました」と

している。 



 

50 

 

引用文献 

Motokawa, M. 2000. Biogeography of living mammals in the Ryukyu Islands. Tropics 10: 63-71. 

Ota, H. 2000. The current geographic faunal pattern of reptiles and amphibians of the Ryukyu Archipelago 

and adjacent regions. Tropics 10: 51-62. 

太田英利. 2009. 亜熱帯沖縄の冬の寒さと動物たち. 140-156頁. 山里勝己・平啓介・宮城隼

人・牛窪潔（編）、やわらかい南の学と思想・２. 融解する境界. 沖縄タイムス社, 那覇. 

高木昌興. 2009. 島間距離から解く南西諸島の鳥類相. 日本鳥学会誌 58(1): 1–17  

徳田御稔.1969. 生物地理学．築地書館，東京． 

山階芳麿. 1955. 琉球列島における鳥類分布の境界線．日本生物地理学会会報16–19: 371–375． 

 



 

51 

2. a. 4. 1. 陸生哺乳類 

 

1）哺乳類相の特徴 

推薦地を含む奄美群島および琉球諸島では、37 種の現生する16哺乳類（鯨類、海牛類を

除く）が確認されている。そのうち 13 種は地域外からの外来種であり、在来種は合計 24

種である（阿部，2008 及び Odaichi et. al，2010 を元に算出）17。推薦地の「奄美・琉球」

（奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島）では 31 種の陸生哺乳類が確認され、そのうち

22 種が在来種、9 種が外来種である表●）。 

「奄美・琉球」の在来種の目毎の内訳は、食虫目が 2 種、翼手目が 12 種、食肉目が 1 種、

偶蹄目が 1 種、齧歯目が 5 種、兎目が 1 種となっている（表●）。日本全土には食虫目 20

種、翼手目 35 種、霊長目 1 種、食肉目 23 種、偶蹄目 3 種、齧歯目 23 種、兎目 4 種、合計

109 種の在来の哺乳類が確認されており（環境省生物多様性センター，2010）、「奄美・琉

球」にはこのうちの 20％が生息している。 

「奄美・琉球」を構成する島々は、最大の沖縄島でも面積が 1,208km2 であるように、

島の面積が狭いため、在来の食肉目、偶蹄目、兎目などの中大型哺乳類はそれぞれ 1 種の

みであり、霊長目は生息していない。このように、上位捕食者や大型種が少なく、翼手目や

齧歯目などの小型種の生息種数が多いことが、「奄美・琉球」の哺乳類相の特徴をなしてい

る。 

  

                                                   
16（編注）絶滅種にオキナワオオコウモリがあるが記述からは除いた 
17（編注）外来種のアライグマは過去の記録のみで現在はいないので除外した。ジャコウネズミは「南西諸島

のものは自然分布の可能性があるが不明」とされており外来種として扱った。 
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表● 18「奄美・琉球」の陸生哺乳類確認種数等19 

 奄美・琉球 奄美大島 徳之島 沖縄島北部 西表島 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

食虫目                

トガリネズミ科 3 2 1 3 2 1 3 2 1 2 1 1 1 0 1 

翼手目                

オオコウモリ科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 

キクガシラコウモリ科 3 3 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 

カグラコウモリ科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 

ヒナコウモリ科 6 6 0 5 5 0 5 5 0 5 5 0 2 2 0 

オヒキコウモリ科 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

食肉目                

イヌ科 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 

マングース科 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 

ネコ科 2 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 2 1 1 

偶蹄目                

イノシシ科 2 1 1 1 1 1 1 1 0 2 1 1 2 1 1 

ウシ科 1 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 

齧歯目                

ネズミ科 8 5 3 5 2 3 5 2 3 6 3 3 3 0 3 

兎目                

ウサギ科 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 

合計 31 22 9 22 13 9 20 12 8 20 12 8 15 7 8 

 

2）固有種、絶滅危惧種 

推薦地「奄美・琉球」の陸生哺乳類のうち 14 種（64％）がこの地域にしか生息していな

い固有種である。イリオモテヤマネコ（Prionailurus bengalensis iriomotensis）やリュウ

キュウイノシシ（Sus scrofa riukiuanus）など、固有亜種とされるものを含めると 18 種・

亜種（78％）が推薦地の固有種・亜種であり、固有性が極めて高い。中でも、アマミノク

ロウサギ（Pentalagus furnessi）、トゲネズミ3種（アマミトゲネズミ：Tokudaia osimensis，

トクノシマトゲネズミ：T. tokunoshimensis，オキナワトゲネズミ：T. muenninki）、ケナ

ガネズミ（Diplothrix legata）は固有属で、「奄美・琉球」の典型的な遺存固有種と考えら

れている。 

推薦地「奄美・琉球」の陸生哺乳類のうち、国際的な絶滅危惧種として 10 種・亜種（45％，

                                                   
18 他の分類群との表の形式も、今後出来るだけ揃える 
19 ジャコウネズミ、ノイヌ、マングース、ノネコ、イノシシ（イノブタ、ブタ、リュウキュウイノシシとの交

雑種を含む）、ヤギ、ドブネズミ、クマネズミ、ハツカネズミの 8 種を推薦地の外来種として扱った。引用

元では、ジャコウネズミは「南西諸島のものは自然分布の可能性があるが不明」とされている。ノイヌ、ノ

ネコ、ドブネズミ、クマネズミ、ハツカネズミは、引用元や国立環境研究所の侵入生物データベースでは「全

国」や「汎世界的」とされており、どの島にも分布するものとして扱った。イノシシは、環境省那覇自然環

境事務所管内の外来種の現在の分布の現状（平成 25 年 9 月現在）等と平成 25 年度第 3 回科学委員会議事録

の太田委員私信を参照した。ヤギは、引用元文献では主に小笠原諸島にしか触れていなかったため、国立環

境研究所の侵入生物データベースの記述から奄美大島、徳之島、西表島に分布とした。これらの種の島別分

布は、今後精査が必要。 
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CR：3 種、EN：7 種）が IUCN レッドリストに記載されている。また、14 種・亜種（61％，

CR：3 種、EN：9 種、VU：2 種））が日本の絶滅危惧種として環境省レッドリストに記載

されている。 

このうち、アマミノクロウサギとオキナワトゲネズミは、世界で進化的に最も独特かつ、

世界的に絶滅のおそれのある種（EDGE 種）の保全に焦点を当てて、ロンドン動物学会（ZS 

L）のイニシアチブで展開されている The EDGE of Existence プログラムで、保全の優先

度の高い Top 100 EDGE Species（アマミノクロウサギ：44 位、オキナワトゲネズミ：51

位）に選定されている（ZS L の Web サイト）。 

このように、推薦地の陸生哺乳類は固有性が非常に高く、かつ、絶滅危惧種の占める割

合が高く、陸生哺乳類の保全上、国際的・国内的に重要な地域であるといえる。 

 

表● 「奄美・琉球」の陸生哺乳類の固有種数・絶滅危惧種数 

 

奄美・琉球 

（推薦4地域

島） 

奄美大島 徳之島 沖縄島北部 西表島 

在来種数 22 13 12 11 7 

亜種を含む 23 13 12 12 7 

固有種数 14 8 8 7 3 

亜種を含む 18 10 10 9 6 

固有種率（％） 64% 62% 67% 64% 43% 

亜種を含む（％） 78% 77% 83% 75% 86% 

IUCN-RL(2012) 種数* 10 7 7 5 2 

IUCN-RL絶滅危惧種率（％） 45% 54% 58% 45% 29% 

環境省RL(2012)種数* 14 10 10 8 4 

 環境省RL絶滅危惧種率（％） 61% 77% 83% 67% 57% 

*：IUCN-RL 及び環境省 RL の種数は絶滅危惧種（CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類

を対象とした。IUCN-RL は種を単位とした評価が基本であるが、イリオモテヤマネコのみ亜種レベルで評価

されている。環境省 RL は亜種を評価単位とした種数である。 
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①遺存固有状態のアマミノクロウサギ 

 

アマミノクロウサギ（Pentalagus furnessi）は、奄美大島及び徳之島にのみ生息する。ウサ

ギ科（Leporidae）に属し、系統的分化が早期に起きたと考えられ、近縁種（属）は存在せず、

1 属 1 種の固有種である。アマミノクロウサギはその起源とともに、ウサギ科の進化や大陸と

琉球列島奄美群島及び琉球諸島との関係の生物地理学、希少種の保全を考える上で、極めて貴

重な存在である(Yamada and Cervantes, 2005; Yamada, 2008)。 

アマミノクロウサギを含むウサギ亜科は世界で 11 属が知られる（図 1）。Yamada et al.（2002）

は、ミトコンドリア DNA（12SrRNA）を用いたウサギ亜科の分子系統の解析を行った結果（図

2）、アマミノクロウサギと他属との分岐年代を 1600万年 16Ma～12 Ma1200万年前と推定し、

また、Matthee et al.（2004）は核 DNA とミトコンドリア DNA の分子系統の分析に生物地理

学的情報を加味した解析から、アマミノクロウサギ属と他属との分岐年代は約 944 万年前（±

115 万年前）と推定されるとし（図 3）、両者とも、中新世中期から後期にはユーラシア大陸の

一部であった奄美大島と徳之島が、鮮新世には大陸から隔離されていたとする古地理にも対応

すると考察している。 

古生物学的に見ると、本種の祖先は化石種（属）Pliopentalagus と考えられ、化石は東欧で

発見されていたが、近年、ユーラシア大陸の揚子江流域で発見されている（Tomida and Jin, 

2002）。さらに、沖縄島において前期更新世の地層（約 1.7Ma170 万年～1.3Ma130 万年前）

と中期更新世の地層（約 0.4Ma40 万年前）からアマミノクロウサギ属（Pentalagus）の化石

が発見された（小澤, 2009）。 

 

図 1 ウサギ亜科に含まれる 10 属の分布図。 
Ⅰ：アナウサギ属(Oryctolagus)，Ⅱ：アラゲウサギ属(Caprolagus)，Ⅲ：アマミノクロウサギ属
(Pentalagus)，Ⅳ：スマトラウサギ属(Nesolagus)，Ⅴ：ウガンダクサウサギ属(Poelagus)，Ⅵ：ブ
ッシュマンウサギ属 (Bunolagus)，Ⅶ：アカウサギ属 (Pronolagus)，Ⅷ：メキシコウサギ属
(Romarolagus)，Ⅸ：ピグミーウサギ属(Brachylagus)，Ⅹ：ワタオウサギ属(Sylvilagus)。なお、
ノウサギ属(Lapus)は南米とオーストラリアを除きほぼ全世界的に分布するため図示していない。

Ⅰ 
II 

III 

V 

VI 
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VIII 
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図 2 12SrRNA 配列から推定したウサギ類 9 属の分子系統樹。(a)近隣結合法による。(b)最節約法による。
Yamada et al. 2002.より作成。和名横のⅠ～Ⅹは、図 1 に対応。 

 

 
図 3 DNA の分子系統の分析に生物地理学的情報を加味した解析（DIVA 解析）によるウサギ類の系統樹。 

Matthee et al. 2004.より作成。図中の A～E は祖先系統の分布、Ⅰ～Ⅹは図 1 に対応。
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本種は、主に原生的な森林内の斜面に巣穴を作り、これに隣接した草本類等の餌が多い

沢や二次林等を採食場所として利用している。分布域は奄美大島で約 370km2、徳之島で

約 6733km2 と推定されている。奄美大島では 1970 年代と比べて分布域の縮小が見られ、

徳之島では分断された孤立した 2 地域に生息するに過ぎない（環境省，2014）。奄美大島

の個体数は 1993～94 年に 2,500～6,100 頭、2002～03 年に 2,000～4,800 頭に減少したと

推定されている（環境省，2014）。徳之島の個体数は 1998 年に 120～300 頭、2003～04

年に 100～200 頭に減少したと推定されている（環境省，2014）。 

アマミノクロウサギは、IUCN のレッドリスト（20152）で EN（絶滅危惧ⅠB 類）及び、

環境省のレッドリスト（2012）では絶滅危惧ⅠB 類（EN）に記載されている。また本種

は、1963 年に文化財保護法に基づく国指定の特別天然記念物に、2004 年に種の保存法絶

滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種に指

定されている。  

1953 年に奄美群島が日本に復帰し、振興事業による開発行為が始まり、森林伐採、道路

建設、河川改修、土地利用転換などによって高齢級林の減少・細分化によって好適な生息

地が減少した。また、奄美大島では 1979 年前後に導入されたといわれるフイリマングー

ス（以下、マングースと略）が分布を拡大し、捕食者として脅威となった。ノイヌやノネ

コによる捕食や、交通事故も起きている（環境省，2014）。 

アマミノクロウサギを捕食しているマングースの駆除を図るため、1996～99 年度に環

境庁（当時）と鹿児島県による駆除・制御モデル事業が行われ、2000 年度からは環境省に

よる本格的な防除事業が進められている。2005 年には外来生物法の施行により、マングー

スは特定外来生物に指定された。環境省による防除事業の効果として、マングースの減少

とアマミノクロウサギの回復が認められている。20 

 

                                                   
20詳細は 4 章  保全状況と影響要因で記述予定。  
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②遺存固有かつ新固有の状態のトゲネズミ類 

  

トゲネズミ属 Tokudaia には、アマミトゲネズミ T. osimensis、トクノシマトゲネズミ T. 

tokunoshimensis、オキナワトゲネズミ T. muenninki の 3 種のみが属し、それぞれ、奄

美大島、徳之島、沖縄島北部にのみ生息し、それぞれの島の固有種である（Odachi et al., 

2005）。当初は単一の種トゲネズミ T. osimensis として記載された（阿部, 1933）。しかし、

その後の形態学、核学、分子系統学の各研究成果に基づいて、島毎に異なった種に分化し

た 3 種であることが明らかになった（土屋ら , 1989；Suzuki et al, 1999；Kaneko, 2001；

Endo and Tsuchiya, 2006）。IRBP 遺伝子の塩基配列による系統解析により、トゲネズミ

属はアカネズミ属（Apodemus 属）との類縁性が示されたが、トゲネズミ属の分岐年代は

古く、およそ 6.5Ma650～8Ma800 万年前頃には分岐したと推定された（Sato et al, 2004．

図 1）。このように、トゲネズミ類は極めて古い年代に他のネズミ亜科系統から分岐し、中

琉球に生き残った、遺存固有によって成立した種群と考えられる。  

 

 
図 1 トゲネズミ属（Tokudaia）とアカネズミ属（Apodemus）の RAG1 遺伝子と IRBP 遺伝子のデー

タセットから推定した分子系統樹。 (a)近接統合法、 (b)最節約法、 (c)最尤法、 (d)ベイズ推定法に

よる。Sato et. al., 2004 による。  
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一方、3 種の種間においても核型や形態に差違が見られることが明らかになっており、

例えば核型ではトクノシマトゲネズミが 2n=45（雌雄とも）、アマミトゲネズミは 2n=25

（雌雄とも）、オキナワトゲネズミは 2n=44（雌雄とも）である（土屋ら , 1989）。更に、

アマミトゲネズミとトクノシマトゲネズミのチトクローム b 遺伝子（1140bp）の塩基置換

率は 0.088と高い値を示し、これはケナガネズミとクマネズミの種間差に相当する（Suzuki 

et al, 1999）。また、3 種の分岐経緯については、オキナワトゲネズミが分岐した後に、ト

クノシマトゲネズミとアマミトゲネズミの分岐が生じた事が明らかになっている（村田ら , 

2009）こうした研究成果から、3 種は中琉球の中で 3 つの島に分断された間に分化を生じ

た新固有種であると考えられる。  

上述の通り、3 種は核型に大きな相違があることが示されているが、その性決定機構も

特異であることが知られている。通常、哺乳類は XX/XY 型の性染色体を有する。しかし、

アマミトゲネズミとトクノシマトゲネズミは雌雄共に Y 染色体を有しない、XO/XO 型で

ある（Honda et al, 1977；Honda et al. 1978）。オキナワトゲネズミは XX/XY 型であるが、

X 染色体と Y 染色体の区別は不明瞭である（土屋ら , 1989）。最近の研究によって、トクノ

シマトゲネズミとアマミトゲネズミは、Y 染色体の消失と共に、性決定遺伝子である SRY

を消失している事が明らかになった（Murata et al. 2010, 2012. 図 2）。両種においては、

性決定に関わる新たな遺伝子の出現と Y 染色体の一部の X 染色体への転座を経て、Y 染色

体が消失したと考えられている（村田ら , 2011）。このように、それぞれ通常の哺乳類とは

異なった性染色体の構造を有しているため、その性決定機構に大きな興味が持たれており、

さまざまな研究が取り組まれている。  

 

図 2 トゲネズミ属の性染色体 SRY と CBX2 の進化。Murata et. al., 2012.による。 

 

上記のように、トゲネズミ属の進化は特徴的で、哺乳類でも特異的であることから、3

種の保護は学術的にも非常に重要である。オキナワトゲネズミは、近年生息情報がなく、
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絶滅が危惧されていたが、2008 年 3 月に再発見された（Yamada et al，2010）。しかしな

がら、個体数は数百頭しかいないと推定されている（山田私信，2012）。アマミトゲネズ

ミもマングース防除事業21の捕獲罠により年間 1800 頭が捕獲されているが、再捕獲が多く、

実質数百頭ぐらいしかいないと推定されている（山田私信，2012）。 

IUCN のレッドリスト（20152）ではオキナワトゲネズミが CR（絶滅危惧ⅠA 類）、ア

マミトゲネズミとトクノシマトゲネズミが EN（絶滅危惧ⅠB 類）として記載されている。

環境省のレッドリスト（2012）でもオキナワトゲネズミが絶滅危惧ⅠA 類（CR）、アマミ

トゲネズミとトクノシマトゲネズミが絶滅危惧ⅠB 類（EN）として記載されている。また

これら 3 種は、島毎に異なる別種と分類される以前の 1972 年に、文化財保護法に基づく

国指定天然記念物に指定されている。  

 

 

③固有属のケナガネズミ 

ケナガネズミ（Diplothrix legata）は奄美大島、徳之島及び沖縄島北部の森林部に生息

している。非常に大型のネズミで、全長は 50cm を超え、日本産のネズミ科では最大である。

近縁種はスラウェシ島に分布するネズミであるという説と、クマネズミ属（Rattus）に近

いという説があるが分類学的に未確定であり、今後の学術的研究の必要性が高い（環境省，

2002）。Suzuki et al.,（2000）の分子系統学的解析によると、ケナガネズミは Rattus 属

から分岐しており、その分岐年代はトゲネズミに比べて新しいと推定している。 

森林への依存が強く、目撃例は奄美大島では 1980 年以降は島の中央部に、徳之島では

北部と中央部に限定されている。奄美大島ではマングース防除事業の進展により、北東部

地域でマングースがほぼ根絶状態となり、ケナガネズミの生息数が回復している。  

ケナガネズミとトゲネズミは、系統は違うが、生き残っている場所は同じであることか

ら、DNA の調査を行って両種を比較することで、各島嶼の成り立ちと、種の進入・定着

の関係について何かしらの示唆を与える可能性があり、今後の研究課題となっている。  

保護上の課題としては、マングースやノイヌ、ノネコによる本種の捕食、森林の減少な

どによって個体群密度の減少が危惧されている22。IUCN のレッドリスト（20122015）で

は EN（絶滅危惧ⅠB 類）、環境省のレッドリスト（2012）では絶滅危惧ⅠB 類（EN）に

記載されている。また、本種は 1972 年に文化財保護法に基づく国指定天然記念物に指定

されている。  

 

＜図 ケナガネズミの分子系統学的解析の結果を Suzuki et al. 2000 より挿入＞  

                                                   
21 奄美大島及び沖縄島に持ち込まれているのはフイリマングース（Herpestes auropunctatus）である。

以下、本文中では「マングース」と呼ぶ。  
22 詳細は 4 省保全状況と影響要因で記述を検討。  
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④唯一の食肉目、イリオモテヤマネコ 

 

イリオモテヤマネコ（Prionailurus bengalensis iriomotensis）は、ミトコンドリア DNA

の分析から、ユーラシア東部から南アジアに分布するベンガルヤマネコ（P. bengalensis）

の西表島固有亜種で、約 20 万年前に分岐したとする見解がある（Masuda and Yoshida，

1995）。 

一般に、島の面積が狭くなるほど食物連鎖のピラミッドが小さくなり、高次捕食者が欠

如する。「奄美・琉球」の島々は規模が小さく、高次捕食者や大型種が非常に少ない小規模

な生態系を呈している。西表島は面積が 289km2 で、近縁のネコ科が生息する海外の島嶼

と比較しても極端に小さく（今泉，1994）、本来は中型食肉目が生息できるサイズの島と

は考えられない。また世界の同サイズのネコ科の多くは小型哺乳類を主な餌としているが

（渡辺･伊澤，2003）、西表島には小型哺乳類が在来分布していない。にもかかわらず、例

外的に西表島には、推薦地で唯一の食肉目であるイリオモテヤマネコが生息している。  

 

表● 野生ネコの生息する主な島23 

島名 国・地域など 
島面積 

（km2㎡） 
ネコの種類 24 

西表島 日本・沖縄県 289 Prionailurus bengalensis iriomotensis 

対馬 日本・長崎県 682 Prionailurus bengalensis euptilurus 

ブスアンガ島 フィリピン 890 Prionailurus bengalensis chinensis 

済州島 韓国 1,840 Prionailurus bengalensis euptilurus 

マヨルカ島 スペイン・地中海 3,500 Felis silvestris lybica 

ニアス島 インドネシア・スマトラ島西沖 4,060 Prionailurus bengalensis sumatranus 

セブ島 フィリピン 4,410 Prionailurus bengalensis rabori  

バリ島 インドネシア・ジャワ島東沖 5,600 Prionailurus bengalensis javanensis 

コルシカ島 フランス・地中海 8,720 Felis silvestris lybica 

パナイ島 フィリピン 11,600 Prionailurus bengalensis chinensis 

ネグロス島 フィリピン 12,600 Prionailurus bengalensis chinensis 

パラワン島 フィリピン 14,700 Prionailurus bengalensis heaneyi 

サルディーニャ島 イタリア・地中海 24,100 Felis silvestris lybica 

 

 イリオモテヤマネコは在来のオオコウモリの他、外来種のクマネズミも餌としているが、

そのほか鳥類・爬虫類・両生類・昆虫類・甲殻類といった様々な分類群の動物を季節的に

変化させつつ餌としている。おり、これまで約 80 種もの餌動物が確認されており（中西・

伊澤，2015）、ネコ科の他種と比較すると食性の幅が著しく広いことが特徴的である

（Sakaguchi and Ono, 1994；渡辺･伊澤，2003）。イリオモテヤマネコは、林縁部、低地

                                                   
23 ヤマネコを頂点としたピラミッドのイメージ図よりも、今泉 1994 をもとに近縁のネコ科の棲む海外

の島との面積比較を表で出した方がよいか要検討。  
24（編注）今泉 1994 以降、ヤマネコの分類が変わっている。合っているか要確認。  
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部、河川沿い、湿地等の水系に富む環境をよく利用し、マングローブ林、農耕地周辺から

海岸部も利用している（環境省，2014；沖縄県，2006）。また、島の中でも小動物が豊富

で多様性が高いと考えられる沿岸の低地部で密度が高いことが知られ（Sakaguchi,1994；

渡辺ほか，2002）、大きな河を泳ぐ姿が目撃されるなど、水に入ることを嫌がらないのも

ネコ科としては珍しい（伊澤，2005）。近年の研究からは、これまで低密度とされてきた

内陸山地部でも、環境によって生息密度が異なり、定住個体が生息する比較的生息密度が

高いと予想される地域があり、繁殖も行われていることが報告されている（伊澤ほか，

2003；中西・伊澤，2014） 

 イリオモテヤマネコが、面積が狭く、かつ小型哺乳類を欠く西表島で生き延びてこられ

たのは、森林で専ら小型哺乳類を狩るという通常のネコ科の行動を取らず、活動する環境

や食性の幅を広げるという戦略によるものであり、これを支えるだけの島の生物多様性の

高さが存在したからであると考えられる。  
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図● イリオモテヤマネコと近縁のネコ科の餌メニューの比較  
※図は、平成 19 年度琉球諸島世界自然遺産候補地検討調査業務にて、IUCN 専門家レスリー・モロイ氏

の現地視察時の、琉球大学・伊澤雅子教授の説明資料より。  

 

イリオモテヤマネコの個体数は 100 頭前後（1994 年に 108～118 頭と推定）で安定して

いると考えられていた。しかし近年、低地部において定住個体数が減少傾向にあり、新た

な方法による再計算の結果、2008 年には 100～109 頭、減少率は全体で約 7～8％、標高

200m 以下の低地部で約 9％の減少と推定された（環境省，2014）。 

イリオモテヤマネコは、IUCN のレッドリスト（20152）で CR（絶滅危惧ⅠA 類）、環

境省のレッドリスト（2012）で絶滅危惧ⅠA 類（CR）として記載されている。1977 年に

文化財保護法に基づく国指定特別天然記念物に、1994 年に種の保存法絶滅のおそれのある

野生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種に指定されている。  

環境庁（当時）により、1974～76 年度に第 1 次特別調査、1982～84 年度に第 2 次特別

調査、1992～93 年度に第 3 次特別調査、2005～07 年度に環境省による第 4 次総合調査が

実施された。また、1979 年から生息状況モニタリングが実施されている。1991 年には西

表島の中央山岳部を中心に国指定西表鳥獣保護区（3,841ha、うち特別保護地区 2,306ha）

が設定され、2011 年には拡張（10,218ha、うち特別保護地区 9,999ha）された。また、

1995 年に開設された西表野生生物保護センターが、調査研究、保全活動の拠点となってい

る。環境省、地元自治体を含む関係機関による交通事故防止のための標識設置、道路構造

の工夫などが行われている。ほかに、林野庁による国有林における巡視等のモニタリング、

民間団体による保護活動、啓発活動なども行われている。25 

保護上の課題としては、海岸部における土地利用改変、道路建設、交通事故、外来種な

                                                   
25詳細は４章保全状況と影響要因で記述を検討。  
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どが考えられている。また、近年はガイドツアー増加により、これまでに人がほとんど入

らなかった森林、河川等に人が入るようになり、ヤマネコの生息環境に影響を及ぼすこと

が懸念されている。  

今後の研究課題としては、山地部の個体群の把握が挙げられる。これまでのところ低地

部の密度が高いとされているが、どれほど密度の差があるのか、山地部と低地部の移動は

あるのか、どのような環境が使われているか、全島での個体数など、今後の保全を考える

上で必要な調査研究が引き続き進められている。  
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⑤コウモリ類の種数が多い地域 

 

推薦地の「奄美・琉球」はコウモリ類の生息種数が多いことも特徴である。阿部（2008）

及び Odaichi et. al（2010）によれば、日本全土に現存する 36 種のうち 12 種26（33%）

が推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島に生息し、その割合は 33％に達している。このうち

6 種が「奄美・琉球」固有種と考えられており、固有種率は 50％である。これらの種の多

くは、島嶼間の地理的隔離によって種分化が進んでいると考えられる、いわゆる新固有の

状態の種である。  

例えば、キクガシラコウモリ科（Rhinolophidae）は日本本土では大型種のキクガシラ

コウモリ（ Rhinolophus ferrumequinum ）と、小型種のコキクガシラコウモリ

（Rhinolophus cornutus）の 2 種のみが生息する。これに対し、推薦地を含む奄美群島及

び琉球諸島では、コキクガシラコウモリの亜種オリイコキクガシラコウモリ（R. c. orii）

に加え、オキナワコキクガシラコウモリ（Rhinolophus pumilus）（亜種ミヤココキクガシ

ラコウモリ R. p. miyakonis（絶滅）を含む）、ヤエヤマコキクガシラコウモリ（Rhinolophus 

perditus）（亜種イリオモテコキクガシラコウモリ  R. p. imaizumii を含む）の 3 種が生息

している。これらのキクガシラコウモリ科の種・亜種はその分布域が明確に島毎に隔離さ

れており、オリイコキクガシラコウモリ（亜種）は奄美大島、徳之島を含む奄美群島、オ

キナワコキクガシラコウモリ（亜種）は沖縄島を含む沖縄諸島と慶良間諸島列島に、ヤエ

ヤマコキクガシラコウモリ（亜種）は石垣島に、イリオモテコキクガシラコウモリ（亜種）

は西表島に分布している。  

                                                   
26 オキナワオオコウモリ  Pteropus loochoensis（EX）を除いた。オキナワオオコウモリは、沖縄島か

ら 19 世紀に 3 頭の記録があるが、これまでの確実な記録は大英博物館に保管されているタイプ標本を

含む 2 個体のみであり、これらが本当に沖縄島産かどうかについては疑問がある。すなわち、元々沖

縄島に生息していなかったと考える研究者もいる（環境省，2014）。  
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図● 奄美群島及び琉球諸島のキクガシラコウモリ科の分布  

 

また、オオコウモリ属（Pteropus 属）は世界で 65 種が知られ（Simmons 2005）日本

には 2 種が生息する。そのうち南西諸島から台湾にかけてクビワオオコウモリ（Pteropus 

dasymallus）が分布し、世界のオオコウモリ属の分布の北限付近にあたる（Hill and Smith 

1984）。クビワオオコウモリは地理的な分布域により、固有な 5 亜種に分化している。す

なわち、口永良部島とトカラ列島に生息するエラブオオコウモリ（P. d. dasymallus）、推

薦地の沖縄島北部を含む沖縄島と周辺島嶼に生息するオリイオオコウモリ（ P. d. 

inopinatus）、西表島を含む先島諸島に生息するヤエヤマオオコウモリ（P. d. yayeyamae）、

大東諸島に生息するダイトウオオコウモリ（P. d. daitoensis）、台湾の緑島に生息するタイ

ワンオオコウモリ（P. d. formosus）である（Yoshiyuki 1989; Ota 1992; 前田 2005；中

本 2009）。これら 5 亜種のうち、エラブオオコウモリ、ダイトウオオコウモリはともに環

境省レッドリストで絶滅危惧 I 類（CR）に選定され、タイワンオオコウモリは一時野外個

体群が絶滅したと見なされるなど、絶滅が危惧される状態である（船越・國崎  2003; 金

城・伊澤 2004; Society for Wildlife and Nature 2006; 中本 2009）。一方で、推薦地の沖

縄島北部を含む沖縄島のオリイオオコウモリや、西表島を含む先島諸島のヤエヤマオオコ

ウモリは比較的個体数が多く（中本 , 2011）、個体群が良好な状態で維持されている。  

沖縄島のオリイオオコウモリは 43 科 62 属 78 種の植物を利用するなど幅広い食性をも

つ（Nakamoto et al. 2007）。本種は、沖縄島北部の森林の主な構成樹種の 1 つであるイジ

ュ（Schima wallichiiliukiensis）や、ツル生のイルカンダ（Mucuna macrocarpa）の重
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要な花粉媒介者であること、また、在来植物 20 種の種子散布に関与し、特にガジュマル

（Ficus microcarpa）など 7 種のイチジク属（Ficus 属）の長距離散布者であること、ま

た、直径 13mm 以上の大型の果実（種子）をつけるイヌビワ（Ficus erecta）やヤマモモ

（Myrica rubra）など 8 種の植物にとって、限られた種子散布者である（Nakamoto et al. 

2007, 2009）ことなど、島の森林の維持・更新においてで重要な機能を担っていることが

知られている。  

 

 

図● 南西諸島及び台湾におけるクビワオオコウモリ（Pteropus dasymallus）の亜種の

分布  

 

「奄美・琉球」のコウモリ類は、IUCN レッドリスト（20152）では 3 種が絶滅危惧種

として記載され、ヤンバルホオヒゲコウモリ（Myotis yanbarensis）が CR（絶滅危惧ⅠA

類）、リュウキュウユビナガコウモリ（Miniopterus fuscus）とリュウキュウテングコウ

モリ（Murina ryukyuana）が（EN）絶滅危惧ⅠB 類とされている。  

環境省のレッドリスト（2012）では 7 種・亜種が絶滅危惧種として記載され、ヤンバル

ホオヒゲコウモリが絶滅危惧ⅠA 類（CR）、リュウキュウユビナガコウモリ、リュウキュ

ウテングコウモリ、オリイコキクガシラコウモリ、オキナワコキクガシラコウモリが絶滅
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危惧ⅠB 類（EN）、ヤエヤマコキクガシラコウモリ、ヤマコウモリ27が絶滅危惧Ⅱ類（VU）

として記載されている。 

リュウキュウテングコウモリとヤンバルホオヒゲコウモリは、奄美大島、徳之島、沖縄

島に固有な森林性のコウモリで、保全するためには樹齢の高い森林環境の保全が求められ

る。 
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2. a. 4. 21. 鳥類 

 

1）鳥類相の特徴 

日本鳥類目録改訂第 6 版によれば、推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島からは 17 目

64 科 395 種の鳥類が記録されている。推薦地の「奄美・琉球」（奄美大島、徳之島、沖

縄島北部、西表島）では、●目●科●種の鳥類が記録されており、これは、日本産鳥類

○目○科○種のうちの約○％を占め、推薦地が豊かな鳥類相を持っているといえる。28 

 

表● 「奄美・琉球」の鳥類と日本全土の鳥類の比較  

 

 

豊かな鳥類相を有する「奄美・琉球」だが、一年を通じて繁殖している留鳥は少なく、

夏期から秋期、冬期などに渡ってくる夏鳥や旅鳥、冬鳥などの渡り鳥や迷鳥が大部分を占

めている。このように記録されている鳥類のほとんどが渡り鳥で、このことが「奄美・琉

球」の鳥類相の特徴となっている。この理由として、推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島

が、九州の南端から台湾までの約 1,200km にわたって島嶼が飛び石状に連なり、北半球と

南半球を行き来するための安全なルートとなっている点や、亜熱帯性の気候で冬でも暖か

く、昆虫類や両生類などのエサが十分にとれる点などが要因と考えられる（沖縄野鳥研究

会，2002）。 

 

                                                   
28（編注）日本鳥類目録改訂第 7 版をベースに種リスト作成作業中。それに基づいてテキストと表をリ

バイズ予定。  

種数 全体における割合 科数 属数 種数 固有種 固有率 全体における割合 琉球／日本

カイツブリ目 5 0.93 1 2 4 0 0.0 1.01 80.0% 1 4

ミズナギドリ目 28 5.20 3 7 15 0 0.0 3.80 53.6% 6 11

ペリカン目 13 2.42 5 5 11 0 - 2.78 84.6% 2 10

コウノトリ目 25 4.65 3 13 23 0 0.0 5.82 92.0% 12 19

カモ目 52 9.67 1 12 35 0 0.0 8.86 67.3% 10 26

タカ目 29 5.39 2 12 26 0 0.0 6.58 89.7% 12 19

キジ目 5 0.93 1 1 1 0 0.0 0.25 20.0% 1 1

ツル目 22 4.09 4 13 18 1 5.6 4.56 81.8% 7 12

チドリ目 125 23.23 11 41 97 1 - 24.56 77.6% 25 78

ハト目 10 1.86 2 5 8 0 0.0 2.03 80.0% 5 5

カッコウ目 6 1.12 1 2 5 0 0.0 1.27 83.3% 0 3

フクロウ目 11 2.04 1 4 7 0 0.0 1.77 63.6% 3 5

ヨタカ目 1 0.19 1 1 1 0 0.0 0.25 100.0% 1 1

アマツバメ目 3 0.56 1 2 3 0 0.0 0.76 100.0% 0 2

ブッポウソウ目 9 1.67 4 5 8 0 0.0 2.03 88.9% 2 4

キツツキ目 11 2.04 1 3 4 1 - 1.01 36.4% 2 3

スズメ目 183 34.01 22 56 129 2 1.6 32.66 70.5% 17 99

538 64 184 395 5 1.3 73.4% 106 302

目
日本全土 奄美・琉球 IUCN RL

(2012)

種のみ

環境省 RL

（2012）

亜種含む
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2）固有種および希少種 

「奄美・琉球」に生息する固有種は、世界的にみても希少な鳥類である。  

日本固有の鳥類は 11 種29で、「奄美・琉球」にはそのうちの 4 種（ヤンバルクイナ：

Gallirallus okinawaeHypotaenidia okinawae30、アマミヤマシギ：Scolopax mira、ノグチ

ゲラ：Sapheopipo noguchii Dendrocopos noguchii31、ルリカケス：Garrulus lidthi、オ

ーストンオオアカゲラ：Dendrocopos leucotos owstoniDendrocopos owstoni32）が、推薦

地の固有種として生息している。  

また、すでに絶滅した日本固有種 5 種のうち 2 種（リュウキュウカラスバト（：Columba 

jouyi）、ミヤコショウビン：、Todiramphus miyakoensis）は、推薦地を含む沖縄諸島と

大東諸島奄美群島及び琉球諸島にのみ生息していた種であった33（山階鳥類研究所，2004）。 

沖縄諸島では 1904 年まで、大東諸島では 1936 年まで採集記録が知られているが、その

後まったく記録がない（環境省，2014）。 

「奄美・琉球」に生息する固有種は、世界的にみても希少な鳥類である。  

 

①ルリカケス（Garrulus lidthi） 

ルリカケスは、推薦地の奄美大島（周辺離島の加計呂間島、請島、枝手久島を含む）の

みで生息が確認されているスズメ目カラス科カケス属の固有種である。山階（1941）は、

喉の白線や尾の薄い黒縞などの羽色の特徴が共通することから、ルリカケスとヒマラヤ山

地に分布するインドカケス（Garrulus lanceolatus）が近縁であると指摘した。遺伝的な

分析の結果でも、ルリカケスはユーラシア大陸の中部から南部にかけて広く分布するカケ

ス（Garrulus glandarius）よりも、インドカケスに近縁であった（梶田ほか，1999）。

Akimova ら（2007）も、ルリカケスとカケスが近縁でないことを DNA 分析で示した。両

者は、従来は東洋区の温帯地域に広く分布していた共通の祖先種のうち、分布の中央部の

広い範囲の地域個体群は競争種等の影響で絶滅し、昔の分布域の両端の地域個体群のみが

地理的に隔離された状態で進化し、生存し続けた遺存固有種だと考えられている。奄美群

                                                   
29 （編注）ヤンバルクイナ、アマミヤマシギ、ヤマドリ、ノグチゲラ、アオゲラ、セグロセキレイ、カ

ヤクグリ、アカヒゲ、アカコッコ、メグロ、ルリカケス  
30 （編注）作成中の種リストは日本鳥類目録改訂第 7 版をベースにしているので Gallirallus okinawae

を用いているが、IUCN レッドリストでは、Hypotaenidia okinawae (del Hoyo and Collar 2014)とされ

ているたので、こちらを用いた。  
31 （編注）作成中の種リストは日本鳥類目録改訂第 7 版をベースにしているので Sapheopipo noguchii

を用いているが、IUCN レッドリストでは、Dendrocopos noguchii (del Hoyo and Collar 2014)とされ

ているたので、こちらを用いた。  
32 （編注）作成中の種リストは日本鳥類目録改訂第 7 版をベースにしているので Dendrocopos leucotos 

owstoni を用いているが、IUCN レッドリストでは、Dendrocopos owstoni (del Hoyo and Collar 2014)

として独立種扱いのため、本文中の記述では固有種として扱ったされたので、こちらを用いた。  
33 絶滅種には八重山諸島の宮古島固有種とされるミヤコショウビン（Todiramphus miyakoensis）も含

まれるが、1887 年に宮古島で採集された 1 標本のみが知られており、その後記録がない。絶滅要因も不

明。本種については、その存在を疑問視する意見もある（環境省，2014）。  
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島と琉球諸島のより広い範囲でルリカケスの化石が見つかっていること（Matsuoka，2000）

もそのことを指示支持している。  

ルリカケスは自然性の高い常緑広葉樹林のほか、リュウキュウマツの多い若齢二次林内

でも活動しており、海岸や市街地に隣接する樹林やそれらに隣接する畑地にも飛来する。

繁殖個体数は少なくとも 1000 羽と推定されており、生息地である奄美大島において捕食

者となる外来種のマングースの防除事業の進展や森林の回復等により生息状況の改善が見

られている。  

本種は IUCN のレッドリスト（20152）では VU（絶滅危惧Ⅱ類）と記載されている。

環境省レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類（VU）として記載されていたが、1990 年代から森

林伐採は低下し、気候に恵まれて森林の更新が活発なこと、2000 年から実施されたマン

グース防除事業が成果をあげていること、任意観察とセンサス調査の結果から生息域全体

で常時生息と繁殖が確認されることなどから、すぐに絶滅が懸念され、緊急対策が必要な

状態ではなくなったと判断され、2007 年のレッドリスト改訂時にランク外となり、種の保

存法に基づく国内希少野生動植物種の指定も 2008 年に解除された。  

本種は 1921 年に文化財保護法による国指定の天然記念物に指定されている。  

 

②ヤンバルクイナ（Hypotaenidia okinawae ，日本鳥類目録改訂第 7 版では Gallirallus 

okinawae） 

ヤンバルクイナは、1981 年に発見された（Yamashina& Mano，1981）ほぼ無飛力の

クイナで、推薦地の沖縄島北部（やんばる地域）にのみ分布する。本種は常緑広葉樹林や

周辺の草原に生息する。地上で小動物を採食し、営巣・産卵も地上で行うが、樹上をねぐ

らとしている。  

本種は日本で唯一の無飛力の鳥類であり、近縁種でフィリピンからインドネシアに分布

するムナオビクイナ（G. torquatus）や、フィリピン諸島北部のカラヤン島で 2004 年に

発見された無飛力のカラヤンクイナ（G. calayanensis）などとの分類、進化上の比較は、

沖縄島の鳥類相の解明に重要である（環境省，2014）。 

無飛力のクイナ類は世界で 32 種が知られ、その多くは島嶼に分布し、島の固有種・固

有亜種となっていることが多い。そのうちの 13 種は 17 世紀以降、既に絶滅（EX）して

いる。現存する 19 種も、1 種は野生絶滅（EW）で、13 種が絶滅危惧種とされている（表

●）。その原因は狩猟、環境破壊、外来種の持ち込みなど人為的な影響である（尾崎，2005）。

ヤンバルクイナはこれら無飛力のクイナで最北に分布し、保全上の重要性が高いと考えら

れる。 

ヤンバルクイナは、発見当初の生息個体数は約 1,800 羽と推定されていたが、マングー

スの捕食影響などにより減少し、2000 年代には 1000 羽前後と推定された。また、ヤンバ
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ルクイナの分布域南限はマングースの北上とともに、北上し狭まった。その後マングース

防除事業の効果などにより 2012 年には約 1500 羽まで個体数が回復したと推定され、また

分布域南限も南下してきている。IUCN のレッドリスト（20152）では EN（絶滅危惧ⅠB

類）、環境省のレッドリスト（2012）では絶滅危惧ⅠA 類（CR） に記載されている。  

1982 年に文化財保護法による国指定の天然記念物に、1993 年に種の保存法絶滅のおそ

れのある野生動植物の種の保存に関する法律による国内希少野生動植物種に指定されてい

る。2000 年度から沖縄県によるマングース駆除事業が行われ、2001 年度からは環境省に

よるマングース・ノネコの防除事業が行われている。環境省はこれらの事業拠点として

1999 年に「やんばる野生生物保護センター」を設置している。また、2004 年には「ヤン

バルクイナ保護増殖事業計画」が環境省等によって策定され、生息状況調査の実施や飼育

下繁殖施設が建設（2009 年）され、ファウンダーの確保と飼育繁殖技術の開発が行われて

いる（環境省，2014）。国頭村、大宜味村、東村では、ネコの適正飼養のための条例が施

行されている。34 

 

表● 世界の無飛力のクイナ類  

 種名 学名 分布 位置 IUCN 

① モーリシャスクイナ Aphanapteryx bonasia モーリシャス島(モーリシャス) 南半球 EX 

② セレベスクイナ Aramidopsis plateni スラウェシ島(インドネシア) 南半球 VU 

③ マメクロクイナ Atlantisia rogersi イナクセシブル島(イギリス領) 南半球 VU 

④ チャタムクイナ Cabalus modestus 
チャタム諸島(ニュージーラン

ド) 
南半球 EX 

⑤ ロドリゲスクイナ Erythromachus leguati ロドリゲス島(モーリシャス) 南半球 EX 

⑥ オニオオバン Fulica gigantea 
ペルーからチリ北部、ボリビア 

アルゼンチン北西部アンデス高地  
南半球 LC 

⑦ Gough moorhen Gallinula comeri ゴフ島(イギリス領) 南半球 VU 

⑧ トリスタンバン Gallinula nesiotis 
トリスタンダクーニャ(イギリス

領) 
南半球 EX 

⑨ ニュージーランドクイナ Gallirallus australis ニュージーランド 南半球 VU 

⑩ カラヤンクイナ Gallirallus calayanensis カラヤン島(フィリピン) 北半球 VU 

⑪ ニューカレドニアクイナ Gallirallus lafresnayanus ニューカレドニア島(フランス) 南半球 CR 

⑫ ヤンバルクイナ 

Gallirallus okinawae  

(IUCN-RL:Hypotaenidia okinawae)  

(環境省RL：Gallirallus okinawae ) 

沖縄島北部 北半球 EN 

⑬ ロードハウクイナ Gallirallus sylvestris ロードハウ島(オーストラリア) 南半球 EN 

⑭ ハルマヘラクイナ Habroptila wallacii ハルマヘラ島(インドネシア) 北半球 VU 

⑮ チャタムシマクイナ Hypotaenidia dieffenbachii チャタム諸島(ニュージーランド) 南半球 EX 

⑯ ニューブリテンクイナ Hypotaenidia insignis 
ニューブリテン島 

(パプアニューギニア) 
南半球 NT 

⑰ グアムクイナ Hypotaenidia owstoni  グアム島(アメリカ) 北半球 EW 

                                                   
34 （編注）詳細については 4 章  保全状況と影響要因で記述予定。  
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 種名 学名 分布 位置 IUCN 

⑱ タヒチクイナ Hypotaenidia pacifica 
ソシエテ諸島 

(フランス領ポリネシア) 
南半球 EX 

⑲ フィジークイナ Hypotaenidia poeciloptera フィジー諸島 南半球 EX 

⑳ ロビアナクイナ Hypotaenidia rovianae ソロモン諸島 南半球 NT 

㉑ ウェーククイナ Hypotaenidia wakensis ウェーク島(アメリカ領) 南半球 EX 

㉒ New Guinea Flightless Rail Megacrex inepta 
インドネシア 

パプアニューギニア 
南半球 NT 

㉓ サモアオグロバン Pareudiastes pacificus サモア(アメリカ) 南半球 CR 

㉔ 
サンクリストバルオグロバ

ン 
Pareudiastes silvestris ソロモン諸島 南半球 CR 

㉕ ロードハウセイケイ Porphyrio albus ロードハウ島(オーストラリア) 南半球 EX 

㉖ 
タ カ ヘ （ South Island 

Takahe） 
Porphyrio hochstetteri ニュージーランド南島 南半球 EN 

㉗ North Island Takahe Porphyrio mantelli ニュージーランド北島 南半球 EX 

㉘ タスマニアバン Tribonyx mortierii タスマニア島(オーストラリア) 南半球 LC 

㉙ ヘンダーソンクイナ Zapornia atra ヘンダーソン島(イギリス領) 南半球 VU 

㉚ ナンヨウコクイナ Zapornia monasa コスラエ島(ミクロネシア連邦) 北半球 EX 

㉛ レイサンクイナ Zapornia palmeri レイサン島(ハワイ諸島西部) 北半球 EX 

㉜ ハワイクイナ Zapornia sandwichensis ハワイ島 北半球 EX 

※種の並び順は学名のアルファベット順。EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧 IA 類、 

EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、LC：軽度懸念  

 

図● 世界の無飛力のクイナ類の分布（番号は表●と対応） 
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③ノグチゲラ（Dendrocopos noguchii ，日本鳥類目録改訂第 7 版では Sapheopipo 

noguchii） 

沖縄県の「県鳥」でもあるノグチゲラは、沖縄島に固有の中型のキツツキである。一属

一種のノグチゲラ属（Sapheopipo 属）と分類されてきたが、羽衣の模様や胴体部の解剖

学的特徴がアカゲラ属（Dendrocopos 属）と類似し、Winkler et al.（2005）は、分子系

統解析の結果から、本種をアカゲラ属に分類すべきと指摘している。 

本種の主要な生息地は、イタジイスダジイの優占する常緑広葉樹の老齢林である。胸高

直径約 20cm 以上の心材腐朽した大径木や立ち枯れ木で営巣する。明治時代以前は沖縄島

中部の恩納村まで生息していたとされるが、第二次世界大戦以降、開発に伴う大規模な森

林伐採や道路整備林道建設、農地開発、ダム建設などが行われ、老齢の常緑広葉樹林の面

積が激減したため、分布域が大きく縮小し35、現在の分布域は推薦地の沖縄島北部（やん

ばる地域）の一部のみである（環境省，2014）。1980 年代までに急速に個体数が減少し、

現在は少ない底の状態で安定していると推定され（環境省，2014）、個体数は約 320～390

羽36と推定されている（安座間・石田、1997）。近年、主生息地周辺の二次林への分布拡

大もみられるが、二次林での営巣密度は低い（環境省，2014）。 

ノグチゲラは、IUCN のレッドリスト（20152）において CR（絶滅危惧ⅠA 類）、環境

省のレッドリスト（2012）でも絶滅危惧ⅠA 類（CR）に記載されている。1977 年に文化

財保護法による国指定特別天然記念物に指定され、1993 年に種の保存法絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存に関する法律による国内希少野生動植物種に指定されている。

1998 年に保護増殖事業計画が策定され、1999 年より標識個体の追跡調査が実施されてい

る。沖縄県および環境省によるマングースを中心とした外来種対策事業が実施されている。

東村では、営巣地への立ち入り制限を含む「ノグチゲラ保護条例」が 2010 年に施行され

ている。37 

 

④アマミヤマシギ（Scolopax mira） 

奄美群島と沖縄諸島のみで生息が確認されているシギ科（Scolopacidae）の固有種であ

る。繁殖が確認されているのは推薦地の奄美大島（周辺離島の加計呂麻島を含む）と徳之

島のみである。推薦地の沖縄島北部（やんばる地域）には少数が通年周年生息する（環境

省，2014）。 

常緑広葉樹二次林・壮齢林の混在域や、常緑広葉樹の風衝低木林、原生的な常緑広葉樹

                                                   

35 （編注）詳細は 4 章  保全状況と影響要因で記述する。  

36 （編注）環境省 RDB2014 では、「1990 年前後に行われた調査結果から、200 つがい未満の営巣数と、

最大 500 羽程度の生息個体がいる可能性が示唆されている」と記述しているが、元文献が不明。  
37 （編注）詳細は 4 章  保全状況と影響要因で記述する。4 章  保全状況と影響要因で記述か？  



 

77 

 

林域で、繁殖期の生息密度が高い傾向にある（環境省，2014）。林縁や林内の草藪に地上

営巣し、活動時間帯は主に夜間、地上でミミズなどを採食する。  

個体数に関するデータは乏しいが、奄美大島ではマングースの個体数と分布域の増加に

伴い、島の中部の金作原周辺や東北部の笠利半島では 1990 年代には生息密度が著しく低

下していたが、防除事業によって島全域でマングースが低密度化した 2010 年前後には、

金作原周辺でも少数個体が観察されるようになった。ただし、回復傾向はゆっくりしてい

る。笠利半島では近年、繁殖記録も得られている（環境省，2014）。 

IUCN レッドリスト（20152）で VU（絶滅危惧Ⅱ類）および環境省レッドリスト（2012）

では、絶滅危惧Ⅱ類（VU）として記載されている。1993 年に種の保存法絶滅のおそれの

ある野生動植物の種の保存に関する法律による国内希少野生動植物種に指定されている。

1999 年に保護増殖事業計画が策定され、生息状況の把握・モニタリングが行われている。 

 

 

3）その他の重要な特徴 

 上記の固有種および希少種以外に、推薦地を含む奄美群島および琉球諸島の特徴として、

この地域に固有な亜種が多いことが挙げられる。例えば、環境省レッドリストで絶滅危惧

種とされ種の保存法絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律による国内希

少野生動植物種に指定されているアカヒゲ（VU）およびホントウアカヒゲ（EN）、オオ

トラツグミ（VU）、オーストンオオアカゲラ（VU）が挙げられる。このほか、コゲラ

（Dendrocopos kizuki：地域内で 3 亜種）、ヒヨドリ（Hypsipetes amaurotis：大東諸島

を含む地域内で 5 亜種）、シジュウカラ（Parus minor：地域内で 3 亜種）など、普通種

であっても島ごとや地域ごとに色や大きさが異なり、亜種化している種類が多い 38ことが、

推薦地の鳥類相の特徴である。  

 

①アカヒゲ（Luscinia komadori） 

 種アカヒゲ（Luscinia komadori）は、推薦地を含む奄美群島および琉球諸島のほか、

九州の男女群島やトカラ列島の森林に分布するヒタキ科（Muscicapidae）の日本固有種で

ある。 

 基亜種アカヒゲ（L. k. komadori、環境省レッドリスト：VU）は、推薦地の奄美大島（周

辺離島含む）と徳之島のほか男女群島やトカラ列島で繁殖している（関，2012）。奄美大

島と徳之島では留鳥の個体と渡り鳥の個体が混在する。トカラ列島の繁殖集団は渡り鳥で、

冬季にはほぼ全ての個体が繁殖地から渡去する。渡り鳥の個体は宮古島から与那国島にか

                                                   
38 （編注）高木昌興（2007）鳥類の保全における単位について－生態学的側面からの考察 . In 保全鳥類

学 . 京大出版会 .で、「南西諸島には日本の固有種 9 種、固有の 45 亜種を産する」として一覧表を示して

いる。範囲が異なるので、種リスト作成後に精査すれば、全亜種数が出せる可能性がある。  
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けての先島諸島地域で越冬している（Seki and Ogura，2007）。 

沖縄島には別亜種のホントウアカヒゲ（L. k. namiyei，環境省レッドリスト：EN）が

生息するが、これは留鳥であり、基亜種アカヒゲと繁殖分布域は重ならない。先島諸島に

は別亜種のウスアカヒゲ39（L. k. subrufus）が過去に分布したとの見解もあるが、信頼で

きる根拠はない（関，2005）。亜種アカヒゲ（L. k. komadori）と亜種ホントウアカヒゲ

（L. k. namiyei）とは遺伝的分化の程度が大きく（Seki et al.，2007）、島嶼間の種分化

を考える上で重要性が高い。  

1970 年に種アカヒゲが文化財保護法による国指定天然記念物に指定され、1993 年に全

亜種が種の保存法絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律による国内希少

野生動植物種に指定されている。  

 

②オオトラツグミ（Zoothera dauma major） 

 オオトラツグミは、推薦地の奄美大島（周辺離島の加計呂麻島を含む）のみに生息する、

ヒタキ科（Muscicapidae）のトラツグミ（Zoothera dauma）の固有亜種である。環境省

レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類（VU）として記載されている。日本本土には別亜種トラツ

グミ（Z. d. aurea）が生息し、奄美大島では 9 月～4 月頃まで越冬して、オオトラツグミ

と同所的に生息する。オオトラツグミはトラツグミと体の大きさや尾羽の形態が明確に異

なり、さえずりが独特で繁殖隔離が完全に成立している（環境省，2014）。東アジアから

東南アジアやヒマラヤ山地に渡って広く分布するトラツグミ近縁個体群との系統関係は未

解明だが、推薦地の価値である大陸島の島嶼における隔離と種分化の過程を検証する上で、

本種の亜種全体の系統や分化程度の研究は重要と考えられる。  

 オオトラツグミは樹冠が閉鎖し林床湿度の高い壮齢の常緑広葉樹林で繁殖する。1960～

80 年代にこのような壮齢の常緑広葉樹林の減少と分断が急速に進んだが、1990 年代以降

の伐採量が低下し、森林は回復しつつある。地元の NPO 法人奄美野鳥の会が主体となっ

て 1997 年頃から毎年、繁殖期の個体数調査を実施しており、繁殖個体群は 2006 年頃から

増加傾向にある（環境省，2014）。本種は 1971 年に文化財保護法による国指定天然記念

物に指定されている。また、1993 年に種の保存法絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律による国内希少野生動植物種に指定され、1999 年に保護増殖事業計画が策

定され、生息状況の把握・モニタリングが行われている。  

 

③オーストンオオアカゲラ（Dendrocopos owstoni，日本鳥類目録改訂第 7 版では

Dendrocopos leucotos owstoni） 

 種オオアカゲラ（Dendrocopos leucotos）はユーラシア地域に広く分布し、日本には本

                                                   
39 （編注）日本鳥類目録第 7 版では絶滅扱い。環境省 RL2012 では情報不足（DD） 
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亜種の他に 3 亜種（エゾオオアカゲラ：（D. l. subcirris）、オオアカゲラ：（D. l. stejnegeri）、

ナミエオオアカゲラ：（D. l. namiyei）が分布する。、オーストンオオアカゲラの 4 亜種

が分布するとされてきた。一方で、奄美大島のオーストンオオアカゲラは、他亜種とは羽

色等の形態差が不連続に大きいことを重視し、近年、奄美大島に固有の独立種と見なされ

る場合もあるされた（del Hoyo & Collar, 2014；Birdlife International の Web サイト）。

は種内で最大の亜種で、羽毛が著しく暗色であることで他の亜種と明確に区別される。推

薦地の奄美大島にのみ分布する固有亜種で、本種は主に照葉樹天然林で繁殖し、心材腐朽

木も比較的多いと考えられるスダジイの壮齢～老齢木の幹に穴を穿って営巣する例が多い。

営巣やねぐらのためには大径木のある森林を必要とする。1960～80 年代に営巣やねぐら

木として重要な大径木のある高齢の常緑広葉樹林が減少、分断化されて個体数は減少した

状態が続いていると推測されている（環境省，2014）。 

 本種は 1971 年に文化財保護法による国指定天然記念物に指定され、1993 年に種の保存

法絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律による国内希少野生動植物種に

指定されている。  

 

④カンムリワシ（Spilornis cheela perplexus） 

カンムリワシ（Spilornis cheela perplexus）は、推薦地の西表島を含む八重山列島（西

表島、石垣島、与那国島）に通年生息し、西表島と石垣島では繁殖が確認されている（環

境省，2014；佐野，2012）。成鳥は、まとまりのある森林地帯と河川やマングローブ林な

どの湿地帯が隣接した環境を好む。主に森林地帯で営巣し、湿地帯で餌を捕らえる。また、

水田や牧草地、サトウキビ畑などの開けた二次的環境も採餌場所に利用している。両生類、

爬虫類、小型哺乳類、鳥類、魚類、甲殻類、昆虫類，ムカデ類、サソリモドキ類、ミミズ

類など多様な動物を利用する（佐野，2012）。推薦地の西表島では、面積の小規模な島嶼

生態系の中で、イリオモテヤマネコと並ぶ高次捕食者の位置を占めている。  

種カンムリワシ（S. cheela）はインドから東南アジア、中国南部、台湾などに広く分布

し 21 亜種に分けられ、本亜種はその中で北限に分布する（環境省，2014）。近年、別種

S. perplexus とする見解も提示されている（Ferguson-Lee＆Christie 2001）。世界規模で

種を対象に評価した IUCN レッドリスト（2014）では絶滅のおそれは低い（LC：軽度懸

念）が、本亜種を対象に評価した環境省レッドリスト（2012）では最も高い CR（絶滅危

惧 IA 類）と評価されている。1972 年に国指定天然記念物に、1977 年に国指定特別天然

記念物に指定され、1993 年に国内希少野生動植物種に指定されている。  
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2. a. 4. 3. 爬虫類 

 

1）爬虫類相の特徴 

①種の多様性40 

 爬虫類では、日本全国から合計 2 目 15 科 104 種・亜種（外来種を含む）が記録されて

いるが、推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島にはその 75％に相当する 2 目 11 科 72 種・

亜種が分布している。研究の進展により、近年も新種の発見は相次いでいる（例えば、タ

カラヤモリ、アマミヤモリ［Toda et al., 2008］、サキシマキノボリトカゲ［Ota, 2003］）。 

推薦地の「奄美・琉球」（奄美大島、徳之島、沖縄島北部、西表島）には、このうち XX

種が分布しており、この地域の爬虫類における主要な生息場所となっている。  

すなわち、琉球列島推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島は爬虫類において種の多様性が

高い地域ということができる。  

 

表● 「奄美・琉球」で確認されている爬虫類の種数（亜種を含む41） 

 

 

 奄美群島及び琉球諸島に分布する陸生種においては、固有種が非常に多く、分布する 58

種のうち、ヤモリ科のオンナダケヤモリとミナミヤモリ、タシロヤモリ、オガサワラヤモ

リ、トカゲ科のミヤコトカゲとアオスジトカゲ、ナミヘビ科のアカマダラとシュウダの計

8 種を除く 47 種が固有種となっている。固有種率は約 81％に達する。 

                                                   
40 （編注）対象地域を明確にして、最新情報を反映させる必要有り。  
41 （編注）哺乳類等と表の形式を揃える必要あり 

「奄美・琉球」 環境省 IUCN
絶滅危惧種 絶滅危惧種

在来種 在来種 固有種 RL(2012) RL(2012)
トカゲ亜目

ｳﾐｶﾞﾒ科 5 5 5 5 0 3 5
ｵｻｶﾞﾒ科 1 1 1 1 0 0 0
ｲｼｶﾞﾒ科 6 5 3 3 3 2 3
ﾇﾏｶﾞﾒ科 1 0 1 0 0 0 0
ｽｯﾎﾟﾝ科 1 1 1 0 0 0※ 0
ﾄｶｹﾞﾓﾄﾞｷ科 5 5 5 5 5 5 5
ﾔﾓﾘ科 14 12 9 7 3 1 0
ｱｶﾞﾏ科 3 3 3 3 3 2 0
ｲｸﾞｱﾅ科 1 0 1 0 0 0 0
ﾄｶｹﾞ科 14 14 10 10 6 5 0
ｶﾅﾍﾋﾞ科 6 6 4 4 3 2 1

ヘビ亜目
ﾒｸﾗﾍﾋﾞ科 1 0 1 0 0 0 0
ﾅﾐﾍﾋﾞ科 27 26 20 18 16 8 2
ｺﾌﾞﾗ科 12 12 12 12 4 5 0
ｸｻﾘﾍﾋﾞ科 7 6 5 4 4 0 0

104 96 81 72 47 33 16合計

日本全土 「奄美・琉球」
科名
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 奄美群島及び琉球諸島においてはの、在来爬虫類 72 種陸生種のうち、IUCN のレッド

リスト（20152）には 167 種（亜種を含む）が絶滅危惧種として記載されている。そのう

ち推薦地域については、EN（絶滅危惧 IB 類）のリュウキュウヤマガメ、ヤエヤマイシガ

メ、ヤエヤマセマルハコガメ、クロイワトカゲモドキ（種オビトカゲモドキ42、亜種イヘ

ヤトカゲモドキ、マダラトカゲモドキ、クメトカゲモドキを含む）、VU（絶滅危惧 II 類）

のアマミタカチホヘビの、5 種（9 種・亜種）が分布している。  

また、環境省のレッドリスト（2012）には 33 種が絶滅危惧種として記載されている（こ

の地域では人為的分布の可能性の高いスッポンを除く）43。日本全土で環境省のレッドリ

スト（2012）に絶滅危惧種として記載されている爬虫類は 36 種・亜種であるが、その約

92%が奄美群島及び琉球諸島に分布している。  

 

②陸生爬虫類の分布の特徴 

 奄美群島及び琉球諸島の陸生爬虫類相は、中琉球と南琉球とで、単一の島嶼ないし島嶼

群における固有化のパタンパターンが異なっていることによって特徴づけられる。  

 中琉球には、遺存固有種が多く生息している。すなわち、リュウキュウヤマガメやクロ

イワトカゲモドキ、バーバートカゲ、キクザトサワヘビ等はこの地域のみに分布する固有

種で、さらにこれらの近縁種は隣接する南琉球や台湾ではなく、遠く離れた大陸の内陸部

にしか見ることができない。これらの種は古い時代に侵入して地理的分断等により中琉球

に隔離された後、南琉球などの周辺島嶼にいた姉妹種が絶滅したため、現在は孤立して遺

存の状態になっていると考えられる（例えば、Ota, 1998）。 

 一方、南琉球の爬虫類は、台湾や大陸の沿岸部に近縁種をもつものが大部分を占める。

例えば、ヤエヤマセマルハコガメは台湾等のタイワンセマルハコガメ、サキシマスベトカ

ゲは台湾のタイワンスベトカゲと、サキシマスジオは台湾等のタイワンスジオと、それぞ

れ同種別亜種の関係にある。これらは、台湾から南琉球に分布していた共通祖先が、比較

的最近の島嶼化によって隔離されたことにとよって分化したと考えられる。  

 中琉球と南琉球に共通して分布している種はほとんどなく、両地域に分布している爬虫

類は広域分布種であるヤモリ科の 3 種のみである。このようなことから、中琉球と南琉球

の間にある慶良間海裂が、奄美群島及び琉球諸島の陸生爬虫類の固有化に重要な役割を果

たしたことがうかがえる。  

 

                                                   
42 オビトカゲモドキは IUCN レッドリストではクロイワトカゲモドキの亜種として扱っているが、

Honda et al. (2014)により独立種として記載された。  
43 この地域では人為的分布の可能性の高いスッポンを除く。  
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図● 琉球列島の陸生爬虫類の分布(戸田守、琉球大学熱帯生物圏研究センター ) 

 

2）種群ごとの特徴 

 

① ハブ類 

 ハブ属は東アジアと東南アジアにみられ、奄美群島及び琉球諸島においては、奄美群島

島と沖縄諸島にはハブが、八重山諸島にはサキシマハブが、台湾と大陸にはタイワンハブ

が分布している。また、奄美群島の北、トカラ構造海峡南に位置する宝島及び小宝島には

トカラハブが分布する。分子系統学的解析によれば、中琉球のハブとトカラハブはクラス

ターを形成し、南琉球のサキシマハブは台湾のタイワンハブとクラスターをつくることが

示された。また、ハブ＋トカラハブは、サキシマハブ＋タイワンハブではなく、大陸内部

に離れて分布するナノハナハブ（ジェルドンハブ）に近縁であることがわかった。これは、

中琉球のハブ＋トカラハブは、鮮新世の生き残りで、現在は遺存固有の状態にあることを

示唆している（Toda et al., 1999, Tu et al.,2000）。 
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図● ハブとその近縁種の系統生物地理学的な関係（疋田，2003） 

 

②クロイワトカゲモドキ種群 

 中琉球に分布するクロイワトカゲモドキ種群は、同属の近縁群が近隣の島嶼には分布せ

ず、中国南部やベトナムに離れて分布している遺存固有の種群である（例えば、Ota, 1998）。

さらに、近年の系統解析により、中琉球の中でも高度に多様化していることが分かってき

た。 

 Honda et al., (2014)は、本種が分布する全８島の個体を対象に分子生物学的手法による

解析を行い、徳之島の亜種集団（オビトカゲモドキ）と沖縄島諸島分布する 4 亜種との間

に大きな遺伝的分化があることを示した。それ以前は両者は同種別亜種の関係とされてい

たが、この結果に基づき、オビトカゲモドキは独立種に格上げされた。また、沖縄諸島の

中にも 6 つの独立の系列があり、亜種クロイワトカゲモドキとマダラトカゲモドキはそれ

ぞれ単系統群ではないことなどがわかった（図１）。沖縄島南部産クロイワトカゲモドキ＋

伊江島産マダラトカゲモドキ、渡嘉敷島産マダラトカゲモドキについては、それぞれ未記

載群の可能性がある。  

 また分岐年代推定では、本種は従来考えられていたよりもずっと古い時代に分化したも

ので、始新世（51.9Ma5190 万年前頃）には大陸の近縁群から既に分化していたこと、ま

た中琉球の中では中新世（14.5Ma1450 万年前頃）には奄美群島集団が分かれたこと、ま

た沖縄諸島の中の主おもな分化も鮮新世（3.9Ma390～600 万年前 6 頃）に起こったことな

どが示唆された（図１）。 

 最近の古生物学的分析によると、おそらく人為的要因で絶滅したものの、与論島にもご
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く最近まで固有の亜種が生息していたことを示す証拠が発見されるなど（Nakamura et 

al., 2014）、本群の進化には依然として興味深いテーマが残されている。  

 

 

図● ミトコンドリア DNA 遺伝子の解析に基づくクロイワトカゲモドキの系統樹．数字

は分岐年代を、箱は 95%の信頼区間を表す。  

 

 

② ニホントカゲ種群 

 琉球列島には複数のトカゲ属（Plestiodon）が分布している。分子生物学的手法による

系統解析によると、中琉球のオキナワトカゲとオオシマトカゲ、南琉球のイシガキトカゲ、

尖閣諸島や台湾や大陸に分布するアオスジトカゲがクラスターをつくる（Honda et al., 

2008; Brandley et al., 2012）一方、中琉球に分布するバーバートカゲは遺存種で、本土の

オカダトカゲ＋ニホントカゲと近縁であることが示された（Honda et al., 2008; Brandley 

et al., 2012）。 

 また、大型種であるキシノウエトカゲは、南琉球の固有種であるが、これに近縁なのは

台湾等に分布するシナトカゲであることが示された（Honda et al., 2008; Brandley et al., 

2012）。 
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図● トカゲ属の系統樹 
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2. a. 4. 4. 両生類 

 

1）両生類相の特徴 

①種の多様性44 

 両生類では、日本全国から合計 2 目 9 科 71 種（76 種・亜種）が記録されているが、推

薦地を含む奄美群島及び琉球諸島には、その 33.8％に相当する 2 目 6 科 24 種（25 種・亜

種）の両生類が分布している（外来種を除く）。推薦地の「奄美・琉球」（奄美大島、徳之

島、沖縄島北部、西表島）には、このうち XX23 種（24 種・亜種）が分布しており、この

地域の両生類における主要な生息場所となっている。  

 「奄美・琉球」の両生類の内訳は、無尾類ではアマガエル科 1 種、アカガエル科 X12 種、

ヌマガエル科 2X 種、アオガエル科 4X 種（5 種・亜種）、ヒメアマガエル科 1X 種と、日

本全土でみられる無尾類 XX7 科 4241 種のうち半数以上（53.754.8%）が分布している。

一方で有尾類においては、日本本土で高度に多様化しているサンショウウオ科は奄美群島

及び琉球諸島には分布せず、「奄美・琉球」にはイモリ科が 2 種分布しているだけである。 

 推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島に在来の両生類 24 種（25 種・亜種）のうち、IUCN

のレッドリスト（20152）には、イボイモリ、シリケンイモリ、アマミイシカワガエル、

オキナワイシカワガエル、オットンガエル、ホルストガエル、ナミエガエル、アマミハナ

サキガエル、ハナサキガエル、オオハナサキガエル、コガタハナサキガエル、ヤエヤマハ

ラブチガエルの 1012 種が EN（絶滅危惧 IB 類）として記載され、そのすべてが推薦地「奄

美・琉球」に分布している。、また、環境省のレッドリスト（20152）には XX 種が、それ

ぞれ掲載されている。推薦地にはこの大部分が分布しており、これらの絶滅危惧種にとっ

て主要な生息場所となっている。  

 

表● 「奄美・琉球」の両生類の確認種数等45 

 日本全土 ｢奄美・琉球｣ ｢奄美・琉球｣ ｢奄美・琉球｣ ｢奄美・琉

球｣ 

      環境省 RL IUCN RL 

  在来種  在来種 固有種 (2012) (20152) 

有尾目        

ｻﾝｼｮｳｳｵ科 28 27 0 0 0   

ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ科 1 1 0 0 0   

ｲﾓﾘ科 3 3 2 2 1   

無尾目        

ﾋｷｶﾞｴﾙ科 6 4 0 0 0   

ｱﾏｶﾞｴﾙ科 2 2 1 1 0   

ｱｶｶﾞｴﾙ科 26 25 12 11 5   

                                                   
44 （編注）対象地域を明確にして、最新情報を反映させる必要有り。  
45 （編注）哺乳類等と表の形式を揃える必要あり 
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ﾇﾏｶﾞｴﾙ科 3 3 3 3 1   

ｱｵｶﾞｴﾙ科 9 8 5 5 0   

ﾋﾒｱﾏｶﾞｴﾙ科 1 1 1 1 0   

合計 78 75 24 23 7   

※ 絶滅危惧種は、VU, EN, CR をカウント 

 

 

②固有種、生物地理学的特徴 

 推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島の両生類は、高い固有率によって特徴付けることが

できる。奄美群島及び琉球諸島には在来の 23 種（24 種・亜種）の両生類が分布するが、

このうち 19 種（82.679.2％）が、この地域以外には分布しない固有種である。推薦地に

は、このうち 22XX 種（23 種・亜種）が分布している。  

 推薦地の奄美大島、徳之島、沖縄島のような奄美群島及び琉球諸島の中の沖縄諸島（中

琉球）の大きな島には、遺存固有種が多く生息している。例えば、森林の渓流に見られる

大型のカエル類であるイシカワガエル種群、ホルストガエル種群、ナミエガエルでは、い

ずれも近縁種を周辺の島嶼に見ることができない。この傾向は有尾類においても同様で、

イボイモリの近縁種は大陸内陸部に、シリケンイモリの近縁種は日本本土に、それぞれ遠

く離れて分布している。これらの遺存固有種は、古い時代に奄美群島及び沖縄諸島に侵入

し、その後、この地域に孤立して取り残された集団の子孫と考えられている（例えば、Ota, 

199X）。 

 一方で、これらの種群では、奄美大島を含む奄美群島と沖縄島を含む沖縄諸島との間で

も比較的大きく分化している場合があることもわかってきた。現在、ハナサキガエル種群

やイシカワガエル種群、オットンガエル種群、リュウキュウアカガエル種群などにおいて

は、両地域の集団はそれぞれ別種とされている（Kuramoto et al., 2011, Matsui, 2011）。 

 過去の研究では、西表島を含む琉球諸島の南部の先島諸島（南琉球）に分布する種は、

地理的距離の近い台湾に近縁種を持つとされてきた（Ota, 1998）。しかし、近年の分子生

物学的解析によれば、台湾と西表等の集団は古い時代に分岐し、その後交流しなかった可

能性があることが指摘されている（ヒメアマガエル : Matui et al., 2005; リュウキュウカ

ジカガエル: Tominaga et al., in press）。 

 一般に小さな島嶼では、陸水が乏しいため、繁殖（産卵期、幼生期）にまとまった水域

を必要とする両生類にとっては、生息に十分な環境が揃いにくい。しかし、推薦地を含む

奄美群島及び琉球諸島においては、同緯度の他地域とは異なり、モンスーンや台風、海流

等の影響により湿潤な亜熱帯雨林が形成されるため、豊かな両生類相が形成されたと考え

られる。一方で、乏しい耐塩性や特定の環境に依存して生息するという両生類の特徴は、

島嶼化や環境の分断化などによって、種分化が起こりやすいと考えられる。したがって両

生類は、複雑な奄美群島及び琉球諸島の地史をもっともよく反映している種群として、生
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物地理学の重要な研究対象となっている。  

 

2）種群ごとの特徴 

①ニオイガエル類 

 ハナサキガエル種群においては、奄美大島と徳之島にアマミハナサキガエル、沖縄島に

ハナサキガエル、西表島と石垣島にはコガタハナサキガエルとオオハナサキガエルが分布

している。また、台湾にはこれらに形態が似たスインホーガエルが分布している。また、

イシカワガエル種群においては、アマミイシカワガエルが奄美大島に、オキナワイシカワ

ガエルが沖縄島にそれぞれ分布しているが、イシカワガエル種群の近縁種は、長い間わか

っていなかった。Matsui et al. (2005）は、イシカワガエル種群とハナサキガエル種群を

含む、琉球列島からインドネシアに分布するアカガエル科 17 種を対象としてミトコンド

リア DNA（12SrRNA、16SrRNA）の解析を行い、イシカワガエル種群もハナサキガエル

種群も、中国から東南アジアにかけて広く分布するニオイガエル種群に含まれることを示

した。ただし、イシカワガエル種群は、かなり比較的早い段階で他群から分岐したことも

わかった（中新世の中期から後期：18Ma00～7.90 万年前 Ma）。イシカワガエル種群は、

その後、鮮新世から更新世（3.20Ma～1.50 万年前 Ma）に、奄美大島集団と沖縄島集団が

分岐したと考えられる。 

 一方、ハナサキガエル種群は、中新世後期（12.30Ma～5.40 万年前 Ma）に、大陸から

陸橋を伝って台湾および「奄美・群島及び琉球」諸島に入ってきたと推定される。その後、

中新世後期から鮮新世初期（9.30Ma～4.10 万年前 Ma）に南北に大きく分化し、南の集団

は更新世に台湾集団（スインホーガエル）と八重山諸島集団（コガタハナサキガエル）に、

北側の集団は鮮新世初期にオオハナサキガエルとそれ以外（アマミハナサキガエル＋ハナ

サキガエル）に分岐したと推定された。オオハナサキガエルは更新世になって、既にコガ

タハナサキガエルが分布していた八重山諸島に侵入したと考えられている。  

 八重山諸島でコガタハナサキガエルとオオハナサキガエルが共存できるのは、移入年代

の違いと、体サイズの違い等により生態的競争が回避されたためと考えられている

（Matsui, 1994）。 
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図● ニオイガエル類を中心とする琉球から東南アジアのアカガエル科の系統樹（最尤法）．

数字は、NJ 法、MP 法、ML 法によるブートストラップ値を示す。  

出典：Matsui et al. (2005) Mol. Phylogen. Evol. 37: 733-742. 

 

 

②リュウキュウカジカガエル 

 リュウキュウカジカガエルは、台湾から北トカラの間までの中琉球と南琉球琉球列島の

ほぼ全域に分布する唯一の両生類である。Tominaga et al. (in press) は、ミトコンドリア

DNA を用いた分子生物学的解析を実施した。この結果、本種は大きく３つの系統（台湾

南部集団、台湾北部＋南琉球集団、中琉球＋トカラ列島集団）に分けられ、分類学的には、

それぞれ独立種の可能性があることを指摘した。台湾北部＋南琉球集団と中琉球＋トカラ

列島集団との分岐年代は、10.63 (8.30–12.57) MaYA または 6.40 (4.36-8.82)MaYA と推

定された。中琉球＋トカラ列島集団の中では、沖縄島と与論島との間で沖縄諸島集団とそ

れ以外の集団に分けられ、その分岐年代は 6.07 (3.81-7.75) MaYA または 3.21 (1.77-4.97) 

MaYA と推定された。一連の分岐年代は、他の両生類や爬虫類でみられるパタンパターン

と概ね一致していた。  

 また、本種は、トカラギャップを超えて分布している唯一の両生類であるが、今回の解

析結果から、これが人為によるものではなく、ラフティングなどの自然現象により海峡を

越えたものと推測された（Tominaga et al. in press）。本種は、様々な環境に生息し、海

岸近くの河口部にも産卵することが知られている（原村 , 2007）。幼生や卵の耐塩性は高く

はないものの、本種は海岸部にも高密度に生息することと関係がある可能性が指摘されて

いる（Tominaga et al. in press）。 

アマミイシカワガエル（奄美大島） 
オキナワイシカワガエル（沖縄島） 
アマミハナサキガエル（奄美大島） 
アマミハナサキガエル（徳之島） 
ハナサキガエル（沖縄） 
オオハナサキガエル（西表島） 
オオハナサキガエル（石垣島） 
コガタハナサキガエル（西表島） 
コガタハナサキガエル（石垣島） 
スインホーガエル（台湾） 
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図● ミトコンドリア DNA（Cyt c + 16S rRNA の 2065 塩基対）の解析によって得られ

たリュウキュウカジカガエルの分子系統樹（出典：Tominaga et al., in press. Zool. Sci.） 

 

 

③イモリ類 

 有尾目では、イモリ科のシリケンイモリとイボイモリの 2 種が生息するだけであるが、

ともに奄美群島及び琉球諸島の北部の限られた島嶼にのみ生息している固有種である。  

 イボイモリの分布域は特に狭く、奄美大島、請島、徳之島、沖縄島、瀬底島、渡嘉敷島

にのみに生息が確認されている。本種は原始的な形質を多く残し、近縁種は中国にのみ生

息していることから、大陸起源の種類が島嶼内に隔離されて独自に進化し、近隣地域の近

縁種が絶滅してしまった、いわゆる遺存固有種と考えられている。さらに、奄美諸島と沖

奄美諸島北部 
＋トカラ列島 

奄美諸島南部 

奄美諸島＋トカラ列島 

沖縄諸島 

南琉球 

台湾北部 

台湾南部 

台湾北部＋南琉球 

中琉球＋北琉球 
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縄諸島の集団の間の遺伝距離が大きいことから、両者は長期間隔離されていたと考えられ

ている（Honda et al., 2010） 

 シリケンイモリは日本本土に分布するアカハライモリ近縁であるが、新第三紀中新生中

期（1300 万年前 Ma～1200 万年前 Ma）に分岐したと推定されている（Tominaga et al., 

2013)。さらに、奄美群島と沖縄諸本島のグループとの間でも遺伝的分化が大きく、隔離

された期間が長いことが指摘されている（Tominaga et al., 2013)。 

 

図● イボイモリの分子系統樹  

（出典：Honda et al., 2012. MPE） 
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図● シリケンイモリの分子系統樹  

（出典：Tominaga et al., 2010. MPE） 
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2. a. 4. 5. 陸水性魚類 

 

1）陸水魚類相の特徴 

琉球列島南西諸島の陸水性魚類は 27 目 110 科 678 種46の魚類が確認されている（吉郷, 

2013）。このうち、ほぼ淡水域で生活史を終える純淡水魚が 59 種（全体の 9％）、生活史の

ある時期に規則的に川と海の間を回遊する通し回遊魚が 56 種（8％）、浮遊期を除き汽水域

を中心とした水域に定住する汽水性魚類が 143 種、主要な生息域は海域だが、生活史の一

部で陸水域を利用する周縁性淡水魚が 86種（13％）、偶発的に侵入した海産魚類 334種（49％）

を占める。したがって、偶発的に侵入した海産魚類を除いた●目●科 344 種が、本来の意

味で琉球列島南西諸島の陸水域の魚類相を表していると考えられる。  

これらの陸水性魚類の内、絶滅危惧ⅠA 類として 39 種、絶滅危惧ⅠB 類として 18 種、

絶滅危惧Ⅱ類として 15 種の計 72 種が環境省のレッドリストで絶滅危惧種として掲載され

ており、これは日本の絶滅危惧種全体の 43.1％にあたる。特に絶滅危惧ⅠA 類では国内の

56.5％が当該地域に生息しており、希少な魚類が多数生息する生物多様性保全上の重要な

地域となっている。  

 

島ごとの確認種数を見ると、西表島（289.3km
2）の 493 種を筆頭に、沖縄島（1,208.2km

2）

の 433 種、石垣島の 290 種（222.6km
2）、奄美大島の 228 種（712.5km

2）となり、島嶼規模

の大きな島で種数が多い。これらの面積が大きな島は陸水環境が発達しており、そこに生

息する魚類も多いことがうかがえる。特に西表島は島の面積に対しての種数が非常に多い。 

西表島の浦内川は魚類の種多様性が日本一高い河川とされ、源流から河口までのわずか

19km 足らずの流程で 400 種以上の生息が確認されている（鈴木・瀬能 , 2005）。特に、亜

熱帯域の島嶼部の河川に限れば、浦内川ほどの種多様性の高さを誇る水域は世界的にみて

も貴重である。  

 

 日本本土や台湾、フィリピン、インドネシアなどの陸水域では、淡水域でしか生存でき

ない一次性淡水魚のコイ科やナマズ科、ドジョウ科などの骨鰾類（こっぴょうるい）が豊

富にみられる。一方、「奄美・琉球」ではそれらの種群が少なく、かわりに汽水魚や海水魚

が淡水域へと入り込んでいることが特徴である。  

「奄美・琉球」の陸水域の魚類 272 種のうち、全生活史を淡水域で過ごすものは 27 種

確認されているが、大正期以降に持ち込まれた外来種（立原ほか , 2002; 幸地, 2003）を除

くと、ミナミメダカ、コイ、ギンブナ、ドジョウ、タイワンキンギョ、タウナギ、アオバ

                                                   
46大隅諸島やトカラ列島を含む種数のため、後のリスト作成段階で修正する可能性有り。  

吉郷英範．2014．琉球列島産陸水性魚類相および文献目録．Fauna Ryukyuana, 9: 1–153. をもとに種

リストを作成中。 
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ラヨシノボリ、キバラヨシノボリの 78 種のみとわずかである。  

生活史のある時期に規則的に川と海の間を回遊する「通し回遊魚」と本来は海水魚だが

一時的に淡水域に侵入する「周縁性淡水魚」は計 70 種で、その約 6 割をハゼ亜目魚類が占

めている。  

汽水域で生活史の大半を過ごす「汽水魚」や海域から汽水域へと一時的に遡上してくる

「海水魚」は 36 科 175 種（周縁性淡水魚を除いた種数）と多く、その約 6 割をハゼ亜目や

ボラ科魚類が占めている。  

以上のような陸水魚類相が形成された理由として、「奄美・琉球」の河川が短く急勾配

のため増水時には川の全域が急流になり塩分耐性のない純淡水魚が生息しにくいことと、

そのような水域環境でも底生性のハゼ類などは適応できたことが挙げられる。また、奄美

群島及び琉球諸島「奄美・琉球」にはマングローブ林域が発達した感潮域47を有する河川

とそれに続く海域のアマモ場やサンゴ礁はが比較的良好な状態で残存しており、そのこと

が多くの通し回遊魚や周縁性淡水魚、汽水魚などの生息を保障している（立原 , 2003）。48
 

 

通し回遊魚と汽水魚は海を通じた分散が可能と考えられる。しかし、生活史に淡水の影

響を必要とするため、ある程度の規模の河川が存在する島でなければ生息できないという

制約がある。生息可能な島が少なければ、おのずと生息地間の距離が大きくなり、地理的

に隔離されやすいと考えられている（向井，2010）。このため、リュウキュウアユ、オキナ

ワトウゴロウ、ミナミクロダイ、アヤヨシノボリ、ヒラノヨシノボリ、アオバラヨシノボ

リ、キバラヨシノボリ、ミナミアシシロハゼ、イズミハゼ、ナガノゴリといった琉球列島

固有奄美群島及び琉球諸島固有の淡水魚が存在する（中坊，2000；Sakai et al.,2001）。  

 

  

                                                   
47 河川の下流において流速や水位が潮の干満の影響を受けて変動する区間を指す  
48（編注）最新のリストに合わせて種数や書きぶりを調整する必要有り。  
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表● 奄美群島および琉球諸島に固有な淡水魚類  

 

 

2）固有種、生物地理学的特徴 

①リュウキュウアユ 

奄美大島と沖縄島に分布する。日本本土および朝鮮半島からベトナム国境付近までの中

国沿岸部には基亜種のアユが生息している。  

奄美大島では、中南部の住用湾および焼内湾に注ぐ河川を中心に生息する。沖縄島では

急速な開発により消滅し、1992 年から奄美大島産の種苗を移殖した。奄美大島では、河川

改修・道路整備・土地造成による赤土流入が河川と内湾での生息域、餌場、産卵場を荒廃

させ、激減しつつある。環境省のレッドリスト（2012）では絶滅危惧 IA 類（CR）に記載

されている。  

リュウキュウアユは形態的、生態的及び遺伝的にも本土のアユから独立した亜種である

ことが示されている。アイソザイム分析の結果によれば、本亜種の遺伝子はその 5 分の 1

以上がアユのものと異なっており、このことから本亜種はトカラ構造海峡（トカラギャッ

プ）を境として 100 万年レベルの期間にわたって「奄美・琉球」で独自の歴史を歩んでき

たと考えられている（鹿児島県，2003）。  

 

②ハゼ類 

本州西南部から琉球列島南西諸島の河川にすむハゼ類 11 種について、分子系統学的手
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法を用いて行われた研究では、九州以北との関係において、ⅰ）トカラギャップを境に奄

美群島及び琉球諸島の系統の分化が見られるパターンパターン、ⅱ）基本的には九州以北

と南西諸島琉球列島の間で分化しているものの、種子島や上甑島など一部地域で系統両者

の重複や中間型が見られるパターン、ⅲ）九州以北と琉球列島南西諸島の間で個体群レベ

ルで分化はしているものの、塩基配列が両地域で類似しており系統的に分化はしていない

パターン、ⅳ）ケラマギャップにおいて系統分化がおこっているパターン、ⅴ）遺伝的分

化のみられないパターンの、5 つパターンが認められた（向井，2010）。 

このうち、ⅰ）九州以北と推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島と琉球列島の間で mtDNA

がはっきりと分化しているゴマハゼ類、ヨシノボリ類、アベハゼ類、チチブ類について遺

伝距離を調べたところ、遺伝的距離が相対的に大きいゴマハゼ類とチチブ類と、遺伝的距

離が相対的に小さいヨシノボリ類とアベハゼ類の 2 つに大別された。ハゼ類の分子進化速

度の情報がないため、参考値を用いて推定された分岐年代は、チチブ類で 4Ma00 万年前、

アベハゼ類で 1.8Ma0 万年前と試算された（向井，2010）。400 万年前は琉球列島奄美群

島及び琉球諸島付近に島尻海と呼ばれる海が広がっていたとされ、その後鮮新世末期に大

陸から琉球列島奄美群島及び琉球諸島まで陸が広がり、更新世の初期（1.70Ma 万年前以

降）から再び海が広がって琉球サンゴ海となったと考えられている。また、更新世の後期

には最終氷期による海水準低下が起こり陸域が広がったとされている。  

これらの結果から、琉球列島奄美群島及び琉球諸島の形成が開始された後に、少なくと

も汽水域のハゼ類が九州以北との間で隔離された時期が 3 度あり（島尻海時代・琉球サン

ゴ時代・現代）、その間にゴマハゼ類とチチブ類で種分化が生じた鮮新世後期と、ヨシノボ

リ類とアベハゼ類で種分化が生じた最終氷期の少なくとも 2 度の移住分散があったという

歴史が推測される（向井，2010）。 

 

③タウナギ 

東南アジアから東アジアにかけての熱帯・亜熱帯水域に広く分布するタウナギ 

（Monopterus albus） について、ミトコンドリア DNA 上の 16S rRNA 遺伝子の部分塩

基配列（514bp）による分子系統解析を行った結果によると、地理的分布に対応した 3 つ

のクレード［中国・日本（本州＋九州）、奄美群島及び琉球諸島琉球列島、東南アジア］に

分化しており、それぞれは異なった繁殖行動を示すことが分ってきており、少なくとも 3

種が含まれていると示唆されている（Matsumoto et al,. 2010）。 

このうち、琉球クレードが他のクレードから分岐した年代は，5.7Ma0 万年以上前の人

為的移植が考えられない古い時代だと推定され，奄美群島及び琉球諸島琉球列島の M. 

albus は自然分布であることが明らかとなったとしている（Matsumoto et al,. 2010）。 

琉球クレードには、慶良間海裂ケラマギャップをまたいで石垣島サンプルも含まれてお
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り、陸橋により、南琉球が大陸と繋がっていたとされる時期も遺伝的交流がなかったこと

が推定される。  

 

図● タウナギの系統樹と地理的分布（Matsumoto et al.,2010） 
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2. a. 4. 6. 昆虫類 

 

１）昆虫相の特徴 

「奄美・琉球」を含む、中琉球及び南琉球の奄美群島及び琉球諸島における昆虫相は、

「琉球列島産昆虫目録増補改訂」（東(監)，2002）にまとめられているが、この後も多くの

種や亜種について記録・記載されている。昆虫類は分類学的な研究の進んでいないグルー

プも多く、今後これらについて研究が進展するにしたがい、今後「奄美・琉球」における

昆虫類の種数はさらに増加すると予測できる。  

「奄美・琉球」における昆虫相の概略を把握するために、「琉球列島産昆虫目録増補改

訂」（東(監)，2002）等を元に整理したリストから目ごとの種数を算出すると、在来種数は

「奄美・琉球」（推薦地を含む 4 島。以下同じ）で 6,398 種、うち、奄美大島で 3,345 種、

徳之島で 1,044 種、沖縄島で 4,022 種、西表島で 3,168 種であった49。「奄美・琉球」の昆

虫相のうち、最も多くの在来種が確認されたのはコウチュウ目で 1,964 種、次いでチョウ

目の 1,221 種で、これら 2 つの目で在来種数の約半数を占めている（表●）。 

 固有種数（固有種率）は、「奄美・琉球」で 1,614 種（26％）、奄美大島で 693 種（21％）、

徳之島で 169 種（17％）、沖縄島で 747 種（19％）、西表島で 656 種（21％）であった。

なお、推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島は、島嶼間の種分化が進行中であり、昆虫類は

島ごとの固有亜種が多く見られることが本地域の特徴の 1 つである。亜種を含む固有種数

（率）は、「奄美・琉球」で 1,986 種（31％）、奄美大島で 826 種（25％）、徳之島で 237

種（23％）、沖縄島で 907 種（23％）、西表島で 791 種（25％）となる。  

属レベルの固有性は低いものの、種レベルの固有性は高いものとなった。固有率は

31.1％で、小笠原諸島の 27.5％を上回っている。最も多くの種が確認されているのがコウ

チュウ目で 2,590 種、次いでチョウ目で 1,411 種となっているが、これらのクループが昆

虫類全体に占めるそれぞれの比率は日本全土と比較し大きな差は無い。特にコウチュウ目

については固有率が 46.4％と高く、「奄美・琉球」の 33％を上回っている。中琉球と南琉

球を比較すると確認種数は中琉球が多く、両地域の固有種数も中琉球が多くなっており、

固有種率も中琉球が約 20%、南琉球が約 18％と中琉球がやや高くなっている。  

IUCN のレッドリスト(20152012)に絶滅危惧種として記載されている種は 6 種（ヤンバ

ルテナガコガネとトンボ類 5 種）で、亜種レベルの評価も含めると 19 種・亜種が該当す

る50。環境省のレッドリスト(2012)に絶滅危惧種として記載されている種（亜種を含む）

は 30 種類である51。52 

                                                   
49 東（2002）から、分布情報が島を特定できないもの（例：「奄美群島」「沖縄諸島」「八重山列島」等

と記載）は除いて集計した。そのため、実際の種数は上記表よりも多くなる。  
50 IUCN レッドリストは種レベルの評価を基本としている。一方で、トンボ類では種レベルの評価がな

く亜種レベルでのみ評価されている種（例：亜種リュウキュウルリモントンボと亜種アマミルリモント

ンボ）や、種・亜種のレベルで評価が異なる場合等がある（例：種アマミサナエは NT だが、亜種アマ

ミサナエと亜種オキナワサナエは各々EN）。  
51 環境省レッドリストは亜種レベルの評価を基本としている。  
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このような「奄美・琉球」の昆虫相の特徴として、次のことが挙げられる。  

○大陸と陸続きの時代に陸路で渡来してきたもの、特に南方系の種が多い。  

○複雑な地史の過程で島嶼として隔離されて分化した固有種・固有亜種が多い。  

○海を越えて渡ってきたもの（飛来・海流分布）が多い。  

以下、各特徴について代表的な事例等を含めて詳しく述べる。  
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表● 「奄美・琉球」の昆虫類確認種数等※1 

 奄美・琉球 

（推薦地を含む4島） 
奄美大島 徳之島 沖縄島 西表島 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

全
種 

在
来
種 

外
来
種 

イシノミ目 4 4 0 4 4 0 0 0 0 3 3 0 1 1 0 

シミ目 8 7 1 4 4 0 0 0 0 7 6 1 3 2 1 

カゲロウ目 14 14 0 6 6 0 0 0 0 11 11 0 9 9 0 

トンボ目 84 84 0 48 48 0 37 37 0 49 49 0 64 64 0 

カワゲラ目 15 15 0 5 5 0 4 4 0 10 10 0 4 4 0 

ゴキブリ目 40 33 7 24 17 7 15 9 6 24 17 7 31 25 6 

カマキリ目 7 7 0 4 4 0 5 5 0 7 7 0 7 7 0 

シロアリ目 18 17 1 7 6 1 3 2 1 12 11 1 13 12 1 

バッタ目 154 151 3 96 94 2 53 51 2 102 101 1 98 96 2 

ナナフシ目 10 10 0 6 6 0 4 4 0 6 6 0 6 6 0 

ハサミムシ目 11 11 0 4 4 0 0 0 0 8 8 0 4 4 0 

チャタテムシ目 17 17 0 10 10 0 0 0 0 9 9 0 8 8 0 

ハジラミ目 3 3 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

シラミ目 2 2 0 2 2 0 0 0 0 2 2 0 2 2 0 

アザミウマ目 77 70 7 27 25 2 0 0 0 59 52 7 34 31 3 

ヨコバイ目 518 475 43 242 224 18 92 88 4 405 363 42 285 267 18 

カメムシ目 392 388 4 197 195 2 98 96 2 285 281 4 284 282 2 

アミメカゲロウ目 56 56 0 17 17 0 4 4 0 35 35 0 28 28 0 

コウチュウ目 2,024 1,964 60 1,122 1,106 16 384 381 3 1,112 1,057 55 905 891 14 

ネジレバネ目 8 8 0 3 3 0 1 1 0 2 2 0 7 7 0 

ハチ目 762 757 5 415 413 2 142 139 3 462 457 5 316 314 2 

シリアゲムシ目 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ハエ目 887 872 15 443 436 7 51 50 1 558 545 13 301 295 6 

トビケラ目 41 41 0 15 15 0 1 1 0 31 31 0 5 5 0 

チョウ目 1,245 1,221 24 642 636 6 152 150 2 823 801 22 753 747 6 

総計 6,398 6,228 170 3,347 3,284 63 1,046 1,022 24 4,022 3,864 158 3,168 3,107 61 

※1：東（2002）「琉球列島産昆虫目録増補改訂」から内顎綱  （Entognatha） の 3 目（ト

ビムシ目、コムシ目、カマアシムシ目）を除いた。分類体系等に近年大きな変更のあっ

た主な分類群（例：トンボ目等）や外来種の分布は他の文献から補足した。分布情報が

島を特定できないもの（例：「奄美群島」「沖縄諸島」「八重山列島」等と記載）は除い

て集計した。そのため、実際の種数は上記表よりも多くなる。 
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表● 「奄美・琉球」の昆虫類の固有種数・絶滅危惧種数※1 

 奄美・琉球 

（推薦地を

含む4島） 

奄美大島 徳之島 沖縄島 西表島 

全種数 6,398 3,347 1,046 4,022 3,168 

 亜種を含む 6,619 3,371 1,054 4,048 3,185 

在来種数 6,228 3,284 1,022 3,864 3,107 

 亜種を含む 6,449 3,308 1,030 3,890 3,124 

固有種数※2 1,614 693 169 747 656 

 亜種を含む 1,986 826 237 907 791 

固有種率（％）※2 26% 21% 17% 19% 21% 

 亜種を含む※ 31% 25% 23% 23% 25% 

IUCN-RL(2015)種数※3 6 0 0 4 2 

 亜種を含む※3 19 5 3 9 6 

環境省RL(2012）種数※4 33 15 10 15 16 

 亜種を含む※4 36 19 13 18 18 

※1：東（2002）で、分布情報が島を特定できないもの（例：「奄美群島」「沖縄諸島」「八

重山列島」等と記載）は除いて集計した。そのため、実際の種数は上記の表よりも多く

なる。 

※2：固有性の範囲を奄美群島及び琉球諸島とし、固有種率は、在来種数に対する固有種数

の割合として算出した。 

※3：絶滅危惧種（CR、EN、VU）を対象とした。UCN レッドリストは種レベルの評価を

基本としている。一方で、トンボ類では種レベルの評価がなく、亜種レベルでのみ評価

されている種もある（例：亜種リュウキュウルリモントンボ／亜種アマミルリモントン

ボ。亜種チビサナエ／亜種オキナワオジロサナエ。また、種カラスヤンマは、亜種カラ

スヤンマと亜種アサトカラスヤンマは評価されているが、亜種ミナミヤンマは未評価）。

また、オキナワトゲオトンボ（Rhipidolestes okinawanus）は、IUCN-RL では EN だ

が、評価は 1996 年のもの。2005 年以降に種・亜種が細分化されたもの（アマミトゲオ

トンボ、トクノシマトゲオトンボ、ヤンバルトゲオトンボ）も含まれていたと考えられ

るが、IUCN-RL には分布が Nansei Shoto のみで詳細情報の記載がなく確認できないた

め、ここでは現在の種名のみで合致するオキナワトンボのみ該当とした。  

※4：絶滅危惧種（CR、EN、VU）を対象とした。環境省レッドリストは亜種レベルの評

価を基本としている。  
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２）大陸と陸続きの時代に陸路で渡来してきたもの、特に南方系の種が多い。 

「奄美・琉球」の昆虫相の成り立ちには、その地史が大きく影響している。多くの昆虫

は、大陸と陸続きの時代に、時期を違え、分類群によっては複数回、大陸から直接、ある

いは、台湾や日本本土を経由して、「奄美・琉球」に渡来したと考えられる（小濱 2015）。  

 それらの由来としては、南方系の種が多い。東（2013）は、中琉球・南琉球の昆虫類約

7500 種について分布域を調べ、東洋区系が全体の 39.8％と最も多く、次いで中琉球・南

琉球固有 26.7％、日本本土と共通の固有 13.2％となり、旧北区系は 5.5％と少ないと述べ

ている。特にこの傾向はチョウ類相で顕著で、主にヒマラヤ～中国南西部由来、南方由来

（マレーシア系）、固有種（日本型）で構成されている。また、甲虫類もほぼ同様で、主に

ヒマラヤ系、マレーシア系で構成され、フィリピン系や旧北区系の種は少ない（小濱 2015）。 

 

３）複雑な地史の過程で島嶼として隔離されて分化した固有種・固有亜種が多い。 

大陸島としての島嶼形成と陸橋化の繰り返しは、上記のような由来で渡来した昆虫類に

各島嶼への地理的隔離を生み、その結果、各島嶼で独自の種分化が起こっている。  

ただし、これらの分化は繰り返される地理変動により一様に種レベルで起こってはおら

ず、種以下のレベルでの多様性や固有性も高く、様々な段階での分化が現在も進行中であ

ある。 

固有種では、特に、ヤンバルテナガコガネ（Cheirotonus jambar）（後述①参照）や、

クロイワゼミ（Muda kuroiwae）など大陸からの隔離時間が長く近縁種が近隣地域に見ら

れない遺存固有種や、アサヒナキマダラセセリ（Ochlodes subhyalina asahinai）（後述②参

照）のような第四紀の氷期終了後に島内に隔離された遺存種が好例として挙げられる。  

また、島嶼間で種レベルまで分化を果たしたと考えられる好例として、クマバチ属

（Xylocopa 属）4 種（後述③参照）、マドボタル属（Pyrocoelia 属）6 種（アマミマドボ

タル：P. oshimana、オキナワマドボタル：P. matsumurai、ミヤコマドボタル：P. miyako、

ヤエヤママドボタル（オオシママドボタル）：P. atripennis、ハラアカマドボタル（サキシ

ママドボタル）：P.abdominalis、イリオモテマドボタル：P. iriomotensis）、ニイニイゼミ

属（Platypleura 属）5 種（ニイニイゼミ：P. kaempferi、クロイワニイニイ：P. kuroiwae、

イシガキニイニイ：P. albivannata、ヤエヤマニイニイ：P. yayeyamana、ミヤコニイニ

イ：P. miyakona）、等が挙げられる。 

亜種分化はコウチュウ目（COLEOPTERA）で特に顕著であり、4 種 2 亜種が推薦地を

含む中琉球・南琉球固有のマルバネクワガタ属（Neolucanus 属）（後述④参照）をはじめ

としたクワガタムシ科（Lucanidae）、8 亜種が推薦地を含む南西諸島固有のキボシカミキ

リ属（Psacothea 属）をはじめとしたカミキリムシ科（Cerambycidae）、奄美群島及び琉

球諸島で 2 亜種に分化したオキナワムツボシタマムシ（Chrysobothris saliaris）や奄美群

島及び琉球諸島で 5 亜種に分化したウバタマムシ（Chalcophora japonica）などのタマム

シ科（Buprestidae）など多数の例が挙げられる。これらは飛翔性の低さによるものと考



 

108 

 

えられる。遺伝的な交流の機会の多い飛翔性の高い仲間は比較的分化しにくいが、トンボ

目（OdonataDONATA）のような飛翔力が強いグループにおいても周辺地域を含めて島ご

との分化が生じており、九州・北琉球から台湾までの間で 4 種 2 亜種に分化したトゲオト

ンボ属（Rhipidolestes 属）のヤクシマトゲオトンボ（Rhipidolestes yakusimensis）、ア

マミトゲオトンボ（R. amamiensis：奄美大島亜種 R. a. amamiensis，と徳之島亜種 R. a. 

okunoshimensis で別亜種）、ヤンバルトゲオトンボ（R. shozoi）、オキナワトゲオトンボ

（R. okinawanus）、ヤエヤマトゲオトンボ（R. aculeatus）、四国・九州から南西諸島で 3

種 3 亜種に分化したミナミヤンマ属（ Chlorogomphus 属）の（カラスヤンマ

（Chlorogomphus brunneus brunneus）、ミナミヤンマ（C. b. costalis）、カラスヤンマ、

アサトカラスヤンマ（C. b. keramensis）が各亜種関係、オキナワミナミヤンマ（C. 

okinawensis）、イリオモテミナミヤンマ（C. iriomotensis）などがある。 

以下、上記の固有種・固有亜種に関する典型的な事例を詳述する。  

 

２）昆虫相の起源と成立 

 「奄美・琉球」は動物地理学的には東洋区の北縁に位置する。昆虫相の種構成は複雑で、

単純に気候区分や生物地理区分のみで区別することは出来ず、むしろ「奄美・琉球」にお

ける地史に大きく影響を受けていると考えられている。これら「奄美・琉球」の昆虫相の

成立については、生息する昆虫の分布型から、次のような複数の侵入ルートによるものと

考えられている。  

 

①祖先種が中国大陸から進出したグループ  

②アサヒナキマダラセセリなどから推察されるような北方からの南下種のグループ  

③ルイスツノヒョウタンクワガタやクロカタゾウムシ、ヤエヤマツダナナフシから推察さ

れるような海流や、ギンネムキジラミから推察されるような気流などに乗って入った漂流

分散種のグループ など 

 

また、島嶼の形成と大陸との陸橋化の繰り返しはこれらの昆虫に地理的隔離を生み、独自

の生態系の成立をうながした。このようなことから遺伝的変異の蓄積がされ、ヤンバルテ

ナガコガネや、クロイワゼミ、オキナワサラサヤンマなどの固有種への分化が起こってい

る。ただし、これらの分化は繰り返される地理変動により一様に種レベルで起こってはお

らず、種以下のカテゴリーでの多様性や固有性も高く、様々な段階での分化が現在も起こ

っている。 

 

３）多数の固有分類群 

祖先種が「奄美・琉球」を含む奄美群島及び琉球諸島に侵入した後、島嶼化や陸橋化等に

より影響を受け、各島嶼で分化が進んだと考えられる。亜種分化は甲虫類で特に顕著であ
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り、マルバネクワガタ属をはじめとしたクワガタムシ科、イシガキゴマフカミキリをはじ

めとしたカミキリムシ科、オキナワムツボシタマムシやウバタマムシなどのタマムシ科な

ど多数の例があげられる。これは飛翔性の低さによるものと考えられる（遺伝的な交流の

機会の多い飛翔性の高い仲間は比較的分化しにくい）。ただし、トンボ目のような飛翔力が

強いグループにおいても島ごとの分化はあり、ミナミヤンマ類（ミナミヤンマ、カラスヤ

ンマ、アサトカラスヤンマ）などがある。種レベルまで分化を果たしたと考えられる例と

して、ニイニイゼミ属（ニイニイゼミ、クロイワニイニイ、イシガキニイニイ、ヤエヤマ

ニイニイ、ミヤコニイニイ）、クマバチ属（アマミクマバチ（アシグロセジロクマバチ・オ

キナワクマバチ・アカアシセジロクマバチ）等が上げられる。  

 

①遺存固有状態のヤンバルテナガコガネ（Cheirotonus jambar） 

コガネムシ科テナガコガネ亜科 Euchirinae は、ヒメテナガコガネ属 Propomacrus，テ

ナガコガネ属 Cheirotonus，ドウナガコガネ属 Eucbeirus の 3 属からなる。このうちテナ

ガコガネ属は、パリー種群とマクレイ種群に分けられている。細谷・荒谷らは、ヤンバル

テナガコガネ C.heirotonus jambar の保全研究の一環として、ミトコンドリア DNA の 16S 

rRNA 遺伝子を用いたテナガコガネ亜科の系統関係について研究を行っている。  

系統解析の結果、テナガコガネ亜科が、コガネムシ科食葉群の系統で最初に他から分岐

しており、テナガコガネ亜科 3 属のうちヒメテナガコガネ属が最初に分岐し、ついでドウ

ナガテナガコガネ属とテナガコガネ属の 2 種群がほぼ 3 分岐したことが明らかになった。

また、ヤンバルテナガコガネは、中国東南部～ベトナムに分布するヤンソンテナガコガネ

Cheirotonus C. jansoni と近縁であるが、その分岐が深く、ヤンバルテナガコガネの沖縄

への隔離が古いものであることが示された。  
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図 テナガコガネ亜科のミトコンドリア 16S rRNA 遺伝子に基づく系統関係（NJ法）． 

各枝の数値はブートストラップ確率．  

出典：細谷忠嗣 , 荒谷邦雄. 2010. コガネ博 2010 レジュメ集 . をもとに作成．  

赤・ピンク：テナガコガネ属パリー種群，青：テナガコガネ属マクレイ種群 

    茶：ドウナガテナガコガネ属，紫：ヒメテナガコガネ属 

 

③ ②オキナワサラサヤンマ（固有種） 

②氷期遺存のアサヒナキマダラセセリ（Ochlodes subhyalina asahinai） 

アサヒナキマダラセセリは、推薦地の西表島とその近隣の石垣島の標高 400m 以上の山

頂部のみに生息し、食草のリュウキュウチクが生える山頂付近に局所的に生息する。本種

の仲間は、世界で 13 種類が知られており、本種以外は中国大陸西部からヒマラヤにかけ

ての寒い地域に分布する。南方系のチョウ類が多い「奄美・琉球」では、一年で数世代を

繰り返す多化性の種が多い中、本種は、年に 1 回しか発生しない。5 月に羽化した成虫は、

わずか 2 ～ 3 週間の短い発生期の後、幼虫で越冬し翌年の 4 月に蛹になる。このような

生活史を持つチョウは寒冷地に多く、「奄美・琉球」では本種だけであり（佐々木 2009）、

本種が氷期に南下してきた名残を示していると考えられている。 

従来、本種は独立種（O.asahinai）とみなされていたが、近年の研究では中国東北部か

ら中国南西部を経てヒマラヤ山脈南部に分布するウスバキマダラセセリ（O. subhyalina）

の亜種（O. s. asahinai）としての扱いが主流になっている（藤岡ほか  2009）。しかし本

沖縄島北部 

中 国 東 南 部 ～ベトナ

ム 
マレー半島 

タイ北部、ミャンマー、ラオス、ネパール

等 ベトナム～タイ 

チベット 

マレー半島～インド 

台湾 

セラム島（インドネシア） 

ミンドロ島（フィリピン） 

中国 

中 国 福 建

省 

トルコ 

トルコ 

チベット 
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種は、氷期における「奄美・琉球」の生物の移動や隔離と種分化の関係を知る観点から重

要な種である。  

 

③島嶼間で種分化が進んだクマバチ属（Xylocopa 属） 

南西諸島には 4 種のクマバチが分布する（山根ほか  1999）。北海道から北琉球の屋久

島・種子島にかけてキムネクマバチ（X. appendiculata circumvolans）が、口之永良部島

から推薦地の奄美大島と徳之島にかけてアマミクマバチ（アシグロセジロクマバチ）（X. 

amamensis）が、沖永良部島から推薦地の沖縄島北部（やんばる地域）を経て宮古島にオ

キナワクマバチ（X. flavifrons）が、多良間島・水納島から推薦地の西表島を含む八重山

列島にアカアシセジロクマバチ（X. albinotum）がそれぞれ分布する。4 種の分布は全く

重ならず、このうちキムネクマバチを除き、推薦地 4 島・地域 4 地域に分布する 3 種は固

有種である。クマバチ類は一般的に飛翔力が強く、海を越えて移動できるため、島で固有

化する例はあまりなく、世界的にも珍しい事例である（山根  1993）。 

 

 

図● 推薦地を含む南西諸島におけるクマバチ属の分布 

４）島嶼間の種分化 

 

①④島嶼間で種・亜種分化が進んだマルバネクワガタ属類（Neolucanus 属） 

「奄美・琉球」を含む奄美群島及び琉球諸島には、4 種 2 亜種が分布している。オキナ

ワマルバネクワガタが沖縄島に、アマミマルバネクワガタが奄美大島とや徳之島には固有

種で基亜種のアマミマルバネクワガタ（N. protogenetivus protogenetivus）がに、その固

有亜種のアマミマルバネクワガタの亜種ウケジママルバネクワガタ（N. p. hamaii）が奄

美大島属島の請島に分布する。沖縄島固有種の請島に、オキナワマルバネクワガタ(N. 

okinawanus)が沖縄島北部に、石垣島と西表島には固有種で基亜種のヤエヤママルバネク
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ワガタ(N. insulicola insulicola)が石垣、西表島に、ヤエヤママルバネクワガタその固有亜

種ヨナグニマルバネクワガタ(N. i. donan)が与那国島にそれぞれ分布する。チャイロマル

バネクワガタ(N. insularis)は石垣島と西表島の固有種である。 

が、このようにマルバネクワガタ属グループは奄美群島及び琉球諸島において、種レベ

ルから亜種レベルまで色々な段階での分化が起こっている。この仲間の分類や、分布など

について DNA 解析などを用いた最新の研究が試みられている。その結果、アマミマルバ

ネクワガタとオキナワマルバネクワガタはひとつの系統にまとめられるが、ヤエヤママル

バネクワガタは別系統で台湾や大陸に分布するマキシムスマルバネクワガタ（N. maximus 

maximus）に近縁であるという。チャイロマルバネクワガタは、これら 3 種とは別の系統

とされている（細谷・荒谷 2006）  

 

 

図● 推薦地を含む奄美群島及び琉球諸島におけるマルバネクワガタ属の分布 

②ゴマフカミキリ属 

「奄美・琉球」を含む奄美群島及び琉球諸島に 11 種 8 亜科が分布する。大隅諸島・吐

噶喇列島から奄美諸島・沖縄諸島にかけて分布する、コウノゴマフカミキリは 5 亜種に分

けられ、八重山列島を中心に分布するヨナグニゴマフカミキリは 4 亜種に分けられている。

沖縄島、奄美大島を中心に分布するオキナワゴマフカミキリは 2 亜種に分けられている。

本属は地域ごとの変異が大きく、最近では DNA 解析による分子系統解析も試みられている。 

 

 

③クマバチ属 

「奄美・琉球」を含む奄美群島及び琉球諸島には 3 種が分布する。アマミクマバチ（ア

シグロセジロクマバチ）が口永良部島から徳之島まで、オキナワクマバチが沖永良部島か

ウケジママルバネクワガタ 
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ら宮古島まで、アカアシセジロクマバチが石垣島から与那国島までそれぞれ分布し、その

分布域は重ならず、それぞれ独自に進化したものと考えられる。  

 

５）南方系の種を多く含む 

気候区分、生物地理区分の境界に位置していることから、日本本土には分布しない、も

しくは少ない種を多く含んでいる。特にチョウ目において顕著で、クロイワゼミ、クロカ

タゾウムシ、コウトウシロシタセセリ、アカボシゴマダラなどがあげられる。 

 

４）海を越えて渡ってきたもの（飛来・海流分布）が多い。 

 ユーラシア大陸の東縁に島が弧状に連なる配置や、黒潮が近傍を流れ、台風の通路の上

にある等の地理的条件を反映して、「奄美・琉球」の昆虫相には、海を越えて偶発的に飛来

する種や、海流で分散する種が多い。  

例えば、推薦地を含む沖縄県では、南方からの飛来種が多く（金城  1986, 東  1987）、

特に、チョウ類 145 種のうち 61 種（42％）は偶産種（迷チョウ）と考えられる。カワカ

ミシロチョウ（Appias albina semperi）やリュウキュウムラサキ（Hypolimnas bolina）、

スジグロシロマダラ（Salatura melanippus edmondii）、などは中国南部、台湾、フィリ

ピン、東南アジアが起源とされ、これらの供給地に距離的に近い、推薦地の西表島を含む

八重山列島は迷チョウが多いことで知られる。北方からの飛来種は、ツマグロキチョウ

（Eurema laeta betheseba）、キタテハ（Polygonia c-aureum）、イチモンジセセリ

（Parnara guttata guttata）、ヒメアカタテハ（Cynthia cardui）など少数である（小濱 

2015）。 

 カミキリムシ類、ゾウムシ類、クワガタ類等の木材穿孔性の昆虫は海流で島間を移動す

ることができる。例えば、日本の世界自然遺産の既登録地である海洋島の小笠原諸島の甲

虫相は木材穿孔性の種が優占し、海流による移動定着が重要な要素とされている（黒沢 

1976）。小笠原諸島のカミキリムシ相は「奄美・琉球」と類縁性が高く（黒沢  1976，野淵・

槙原 1987）、推薦地が小笠原諸島に対する種の供給源の一つとして機能したと考えられて

いる。 

  

 

６）昆虫類の分布における生物地理的特徴 
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2. a. 4. 7. 淡水甲殻十脚類 

 

1）淡水産甲殻十脚類相の特徴 

日本では淡水産甲殻十脚類53が 75 種（在来種 73 種、外来種 2 種）確認されている。「奄

美・琉球」では 63 種確認され、うち、在来種は 62 種、外来種は 1 種であり、日本産淡水

甲殻十脚類の 85%が分布している。54 

「奄美・琉球」の在来淡水甲殻十脚類 62 種のうち、ヌマエビ科 6 種（29％）、テナガ

エビ科 3 種（20％）、サワガニ科は全 21 種（100％）が固有種55であり、固有種率は 48％

である。また、IUCN レッドリスト（20152）に絶滅危惧種としてトカシキオオサワガニ

（EN）とミヤコサワガニ（VU）の 2 種が記載されている。環境省のレッドリスト（2012）

には 17 種（うちサワガニ類 15 種）が絶滅危惧種として記載されている。  

「奄美・琉球」は淡水甲殻十脚類の固有性、特にサワガニ類の固有性と希少性が極めて

高く、保全を図る必要のある地域である。  

 

表●「奄美・琉球」を含む奄美群島及び琉球諸島の各島嶼域で確認された淡水甲殻十脚類の種数

（鹿児島大学，2013 より作成）  

グループ、科名 
日

本 

奄美群島

及び琉球

諸島 

奄美諸島

群島 
沖縄諸島 宮古列島 

八重山

列島 
固有種 

IUCN 

ＲL 

(20152) 

環境省 

ＲL 

(2012) 

淡水産エビ類 43 37 17 27 14 32 9 0 4 

 ヌマエビ科 25 21 11 15 8 18 6 0 2 

 テナガエビ科 17 15 6 11 5 13 3 0 2 

 テッポウエビ

科 

1 1 0 1 1 1 0 0 0 

淡水産ザリガニ類 3 1 0 1 0 0 0 0 0 

 ザリガニ科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

 アメリカザリガニ

科 

2 1 0 1 0 0 0 0 0 

淡水産カニ類 29 25 6 16 2 7 20 2 13 

 サワガニ科 23 21 3 12 1 4 20 2 13 

 モクズガニ科 6 4 3 4 1 3 0 0 0 

レッドリスト掲載種数は、絶滅危惧種（CR、EN、VU）を対象とした。  

 

 

 

 

                                                   
53 淡水甲殻十脚類とは、河川、湖沼などの淡水域に生息する甲殻十脚類をさす。出典：川井唯史・中田

和義編著（2011）エビ・カニ・ザリガニ―淡水甲殻類の保全と生物学 生物研究社  
54（編注）今後、種リストの精査とともに整理し、種数や固有種数・率、絶滅危惧種数等は今後リバイ

ズ予定。  
55（編注）種リスト中、固有性で判断に迷うミネイサワガニを含めている。  
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表● 淡水甲殻十脚類の推薦地における確認種数（鹿児島大学，2013 より作成）  

 種数 
各島の 

固有種数 

奄美群島及び

琉球諸島の 

固有種数 

環境省 RL 

（2012） 

IUCN RL 

(20152) 

奄美大島 19 0 3 2 0 

徳之島 14 0 3 1 0 

沖縄島 34 3 6 4 0 

西表島 31 3 8 0 0 

 

2）固有種、生物地理学的特徴 

①淡水産エビ類 

生活史の中で海と川を行き来する両側回遊種が多いテナガエビ類やヌマエビ類では多

くの種が琉球列島に広く分布している。これらの種が、黒潮によりその幼生を移送してい

る結果と考える事が出来る。それでもテナガエビ（両側回遊種）やミナミヌマエビ（純淡

水種）が九州島より以南に分布しない事、ツブテナガエビ、スベスベテナガエビ、オオテ

ナガエビなどが大隅諸島の種子島、屋久島、口永良部島以南に分布する事、およびヒラア

シテナガエビ、ネッタイテナガエビ、ウリガーテナガエビ、カスリテナガエビや、ミナミ

オニヌマエビ、リュウグウヒメエビ、ナガツノヌマエビ、マングローブヌマエビなどが沖

縄諸島、宮古列島、八重山列島以南に分布することから、大隅海峡やトカラ海峡（三宅ラ

インや渡瀬ライン）が分布の境界になっている事が伺える（鈴木私信，2011）。  

純淡水種のコツノヌマエビ（石垣島・西表島固有種）、イシガキヌマエビ（石垣島固有

種）、イリオモテヌマエビ（西表島固有種）、ショキタテナガエビ（西表島固有種）はが南

琉球の八重山列島に分布しているが、中琉球、北琉球には分布していない。諸喜田（2002）

56はショキタテナガエビと近縁種で台湾や中国大陸に分布するタイリクテナガエビ、シナ

ヌマエビとの交雑実験やアイソザイム分析の結果、大陸や日本本土の近縁種の分布状況や

その生活史の比較から、大陸で河川陸封コエビ類が成立し、陸橋成立時に約 100 万年前に

大陸と南琉球が陸続きになり、両者の河川とが同じ水系で連結され、移動・分散したと推

定している。  

サキシマヌマエビ、アシナガヌマエビ、チカヌマエビ、ドウクツヌマエビなどが隆起礁

原の島に点在していたり、固有であったりする事は、隆起礁原起源の島が持つ地下水系や

湧水とこれらの種の生息との密接な関係を暗示している（鈴木私信，2011）。 

 

②②淡水産カニ類 

純淡水種であるサワガニ類では、純淡水域や陸域に生息し、海水中では生存できないた

め、海を介して分布を拡大することができず、分布の地域性はより明瞭である。サワガニ

                                                   
56 （編注）鹿大報告書の「推薦書案」の参考文献リストには、「諸喜田 2002」に相当するものがない。

諸喜田茂光．1996．琉球列島の河川陸封コエビ類とサワガニ類の起源論．地学雑誌．105(3)：343-353．

かと思われる。  
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属は奄美群島及び沖縄諸島を中心とした地域に種類が多く特産種も多い。これらに対し、

北側の大隅諸島・吐噶喇列島、南側の宮古列島・八重山列島との共通種が分布していない

のは、おそらく早い地質年代に大陸あるいは両地域と分離孤立したことがうかがえる（鈴

木私信，2011）。 

mtDNA解析においてはも、奄美群島及び琉球諸島沖縄諸島のサワガニ属の種は大陸で

分化した後に氷河期等にで形成されたと推定されている陸橋を伝って奄美・琉球に分布を

拡大してきたのではなく、奄美群島及び・沖縄諸島琉球諸島が大陸の縁辺を成した時代か

ら生息していた祖先種が、の形成、つまり陸塊化・陸橋化・縁辺部が大陸から離れて島嶼

が形成された際に各島々島に隔離されてに伴って分化したことが示唆されている(諸喜田，

2002；瀬川，2011)。この地域のサワガニ属は琉球と台湾や中国大陸との古環境を考察す

るのに重要な動物である。 

サワガニ類について、mtDNA の塩基配列を用いて系統樹を推定したところ、大きく(Ⅰ)

北琉球及び以北に生息する、(Ⅱ)中琉球に生息する、(Ⅲ)南琉球に生息する物が多い、3

つのグループに分かれる傾向が得られた。例外は、(Ⅱ)に含まれるミヤコサワガニと、(Ⅲ)

に含まれるリュウキュウサワガニ（奄美大島と徳之島に分布）である(瀬川，2011)。 

また、トカラ海峡トカラ構造海峡を境に異所的に分布しているサワガニとサカモトサワ

ガニの分岐を、トカラ海峡トカラ構造海峡が成立したと想定される 1.6Ma0 万年前と設定

して、進化速度の一定性を仮定し、分子時計を当てはめて解析した結果、300 万年前に前

述の（Ⅰ）北琉球以北に分布、（Ⅱ）中琉球に分布、（Ⅲ）南琉球に分布の 3 つのグルー

プが分化し、200 万年 Ma～100 万年 Ma の間に現存種のほとんどの系統が各地域内で分岐

し、その後の島嶼化、細分化により 0.4Ma0 万年前に現状に近い形状になったと推定して

いる。本研究からは渡嘉敷島のトカシキオオサワガニと宮古島のミヤコサワガニで分岐年

代は 16 万年前と推定されている（瀬川，2011）。 
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図● 南西諸島におけるサワガニ類相と分布（諸喜田，2002 を一部改変） 
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図●  サワガニ属の系統関係(瀬川，2011) 
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2. a. 5. 小規模な島嶼における高次捕食者の非常に少ない特異な生態系 

 

 一般に島の面積が狭くなるほど食物連鎖のピラミッドが小さくなり、高次捕食者が欠如す

る。「奄美・琉球」の島々は規模が小さく、高次上位捕食者を欠く小規模な生態系を有して

いる例として、沖縄島北部のやんばる地域における食物連鎖模式図を示した（図●（やんば

る自然学習カリキュラム検討委員会事務局，1998）。 

やんばる地域沖縄島北部においては、植物・リターを底辺としたやんばる地域の食物連鎖

は、リュウキュウイノシシ（偶蹄目、雑食性）、ハブ、ヒメハブ、アカマタなどのヘビ類、

小型猛禽類のリュウキュウツミ、フクロウ類のリュウキュウコノハズク、リュウキュウオオ

コノハズクを最上位の捕食者としており、森林生態系の特徴として、日本本土と比較して高

次捕食者が非常に少ないことが挙げられる。 

例えば、日本本土の本州では、高次捕食者として食肉目に属するツキノワグマ、キツネ、

タヌキ、テン、イタチ、オコジョ、イイズナ、アナグマ、ニホンオオカミ（絶滅）、ニホン

カワウソ（絶滅）が生息しているのに対し、模式図を例示したやんばる地域沖縄島北部には、

食肉目に属する哺乳類は 1 種も生息していない（「奄美・琉球」においては、わずかに西表

島においてイリオモテヤマネコ 1 種が生息するに過ぎない）。猛禽類においても、留鳥とし

ては、日本では最も小型のタカであるリュウキュウツミ 1 種が生息しているのみで、イヌ

ワシ、クマタカ、オオタカ、ハイタカ、ツミなど多数の森林性のタカ類が生息する日本本土

の本州と対照的である。 

このような高次捕食者を欠く、島嶼の小規模な生態系に対する特異な生態的適応も見られ

る。例えば、沖縄島北部に固有なキツツキのノグチゲラは、雑食性で、成鳥は木の中に潜む

カミキリムシの幼虫や、シロアリやアリなどの小動物を利用するほか、タブノキ・ヤマモモ・

イチゴ類などの果実、イヌビワなどのイチジク類、アカメガシワやハゼノキの実、イタジイ

スダジイやマテバシイなどのドングリなどを植物質の餌もを季節に応じて利用することが

知られている（小高 2011）。巣内のヒナには、カミキリムシの幼虫など比較的大きな餌を

与えることが多い。また、雌雄で給餌内容が異なることが知られ、オスは地面に降りて土を

つつき、セミの幼虫やキムラグモなど、地中に潜む節足動物を掘り出して、主要な餌として

給餌することが知られている（金城 1997，Kotaka et al. 2006）。地上採餌するキツツキ類

は多く報告されているが、その多くはアリ類の捕食に適応した種である。土を掘りセミの幼

虫や地中性のクモを主要な餌として利用するキツツキは、ノグチゲラ以外に報告されていな

い。ノグチゲラのオスに特異的にみられるこの「地つつき」行動は、肉食性の中・大型哺乳

動物が分布しない島嶼環境下で独自に進化した行動であり、島嶼の限られた面積の森林で本

種が個体群を維持してきた重要な機構の一つと考えられている（小高 et al. 2009、小高 

2011）。 

また、沖縄島では約 18,500 年前の地層からクイナ類の化石が発見されており、これはヤ

ンバルクイナよりも脚が短く飛翔力があった可能性がある（Matsuoka，2000；尾崎，2005）。
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またさらに、本種と最も近縁とされるムナオビクイナは飛翔力があることから、数万年前に

南方から沖縄島に飛来した祖先種が、しだいに飛ぶことを止めて地上を走り回ることに適応

し、現在のヤンバルクイナになったものと考えられている。その背景として、沖縄島には強

力な捕食者となる肉食獣が在来分布せず、亜熱帯の常緑広葉樹林は生物が多様で地上には餌

となる小動物が豊富であり、飛翔力が無くとも十分に餌が採れる条件があったためと考えら

れている（尾崎，2005）。 

一方で、島嶼の生態系は外来種の侵入には脆弱である。例えば、推薦地の沖縄島からわず

か 23km 北に位置する与論島では、19 世紀以降とみられる堆積層から収集された爬虫類の

骨を分析した結果、アカマタ、ガラスヒバァ、キノボリトカゲなど、少なくとも 3 種の陸

生ヘビ類と 7 種のトカゲ類が含まれ、そのうち 1 種は、かつて同島にのみ生息した固有亜

種のヨロントカゲモドキと判明した（Nakamura et al. 2014）が、現在これらは与論島で

は見られない。その主要因として、1950 年代中頃、同島に人為的に放逐されたニホンイタ

チの捕食による絶滅が考えられている（Nakamura et al. 2009）。 

 推薦地の 4 地域は、マングースやノネコ等の外来生物種の影響は見られるものの、中琉

球・南琉球の島嶼群の中では、在来の固有種の多くが保たれている地域である。  
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図● 沖縄島北部・やんばる地域の森林生態系における食物連鎖模式図 
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2. a. 6. 地史と陸生生物の動向－大陸島における生物の隔離と種分化57 

 

推薦地を含む南西諸島は、トカラ構造海峡と慶良間海裂によって、北琉球、中琉球、南琉

球に区分される（図●）。北琉球の大隅諸島は大隅海峡によって九州本土と、また、南琉球

の南西端の与那国島は水深 500m を超える海域（与那国海峡）によって台湾と隔てられて

いる。 

南西諸島の現生の陸生生物相、特に飛翔性の無い脊椎動物（非飛翔性動物）について見る

と、北琉球（既存登録地の屋久島を含む）は九州との関係が強い（「3.2.1.1.国内比較」で詳

述）。 

一方、「2.a.4.動物」で示した多くの事例からわかるように、推薦地の奄美大島、徳之島、

沖縄島北部を含む中琉球には固有種が多く、その中でも、例えばアマミノクロウサギやリュ

ウキュウヤマガメ、イボイモリのように隣接する北琉球や南琉球には同種や同属種さえ分布

せず、大陸等の遠く離れた地域にしか近縁種が分布しない遺存固有種が多い（Ota，1998；

太田，2012 など）。しかも、例えばトゲネズミ類やトカゲモドキ類、オットンガエルとホル

ストガエルのように、遺存的な系統群が島嶼間でさらに別種・亜種に分化している新固有の

状態の事例も見られる。 

推薦地の西表島を含む南琉球は、中琉球ほど顕著ではないが、例えばサキシマハブやオオ

ハナサキガエル、コガタハナサキガエルのように固有種が存在し、そのほぼすべてで極めて

近縁な種が台湾や大陸の東部に見られる。また、爬虫類に特徴的だが、例えばヤエヤマセマ

ルハコガメやヤエヤマイシガメのように固有亜種が多く分布し、そのほとんどは同種の別亜

種が台湾や大陸東部に分布している（Ota，1998；太田，2012 など）。 

 

このような陸生生物の分布状況は、推薦地を含む南西諸島が、フィリピン海プレートのユ

ーラシアプレートへの沈み込みに伴う地殻変動や、更新世以降の氷期－間氷期の海水準変動

によって大陸から分離して島嶼として隔離され、陸生生物の固有化と島嶼間の種分化が進行

して現在の島嶼生態系が形成された過程や年代を非常に強く反映している。その形成史や年

代については、地質学や古生物学、生物系統地理学などの研究成果を元に諸説が提示されて

いる。 

 

 例えば、木崎・大城（1977, 1980）は主に地質学と生物化石の情報に基づいた仮説とし

て、中期中新世（約 15Ma～10Ma 頃）58には南西諸島は大陸や日本本土と陸続きで、アマ

                                                   
57 （編注）H17 報告書の記述（木崎（1997）.生物の来た道．In：沖縄の自然を知る．築地書館.

を元に作成）。最新の地学的、生物学的知見と合わなくなっており、地形－気候の動向と、陸生

生物の動向を対応させる構成で、最新の情報を踏まえてリバイス予定。（時間スケールに対して、

どのような地学的・気象的イベント、生物的なイベントが生じたかという書き方）。 

※詳細は、参考資料１参照 
58 国際地質科学連合（IUGS）の国際層序委員会（ISC）による国際年代層序表の年代と厳密には整合しな

いが、元文献の標記年代を用いた。 
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ミノクロウサギ等の遺存固有種はこの時代に大陸から渡来したと考えられること。後期中新

世から鮮新世にかけて（約 8Ma～2Ma 頃）591には、中琉球、南琉球は各々が大きな島嶼と

して存在していたと考えられること。前期更新世（約 1.5Ma 頃）601には北琉球の間にトカ

ラ構造海峡が形成されている一方で、中琉球から南琉球は台湾や大陸と陸橋で繋がり再度、

大陸から動物の渡来があったと考えられること。台湾と与那国島の間に海峡が形成されて完

全に島嶼化したのは少なくとも中期更新世（約 0.8Ma～0.13Ma 頃）61と考えられることを

提唱した。 

 Ota（1998）、太田（2002，2005，2012）、太田・高橋（2006）は上記の木崎・大城（1977，

1980）の仮説を踏まえた上で、南西諸島に現生する主に両生類・爬虫類など非飛翔性動物

の地理的分布や分子系統、形態学的特徴等を統合して地域間の類似性を生物地理学的に比

較・解析・考察している。その結果、少なくとも非飛翔性動物の多くについて、中琉球に分

布する各種とその最近縁群との分布域の関係を見ると、その大半で両者の間に大きな分布の

空白があり、中琉球の固有種のほとんどが生物理学上は遺存固有の状態であること。さらに、

中琉球の固有種・種群と最近縁種・種群との間で想定される隔離年代は、鮮新世から中新世

（18Ma～2.5Ma）62と古いこと（例－トゲネズミ類・ケナガネズミ：Suzuki et al.，2000；

アマミノクロウサギ：Yamada et al.，2002；ニオイガエル類：Matsui et al.，2005；Plestiodon

属：Brandley et al.，2011）。加えて、中琉球の固有種の最近縁の種は中国南部やインドシ

ナ半島北部の亜熱帯地域に見られることがわかった（太田，2009）。これらから、木崎・大

城（1977, 1980）が提唱した、前期更新世の大陸から中琉球に至る陸橋は存在せず、中琉

球は遅くとも後期鮮新世から前期更新世まで（約 3.6Ma～2.6Ma 頃）63には既に島嶼化し、

陸生生物は大陸や南琉球から隔離されていたと考えられること。一方で、中期更新世（約

0.8Ma～0.13Ma）には南琉球の一部と台湾及び大陸との間には陸橋が存在した可能性があ

ること、その陸橋も後期更新世（約 0.13Ma～0.01Ma 頃）4には失われて島嶼化していたこ

とを論じている。 

 

また近年は、生物の分子系統解析の進展により、より確度が高く、新しい知見が得られる

ようになってきた。例えば、Koizumi et al.（2014）は、南琉球と台湾の Scincella 属の分

子系統解析から、南琉球と台湾の系統群の分岐が少なくとも前期鮮新世の 4.1Ma～4.8Ma

に生じていること、また、南琉球と台湾に近縁種が存在する他の分類群（例－Plestiodon

                                                   
59 国際地質科学連合（IUGS）の国際層序委員会（ISC）による国際年代層序表の年代と厳密には整合し

ないが、元文献の標記年代を用いた。 
60国際地質科学連合（IUGS）の国際層序委員会（ISC）による国際年代層序表の年代と厳密には整合しな

いが、元文献の標記年代を用いた。 
61 木崎・大城（1977）の図をもとに国際層序年代表を参照した。木崎（1980），木崎（1997）でも古地理

仮説を提示しているが、それぞれ微妙に地図や年代が異なる。 
62 太田（2012）の標記年代を用いた。生物の分子系統解析の結果を元にした推定年代のため、国際年代層

序表の区分年代とは厳密には整合していない。 
63 元文献では区分年代が数値で記述されていなかったため、国際層序年代表を参照した。 
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属：Brandley et al.，2011,2012；Takydromous 属：Lin et al.，2002； サワガニ類：Shih 

et al.，2006, 2011；Cobitis 属：Chiang et al., 2010）の分子系統解析の結果も後期中新世

から前期鮮新世の間（約 6Ma～3Ma）に両地域の系統群が分岐したことを示しており、南

琉球は更新世に島嶼化したという従来の仮説には合致しないこと、そのため、両地域間の陸

橋は鮮新世かそれ以前には既に存在していなかった、あるいは、陸橋が存在していたとして

も両地域間の生物の遺伝的交流を妨げ繁殖隔離を成立させる何らかの環境的な障壁が存在

したという仮説を提示している。 

 

 このように、推薦地の形成史と各島嶼の成立年代の詳細は、現時点で全て明白に解明され

ているわけではない。しかし、生物の系統地理学や地質学、古生物学等の各分野の研究が盛

んであり、それらが進展し成果が蓄積され、最新情報を総合的に摺り合わせていくことで、

将来的に解明されていくことが期待されている。このようなことから推薦地は、大陸島の形

成史と生物進化の過程の研究における、世界で最も適した天然の実験場の１つといえる。 
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図● 地質学と生物化石の情報に基づく木崎・大城

（1977）の仮説と、爬虫・両生類各系統の系統

地理に関する情報を総合した結果から推定し

た南西諸島の古地理仮説図（Ota, 1998）。 

A：鮮新世末期－更新世初期には既にトカラ構造

海峡と慶良間海裂が成立し、中琉球が大きな島とし

て他の陸域から隔離されている。B：更新世中期か

ら、C：更新世後期に向けて徐々に南琉球、続いて

北琉球のトカラ列島北部がそれぞれ台湾や九州か

ら分断され島嶼化したと想定している。 

ただし、近年生物の分子系統解析解析結果から、

南琉球と台湾の間も A の時代に分断されていた可

能性が示唆されており、大陸島として南西諸島が形

成された地史は、今後も生物の系統地理学や地質

学、古生物学等の最新の研究成果を総合化して解明

されていくことが期待されている。 

トカラ構造海峡 

慶良間海裂 ？ 

地理的分断や、環
境障壁が存在？ 

？ 
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